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　飛行機の音ではなかった。耳の後ろ側を飛んでいた虫の羽音だった。蝿よりも小さな虫は、目の前をしばらく旋回して暗い部屋の隅へと見えなくなった。

　天井の電球を反射している白くて丸いテーブルにガラス製の灰皿がある。フィルターに口紅のついた細長い煙草がその中で燃えている。洋梨に似た形をしたワインの瓶がテーブルの端にあり、そのラベルには葡萄を口に頬張り房を手に持った金髪の女の絵が描かれてある。グラスに注がれたワインの表面にも天井の赤い灯りが揺れて映っている。テーブルの足先は毛足の長い絨毯にめり込んで見えない。正面に大きな鏡台がある。その前に座っている女の背中が汗で濡れている。女は足を伸ばし黒のストッキングをクルクルと丸めて抜き取った。

「ちょっと、そこのタオル取ってよ。ピンクのやつ、あるでしょ？」

　リリーはそう言って丸めたストッキングをこちらへ投げた。たった今仕事から帰ったばかりだと言って、手にとった化粧水を脂で光っている額に軽く叩きつける。

「それで、その後どうしたの？」

　タオルを受け取るとそのまま背中を拭き僕を見て聞いた。

「ああ、酒でも飲ましてね、おとなしくさせようと思ったんだ、あいつの他にも外のセドリックに二人いたしさ、みんなボンドでね、フラフラだったから、酒でも飲ましてさ、あいつ少年刑務所にいたって本当？」

「朝鮮人なのよ、あいつ」

　リリーは化粧を落としている。鼻を刺す匂いの液をしみこませた小さな平べったい脱脂綿で顔を拭いている。背中を丸めて鏡を覗き込み、熱帯魚のヒレみたいなつけまつげを取る。捨てられる脱脂綿には赤や黒の汚れがついている。

「ケン、おにいさんを刺したのよ、たぶんおにいさんだと思ったなあ、でも死ななかったんじゃない、この前店に来てたもん」

　ワインのグラスに透かして電球を見る。

　なだらかなガラス球の中に暗いオレンジ色のフィラメントがある。

「リリーに俺のこと聞いてきたって言ってたよ、あまり言うなよ、変な奴にいろいろ言わないでくれよ」

　口紅やヘアブラシやその他のいろいろな瓶や箱と一緒に、鏡台の上に置いたワインを飲み干して、リリーは僕の目の前で金ラメのパンタロンを脱いだ。腹にゴムのあとがついている。昔、リリーはモデルをやっていたそうだ。

　毛皮のコートを着た写真が額に入れて壁にある。何百万もするチンチラだと教えてくれた。いつか寒い頃にヒロポンを打ちすぎて死人のような青白い顔で僕の部屋に来たことがある。口のまわりに吹出物を作って、ガタガタ震え、ドアを開けるなり倒れ込んできた。

　ねえ、マニキュア落としてよ、ベタベタして気持ち悪いの、抱き起こすと確かそういう事を言った。背中の大きくあいたドレスを着ていて、真珠のネックレスがヌルヌルする程全身に汗を掻いていた。除光液なんかなかったのでシンナーで手と足の爪を拭き取ってやると、ごめんね、店でちょっとイヤな事があったのよ、と小さな声で言った。足首を握って爪をこすっている間、リリーは肩で息をしながらずっと窓からの景色を見ていた。僕はドレスの裾から手を入れキスしながら太股の内側の冷たい汗に触れ、パンティを降ろそうとした。パンティを足先にひっかけ、椅子の上で大きく足を開げたリリーは、あの時テレビが見たいと言いだした。マーロン・ブランドの古いやつやってるはずよ、エリア・カザンのやつ。手の平についた花の匂いのする汗は、長いこと乾かなかった。

「リュウ、あなたジャクソンのハウスでモルヒネ打ったでしょう？　おとといよ」

　リリーは冷蔵庫から桃を出してきて皮を剥むきながら僕に言う。足を組んでソファに身を沈めている。僕は桃を断わった。

「その時、髪、赤でさ、短いスカートの女、憶えてない？　スタイルいいのよ、お尻が決まってる女、いなかった？」

「どうかな、あの時は日本人の女三人いたなあ、アフロにしてるやつ？」

　台所がここから見える。汚れたまま流しに積んでいる皿の上を黒い虫、たぶんゴキブリが這い回っている。リリーは裸の太股にこぼした桃の汁を拭きながら話す。スリッパがぶら下がっている足には赤や青の静脈が走っているのがわかる。僕はその皮膚の上から見える血管をいつもきれいだと思う。

「やっぱりウソついたのね、その女、店さぼったのよ、病気してるやつが昼間からリュウなんかと遊んでりゃ世話ないわ、その女もモルヒネ打ったの？」

「ジャクソンがそんな事する訳ないだろ？　女の子はこういうことしちゃいけないんだって例の調子でさ、もったいないもんだから。あの女リリーのとこの娘こかあ、よく笑う女だったなあ、グラス喫いすぎてよく笑ったよ」

「クビにしようかしら、どう思う？」

「でもあの女は人気があるんだろう？」

「まあね、ああいう尻はもてるのよ」

　ゴキブリはケチャップがドロリと溜まった皿に頭を突っ込んで背中が油で濡れている。

　ゴキブリを潰つぶすといろいろな色の液が出るが、今のあいつの腹の中は赤いかも知れない。

　昔、絵具のパレットを這っているやつを殺したら鮮やかな紫色の体液が出た。その時パレットには紫という絵具は出してなかったので小さな腹の中で赤と青が混じったのだろうと僕は思った。

「それでケンはどうしたの？　おとなしく帰ったの？」

「ああ、一応部屋に入れてね、女なんかいないってちゃんと言って、酒飲むか、って言ったらコーラにしてくれってさ、ラリってるから、ゴメンなって謝まったよ」

「バカみたいね」

「車で待ってた連中が通りかかった女をひっかけてさ、あの女はすごく年増だったなあ」

　取り残された化粧がリリーの額で細く光っている。食べ終わった桃の種子を灰皿に捨てて、染めてまとめられた髪からピンを外しブラシで梳とかし始める。ゆっくりと髪の波に沿って、斜めに傾けた煙草をくわえたままで。

「ケンのねえさん私の店で働いてたのよ、もうだいぶ前だけど、頭いい人だったなあ」

「もうやめたの？」

「国に帰ったらしいわよ、北の方だって言ってたから」

　柔かな赤い髪がヘアブラシに絡みつく。豊かな髪を整えたリリーは思い出したように立ち上がり、戸棚から銀色の箱に入った細い注射器を取り出した。茶色の小瓶を灯りに透かして液体の量を確かめると、規定分だけ注射器に吸わせて、身を屈めて太股に打った。支えている足がかすかに震えている。針を深く入れすぎたのだろう、抜いた後、膝のあたりまで血の細い線が流れた。リリーはこめかみを揉みながら唇の端から垂れた涎よだれを手で拭う。

「リリー、針は一回ごとにちゃんと消毒しなきゃだめだよ」

　リリーは答えずに部屋の隅にあるベッドに横になり、煙草に火をつける。首筋に太い血管が浮き出て弱々しく煙を吐きだす。

「リュウも打つ？　まだあるわよ」

「きょうはいいよ、きょうは俺も持ってるんだ、友達も来るしさ」

　リリーはサイドテーブルに手を伸ばし文庫本の「パルムの僧院」を読み始めた。開いたページに煙を吐きかけながら放心した顔で字を追っている。

「よく読めるなあ、変わってるよリリーは」

　棚から落ちて床に転がった注射器を拾い上げて僕が言うと、あらあ面白いのよ、と舌が縺もつれた声で言った。注射器の先端には血が付いていた。洗っておいてやろうと台所に入ると、流しの皿にゴキブリがまだ動いている。僕は新聞を丸めて皿を割らないよう注意し、調理台に移ったゴキブリを叩き殺した。

「何やってるの？」太股の血を爪で剥がしながらリリーが聞く。

「ねえ、こっちおいでよ」

　とても甘い声だ。

　ゴキブリの腹からは黄色い体液が出た。調理台の縁に潰れてこびりつき、触角はまだかすかに動いている。

　リリーはパンティを足から抜いてもう一度僕を呼んだ。絨毯の上に「パルムの僧院」が投げ捨ててある。







　僕の部屋は酸っぱい匂いで充ちている。テーブルの上にいつ切ったのか思い出せないパイナップルがあって、匂いはそこから出ていた。

　切り口が黒ずんで完全に腐れ、皿にはドロドロした汁が溜まっている。

　ヘロインを打つ準備をしているオキナワは、鼻の頭にびっしりと汗を掻いている。それを見て、リリーが言った通り本当に蒸し暑い夜だと思った。湿ったベッドの上で重くなっているはずの体を揺すりながら、ねえ暑くない？　きょうとても暑いわ、リリーはそう言い続けた。

「ねえリュウ、このヘロインいくらした？」

　ドアーズのレコードを革のバッグから取り出しながらレイ子が聞く。十ドルだと答えると、へえ、沖縄より安いや、とオキナワが大声をあげた。オキナワは注射針の先端をライターで炙あぶっている。アルコールで湿した脱脂綿で拭いて消毒してから息を吹き入れ穴が詰まっていないかテストする。

「壁やトイレなんかがきれいになってたんでびっくりしたよ、四谷署だけどな、最近新しくなったんだなあ、あれは、若い看守の野郎がおしゃべりな奴でさ、ここは警察の独身寮よりいいよなんて詰まらない冗談言いやがって、おべんちゃらでバカ笑いするじじいもいてな、全く気分悪かったな俺は」

　オキナワの目は黄色く濁っている。牛乳瓶に入った変な匂いの酒を飲んで、この部屋に来た時はすでにかなり酔っていた。

「おい、向こうで保健所にいたって本当か？」

　ヘロインを包むアルミ箔を開きながら僕はオキナワに聞いた。

「ああ、オヤジにな、入れられたんだ、アメちゃんの保健所だよ、俺がぱくられたのはＭＰだったからさ、まず米軍の施設で直してからあ、こっちに送り返されることになったわけだな、リュウ、やっぱりアメリカって国は進んでるよ、俺ホントにそう思ったぜ」

　ドアーズのレコードジャケットを見ていたレイ子が横から口をはさむ。

「ねえリュウ、毎日モルヒネ打ってもらえるんだってよ、いいと思わない？　レイ子もアメちゃんの保健所入りたいなあ」

　アルミ箔の隅のヘロインを耳掻きで中央に集めながらオキナワは言う。

「バカ野郎、レイ子みたいなハンチクなやつは入れないよ、本当のジャンキーしかダメなんだって言ったろ？　俺みたいなさ、両腕に注射胼だ胝こができてる本物の中毒者しか入れないさ、ヨシ子さんってちょっと色っぽい看護婦がいてな、俺その人から尻に毎日打ってもらったよ。尻こう突き出してさ、窓からみんながバレーボールかなんかやってるの見ながらブスリと尻にね、からだがもう弱ってるもんだからちんちんが縮んじゃってるだろ？　ヨシ子さんに見せるの恥ずかしかったなあ、レイ子みたいにでかい尻だときっとだめだな」

　レイ子はでかい尻と言ったオキナワにフンと小さく文句を言って、飲み物が欲しい、と台所に行き冷蔵庫を開ける。

「ねえ、何もないのお？」

　オキナワがテーブルのパイナップルを指差し、これ少しもらえよ、故郷の味だろ？　と言う。

「オキナワ、あんたってホントに腐れてるものが好きねえ、何よその服、匂うわよ」

　カルピスを水で薄めて飲みながらレイ子は言う。氷を頬に入れて動かしながら。

「レイ子ももうすぐ絶対にジャンキーになるんだ、オキナワと同じくらいの中毒になっとかないと結婚してから疲れると思うのよ、そして二人共中毒者になってからあ一緒に住んでさ、少しずつ止めるようにしたいな」

「二人して保健所へハネムーンか？」

　笑いながら僕が聞く。

「うん、ね？　オキナワ、そうするのよね？」

「そりゃいいよ、そうしろよ、二人で仲良くお尻並べてモルヒネ打ってもらえよ、愛してる、なんて言い合ってさ」

　オキナワは、ちゃかすなよ、バカ野郎、と少し笑い、熱湯に浸してあった大きいスプーンをナプキンで拭いて乾かす。把手が弓形に大きく曲がったステンレスのスプーンの中に、マッチ棒の頭くらいの量だけ耳掻きでヘロインを入れる。レイ子今くしゃみなんかしたらぶっ殺すからな。スポイトで吸い上げる戦場用の一ＣＣ注射器に針を填はめる。レイ子が蝋燭に火をつけた。注射器で、スプーンの中のヘロインに注意深く水滴を垂らす。

「リュウ、お前またパーティーやるのか？」

　少し震える指をズボンに擦りつけて落ちつかせながらオキナワが聞いた。

「ああ黒人に頼まれたからな」

「レイ子、行くんだろ？　パーティーにさ」

　残りのヘロインをまたアルミ箔に包み直すレイ子にオキナワは聞く。レイ子は僕の方を見ながら、うん、だけど心配ないよ、と答えた。

「ラリって黒人なんかと寝たら承知しないぞ」

　スプーンを蝋燭に翳かざす。あっという間に水溶液は沸騰する。スプーンは内側に泡と湯気をたて、底は黒い煤で汚れる。オキナワはゆっくりと火から離し、赤ん坊にスープを飲ませる時のように息を吹きかけて冷ます。

　留置場でさあ、と脱脂綿をちぎりながら僕に話しかける。

「留置場でさあ、ずっと切れてただろ？　恐い夢見ちゃってなあ、もう思い出せないけど俺の一番上の兄貴が出てきたんだよ、俺は四男だから、兄貴は知らないんだ。兄貴はオロクで戦死したからな、会ったことないんだけど、兄貴の写真もなくて仏壇に親父の描いた下手な絵があるだけなんだけどさ、その兄貴が夢に出てきたんだ、不思議だろ？　変だよな」

「それで兄貴が何かしゃべったの？」

「いやそういうのはもう忘れたけどさ」

　小さくちぎった親指の爪程の脱脂綿をさめた液に浸す。オキナワは湿って重くなった脱脂綿の中に針先を沈めた。かすかな音を出して、ちょうど赤ん坊が乳を吸うような音で透明な液体が細いガラス管に少しずつ溜まっていく。吸い終わると唇を舌で舐めながら、オキナワは少しだけスポイトを押し、注射器内の空気を抜く。

「ねえ、レイ子にやらせてよ、リュウに打ってあげるよ、沖縄じゃみんなに打ってやってたんだからさ」

　腕をまくったレイ子が言った。

「だめだ、お前いつか失敗して百ドル、パーにしやがったくせに、ピクニックの握り飯作るみたいに浮き浮きするんじゃないよ、みっともない、ほら、リュウの腕それで縛ってくれ」

　レイ子は口を尖らせてオキナワを睨み皮紐で僕の左腕をきつく絞り上げた。左拳を握りしめると太い血管が浮き出る。アルコールで二、三度擦るとオキナワは濡れている針先を脹れた血管目がけて皮膚に沈めた。握りしめていた拳を開くとシリンダー内に黒っぽい僕の血が逆流してくる。ほらほらほら、と言いながらオキナワはスポイトを静かに押し、血と混じり合ったヘロインを一気に僕の中に入れた。

　一丁上がりでっせえ、どうでっか？　オキナワは笑って針を抜く。皮膚が震えて針が離れた瞬間、もうヘロインは指の先まで駆け巡り、鈍い衝撃が心臓に伝わってきた。視界に白い霧のようなものがかかりオキナワの顔がよく見えない。僕は胸を押さえて立ち上がった。息を吸いたいが呼吸のリズムが変わっていてうまくできない。殴られたように頭が痺しびれていて口の中が焼ける程乾いている。レイ子が僕の右肩を抱き、支えようとする。カラカラになった歯茎から少しだけ滲み出た唾液を呑み込むと、足先から駆け昇るように吐気が込み上げて、呻きながらベッドに倒れた。

　レイ子が心配そうに肩を揺すっている。

「ねえ、ちょっと多すぎたんじゃない？　リュウ、あまりやったことないんだもん、見て、顔真青よ、大丈夫かなあ」

「そんなに打ってないぞ、死ぬことはないだろ、まあ死ぬことはないさ、レイ子、洗面器持ってきとけよ、こいつきっと吐くぞ」

　枕に顔を埋める。喉の奥は乾いているのにひっきりなしに唾液が唇から溢れ、それを舌ですくうたびに猛烈な吐気が下腹を襲ってくる。

　思いきり息をしてもほんの少ししか空気は入ってこない。それも口や鼻からではなく胸に小さな穴があってそこから漏れ込むような感じだ。腰は動けない程痺れている。締めつけられるような痛みが時々心臓を刺す。こめかみで脹れた血管が思い出すようにヒクヒクと震える。目を閉じるとものすごいスピードで生暖い渦の中に引き込まれるような恐怖を感じる。からだ中をヌルヌルと愛撫されていて、ハンバーグに乗せられたチーズみたいに溶けていくようだ。試験管の中の水と油塊のように、からだの中で冷えきっている部分と熱をもったところが分離して動き回っている。頭や喉や心臓や性器の中で熱が移動している。

　レイ子を呼ぼうと思っても喉が引き攣つれて声が出ない。煙草が欲しいとさっきから思っている。そのためにレイ子を呼びたいが口を開いてもかすかに声帯が震えてヒィーというかすれた音がするばかりだ。オキナワ達がいる方から時計の音が聞こえる。その規則正しい音は妙に優しく耳に響く。目はほとんど見えない。乱反射している水面みたいな視界の右の方に痛く感じる眩しい揺らめきがある。

　きっとあれは蝋燭だと思っていると、レイ子が顔を覗き込み、手首を取って脈拍を確かめて、死んでないよ、とオキナワに言った。

　僕は必死で口を動かす。鉄のように重い腕を上げてレイ子の肩に触れ、煙草をくれ、と小さな声を出した。レイ子は火の付いた煙草を唾液で濡れている唇にくわえさせ、オキナワの方を向いて言う。ちょっと見てよ、このリュウの目、ガキみたいに恐がってさ、震えてるよ、可哀そうに、あらあら涙まで出しちゃって。

　煙は生き物のように肺の壁を引っ掻く。オキナワが僕の顎に手をかけ顔を起こして瞳孔を調べ、こりゃあ危なかったなあ、こりゃあすげえや、リュウの体重があと十キロ少なかったらもうだめだったな、とレイ子に言う。夏、砂浜に寝そべってナイロンのビーチパラソルを通して見る太陽みたいにオキナワの顔は輪郭がぼけて歪んで見える。自分が植物になってしまったように感じる。それも灰色に近い葉を日陰で閉じて、花も付けず柔かい毛に包まれた胞子をただ風に飛ばす羊し歯だのような静かな植物に。

　灯りが消えた。オキナワとレイ子が服を脱ぎ合う音が聞こえる。レコードの音量が上がった。ドアーズのソフトパレード、その合間に擦れ合う絨毯の音とレイ子の押し殺した呻き声が耳に入ってくる。

　ビルの屋上から飛び降りる女が頭に浮かんできた。顔は恐怖に歪んで遠去かる空を見ている、手と足を泳ぐ時のように動かしてもう一度上へ上がりたいともがいている。結んでいた髪は途中で解け水藻のように頭の上で揺れている、大きくなる街路樹や車や人間、風圧で捩ねじ曲まがった唇や鼻、まるで暑い真夏に汗をびっしり掻いて見る不安な夢のような光景が頭に浮かんでくる。黒白のスローモーション・フィルムのような、ビルから落ちた女の動き。

　レイ子とオキナワは体を起こして汗を拭き合い、また蝋燭に火をつけた。眩しくて僕はからだの向きを変える。二人はここからは聞きとれない低い声で話し合っている。時々痙攣と共に激しい吐気が突き上げてくる。吐気は波が寄せるようにやって来る。唇を噛みシーツを握りしめて我慢をし、頭に溜まった吐気がまたスーッと降りていく時に、射精そっくりの快感があるのに気付いた。

「オキナワ！　あんた、あんたずるいよ」

　レイ子の高い声が響いた。同時にガラスの割れる音。一人がベッドに倒れ込んでマットレスが沈み、僕のからだも少し傾いた。もう一人、たぶんオキナワだろう、バカ野郎と小さく吐き捨てて乱暴にドアを開け外に出ていく。風で蝋燭が消え鉄製の階段を駆け降りる音が聞こえる。真暗になった部屋でレイ子の息遣いだけが低く聞こえ、吐気に耐えているうちに意識が遠くなっていく。腐ったパイナップルそっくりの匂い、混血のレイ子の脇からの甘い匂いを嗅ぐ。ある女の顔を思い出す。昔、夢か映画で見た、痩せて手足の指が長くゆっくりとシュミーズを肩から落として透明な壁の向こうでシャワーを浴び、尖った顎の先から雫しずくを滴らせ、鏡に映る自分の緑の目を覗き込む外国人の女の顔……。







　前を歩いていた男が振り向いて立ち止まり、水の流れている溝に煙草を投げ捨てた。男は左手でジュラルミン製のまだ新しい松葉杖をしっかりと握りしめて前へ進んでいる。首筋を汗が流れて、男の動きから僕は足を悪くしたのはつい最近だろうと思った。右手は重く硬そうで足先が伸びきっているため、地面には引き摺った跡が長く続いている。

　太陽は真上にあった。歩きながらレイ子は羽織っていたジャケットを脱ぐ。体に貼り付いた小さめのシャツに汗が滲んでいる。

　レイ子は昨夜眠れなかったらしくて元気がない。レストランの前で何か食べて行こうと言ったが、返事をせずに首を振った。

「オキナワもわからない奴だな、あの時間だと電車も走ってないんだ」

　もういいのよ、リュウ、もうたくさんだよ。レイ子は小さな声で言い、道の脇に植えられたポプラの葉を一枚ちぎった。

「ねえ？　この細い線みたいの何て言うんだったっけ、これよ、リュウ、知ってる？」

　半分にちぎれた葉は埃で汚れていた。

「葉脈じゃないのか？」

「あ、そう葉脈だ、レイ子、中学で生物部だったのよ、それでこれの標本作ったんだ。名前は忘れたけど薬品につけるとさあ、これだけ白く残ってあとの葉っぱは溶けちゃうのよ、きれいにこの葉脈だけ残るの」

　松葉杖の男はバスの停留所のベンチに腰かけ、時刻表を見ている。「福生総合病院前」停留所の標識にはそう表示してある。大きな病院は左手にあり、扇形に広い中庭では浴衣を着た十数人の患者達が看護婦の指導で体操をしていた。全員が足首に厚い包帯をし、笛に合わせて腰や首を曲げる。病院の玄関に向かう人達が患者達を見ていく。

「俺、きょうお前の店に行くよ、モコやケイにパーティーのこと伝えたいし、あいつら、きょう来るかなあ？」

「来るよ、毎日来てるもん、きょうも来るよ。レイ子、リュウに見せてやりたいなあ」

「何を？」

「標本よ、これの、いろいろな葉っぱのを集めたのよ、向こうじゃ昆虫集める人が多いんだよ、きれいな蝶々なんかこっちより多いからさ、でもレイ子、これ葉脈標本やってさ、先生から褒められたよ、賞もらって鹿児島まで行ったんだから、まだ机の引き出しに持ってるのよ、大事にしてるの、見せたいなあ」

　駅に着いてからレイ子はポプラの葉を道端に捨てた。ホームの屋根が銀色に光っていて僕はサングラスをかける。

「もう夏だな、暑いよ」

「え、何？」

「いやもう夏だなって」

「夏はもっと暑いわよ」

　レイ子は線路をじっと見たまま言った。







　カウンターでワインを飲んでいる僕のところまで、誰かが店の隅でニブロールの錠剤を噛み砕く音が聞こえる。

　レイ子は早くから店を閉めて、カズオが立川の薬局から万引きしてきたというニブロール二百錠をテーブルの上にばら撒き、パーティーの前夜祭よ、とみんなに言った。

　その後、カウンターに上がってストッキングを脱ぎながらレコードに合わせて踊り、抱きついてきて薬の匂いのする舌を差し込んできたりした。さっき汚物と一緒に赤黒い血を吐いてからはソファに横になって動こうとしない。ヨシヤマは長い髪を手で払いながら顎鬚についた水滴を震わせてモコに話しかけている。モコは僕の方を見て舌を出したりウインクしたりする。おいリュウ、久し振りやな、何かオミヤゲないんか？　ハシシかなんかないんか？　ヨシヤマがこちらを振り向いて笑いながら聞く。カウンターに両手をつき、ゴム草履をつっかけた足を椅子からブラブラさせて。煙草の喫いすぎで舌がヒリヒリする。ワインの酸味が乾いた喉をしめつける。おい、もっと甘いワインないのか？　ケイはヌードモデルの仕事で秋田まで行った話をニブロールで酔った眠そうな顔のカズオに話している。ウイスキーをラッパ飲みしてはピーナツを一つずつ口に放り投げて、あたい舞台の上で縛られたのよ、ひどい仕事だったわ、ねえカズオ、ザラザラした縄でよ、縛られたのよ。あんたもひどいって思うでしょう？　カズオは全然話を聞いていない。手にしたカメラ、命より大事だと言っているニコマートを僕に向けファインダーを覗く。何よ、あんた人の話はちゃんと聞かなきゃだめよ。ケイはカズオの背中を突き床に転げ落とす。何だよムチャなことしないでよ、いやだなあもう、壊れたらどうするの。ケイはフンと鼻で笑い上半身裸になってぶつかる相手とチークダンスをし、舌を吸った。

　僕はきのうのヘロインのせいか体が怠だるく、ニブロールは飲む気がしなかった。ねえ、リュウ、トイレ行かない？　ヨシヤマが触るんだもの濡れちゃったのよ、モコが近づいてきて言う。赤いベルベットのワンピースを着て揃いの帽子をかぶって、目の縁に赤い粉をべっとり塗って。リュウ、あなたソールイートのトイレであたしを犯したの憶えてるでしょ？　モコの目はドロンと潤み焦点が定まっていない。舌先を唇から覗かせて甘ったるい声で言う。ねえ憶えてるでしょ？　おまわりが来たから手入れだなんてひどいウソついてさあ、あの狭いトイレで変な格好させてさあ忘れたのお？

　何やその話初耳やなあ、リュウ、本当か？　お前もひどいスケベやなあ、オカマみたいな顔してそんなことしたのか、初耳やこれは。レコードに針を落としながらヨシヤマが大きな声で言う。何言ってんだモコ、いいかげんな話止めてくれよな、作り話だよヨシヤマ、僕がそう答える。ものすごい音でミック・ジャガーが歌い始めた。ずいぶん昔の歌だ、タイム・イズ・オン・マイ・サイド。モコは僕の膝に片足を乗せもつれた舌で言う、ウソついちゃいやよ、リュウ、ウソつかないで、あの時あたし四回もいったんだもん、四回よ、忘れたりしないわよ。

　レイ子が青い顔で立ち上がり、今何時なの、何時？　と誰にでもなく呟きよろけながらカウンターに進み、ケイの手からウイスキーを取り、喉に流し込むとまた激しく咳込んだ。バッカねえレイ子、あんたはおとなしく寝てなよ。そう言ってケイはウイスキーを乱暴に奪い返し、瓶の縁に付いていたレイ子の唾液を手で拭ってまた少し飲む。レイ子はケイから胸を押されてソファにぶつかって倒れ、僕に向かって言う。ねえあんまり音大きくしないで、だめなんだよ、上の麻雀屋、うるさくてレイ子が叱られちゃうのよ。インケンな奴で警察に電話するから、もう少し小さくしてくれないかしら？

　音量を下げにアンプの前にかがみ込んだ僕に奇声を上げてモコが馬乗りになった。太股が冷たく首を締めつける。何やモコ、そないにリュウとやりたいんか？　俺やってやるよ、俺じゃあかんのか？　ヨシヤマの声が背後で聞こえる。太股を抓つねりあげるとモコは悲鳴をあげ床に転がった。バカ、ヘンタイ、リュウのバカ、何よあなたインポなのね、インポになったんでしょ、クロンボとホモってるって聞いたわよ、バカ薬のやりすぎよ。モコは起き上がるのがおっくうなのか転がったまま、笑って僕の足をハイヒールをとばして蹴りつける。

　レイ子がソファに顔を押しつけて小さな声で言う。ああ死にたいな、胸が痛いよ、ねえ胸が痛いよ、もうレイ子死にたいなあ。ケイは読んでいたストーンズのレコードジャケットから目を離して、じゃああんた死ねば？　とレイ子を見る。ねえ、リュウ、そうでしょ？　そう思わない？　死にたい人は死ねばいいのよ、ブツブツ言ってないで死ねばいいのよ、バカみたい、レイ子ったら甘えてるわ。

　カズオがニコマートにストロボをつけてケイを写す。ストロボの閃きに床にグッタリと横になっていたモコが顔をあげた。あら、カズオあんた止してよ、断わりなしに写真撮らないでよ。これでもあたいギャラ取ってるプロなのよ、何？　そのピカッて光るやつ、白けるわねえ、あたい写真なんて大嫌い、そのピカピカ光るやつやめてよ、だからあんたもてないのよ。

　レイ子が苦しそうに呻いて体を半転させ口の端からドロリとした固まりを吐く。ケイが慌てて駆け寄り、新聞紙を敷き口をタオルで拭って背中を擦さすってやった。汚物には米粒がたくさん混じって、夕方一緒に食べた焼飯だと思う。新聞紙に溜まった薄茶色の表面に天井の赤いライトが反射している。レイ子は目を閉じてブツブツ何か言っている。帰りたいなレイ子、帰りたい、帰りたいなあ。ヨシヤマが倒れていたモコを起こしてワンピースの胸の釦ボタンを外しながら、そうなんやこれからの沖縄は最高やからなあ、とレイ子の一人言に相槌を打つ。モコは乳房を掴もうとしたヨシヤマの手を払い、カズオに抱きついて、ねえ写真撮ってよ、と例の甘い声を出す。あたしアンアンに出てるのよ、今度のやつのモデルでさあ、カラーよ、ねえ、リュウ、あなた見たでしょ？

　ケイはレイ子の唾液で汚れた指をデニムのズボンでこすって拭き、新しいレコードに針を落とす。イッツ・ア・ビューティフル・デイ。レイ子ったら甘えてるんだわ。カズオは足を大きく拡げてソファに横になりでたらめにシャッターを押している。ひっきりなしにストロボが焚たかれてそのたびに僕は目を押さえる。おい、カズオ、いいかげんにしろよ、電池失くなるぞ。

　ヨシヤマはケイの舌を吸おうとして拒否された。何やどないしたの？　お前きのうから欲求不満て言うてたやないか、猫に餌やる時に、クロにあんたもあたしも男が欲しいのよねえって、言うてたやろ？　キスぐらいいいやろ？

　ケイは何も言わずにウイスキーを飲む。

　モコはカズオの前でポーズを作っている。髪を掻きあげてニッコリ笑って。ねえ、今チーズって言っても笑い顔にはならないんだよ、モコ。

　ケイがヨシヤマに怒鳴る。

　うるさいわねえ、もうあたいのことはほっといてよ、あんたのその顔見てるとイライラしてくるわ、さっきあんたが食ったトンカツだけどあれ、秋田の百姓の金よ、百姓が真黒い手であたいにくれた千円よ、わかってるの？

　モコが僕を見て言う。舌を出しながら。

　大キライよ、リュウのヘンタイ野郎！

　冷たい水を飲もうとアイスピックで氷を砕いていて指を突いてしまった。カウンターの上で、ヨシヤマを無視して踊っていたケイが降りてきて、リュウ、あんたもう楽器はやめたの、そう言いながら小さな穴から吹き出る血を舐めてくれた。

　レイ子がソファから身を起こして、ねえお願いだからレコード少し低くして、と頼んでいるが、誰もアンプに近づく者はいない。

　指に紙ナプキンを押しあてている僕に、ワンピースの胸の釦を大きく外したモコが近づき、リュウ、クロンボ達からどのくらいもらえるの？　と笑いながら聞く。

　何のことだい？　パーティーのこと言ってるのか？　あたしやケイをクロンボに抱かせていくらあいつらからもらうのよ？　別にそれをどうのこうの言ってる訳じゃないけどさ。

　ケイがカウンターに座ったままモコに言う。あんた、モコ、やめなよ、そんな白けること言うの、金欲しいんならいい人紹介してやるわよ。パーティーは金のためじゃないのよ、楽しむためにやるのよ。

　モコは僕の胸に下がっている金の鎖に指を絡からませて、これもクロンボからもらったんでしょう？　とニヤニヤしながら聞く。

　バカ野郎、これは高校の時クラスの女からもらったんだよ。その娘の誕生日で、いそしぎ演やってやったら感激してくれたんだ、大きな材木屋の娘で金持ちの女の子だよ。それよりモコ、お前クロンボなんて言っちゃだめだぞ、殺されるぞ、あいつらクロって言う日本語知ってるんだから。文句あるんなら来なくてもいいんだよ、なあケイ、パーティーに呼んでくれって言う女は他にもいっぱいいるんだからなあ。

　ウイスキーを口に含んだままうなずくケイを見てモコは、あらあ、怒っちゃだめよ、ちょいとした冗談よ、そう言って抱きついてくる。

　行くわよ、行くに決まってるじゃない、クロンボは強いしまたハシシくれるでしょ？　そう言って舌を差し込んでくる。カズオが僕の鼻に当る程ニコマートを近づけて、やめろ、カズオ、と僕が叫ぶのとほとんど同時にシャッターを押した。頭を思いきり殴られたみたいに目の前が真白になり何も見えなくなる。モコが手を叩いてキャッキャッ喜んでいる。カウンターにズルズルと寄りかかりながら倒れそうになるのをケイが支え、口移しにウイスキーを流し込む。ケイはベトベトした油臭い口紅を塗っている。口紅の味が混じったウイスキーが喉を焼きながら入っていく。

　この野郎！　止めろ、止めんか、ヨシヤマが読んでいた少年マガジンを床に叩きつけて怒鳴った。ケイ、お前リュウとなら舌吸うのか？　歩きだしてよろけ、テーブルを倒す、グラスが音をたてて割れ、ビールが泡を吹きピーナツが床を転がる。その音でレイ子が頭を振りながら起き上がり、みんなもう出てって！　出てってよ、と叫ぶ。僕はこめかみを揉みながら氷を口に含み、レイ子の側に寄った。レイ子心配するなよ、後で俺がちゃんと片付けるさ大丈夫だよ。レイ子の店なのよ、みんなにもう出て行くように言ってよ。ねえリュウ、リュウは居てもいいからさあ、出ていくようにみんなに言ってよ。そう言ってレイ子は僕の手を握りしめる。

　ヨシヤマとケイが睨み合っている。

　お前、リュウとなら舌吸い合うんやな？　え？

　カズオがおどおどした調子でヨシヤマに言う、ヨシヤマ僕が悪いんだ違うんだよ、僕がリュウにストロボごっこやったりしたもんで、それでリュウが倒れたから、ケイが気付け薬のかわりにさあ、ウイスキーを飲ましただけだよ。ヨシヤマにあっち行ってろと突きとばされて、ニコマートを落としそうになり、チェッ、何だよ、と舌打ちする。カズオの腕につかまったモコは、ねえバカみたいねえ、と呟く。

　何よあんた、やきもち？　ケイがつっかけたサンダルをペタペタ鳴らして言う。レイ子が泣き腫らした目で、ねえ、氷ちょうだい、と僕の袖を引っぱった。紙ナプキンに氷をくるみこめかみに置いてやる。突ったってケイを睨みつけるヨシヤマに向けて、カズオがシャッターを切り、殴られそうになった。モコが大笑いする。

　カズオとモコは帰ると言ってきた。あたし達今からちょっとお風呂行こうと思って。

　おいモコ、胸の釦しめろよ、ヤー公にからまれるぞ、あした高円寺の改札口で一時だからな遅れるなよ。モコが笑って答える。わかってるわよ、ヘンタイ、忘れたりしないわよ。うーんとおしゃれしてくわ。カズオが道路に膝をつき、こちらに向けてまたシャッターを切る。

　歌をうたいながら歩いていた酔っ払いが何か言ってストロボに振り向いた。

　レイ子は小刻みに体を震わせている。紙ナプキンにくるんだ氷は床に落ちてほとんど溶けてしまっていた。

　あたいの今の気分はヨシヤマには何の関係もないのよ、別に何にもないもん。あんたと寝なきゃいけないなんてこともないでしょ？

　ケイは煙草を真上に吐き出しながらヨシヤマにゆっくりと話しかける。

　とにかく愚痴だけはやめてよ、愚痴だけは、別れたってあたいはいいのよ、あんたは困るかも知れないけどあたいは平気よ。とにかくもっと飲めば？　パーティーの前夜祭なんだもん、ねえ、リュウ？

　僕はレイ子の横に座った。首筋に手を置くと体がビクンと震え、口の端からいやな匂いの唾をひっきりなしに吐き出す。

　ケイ、あたいなんて言うな、あたいなんていやな言葉使わんといてくれ。もういい、あしたから俺は働くよ、それでいいやろ？

　カウンターに腰かけるケイにヨシヤマはそう言う。な？　俺金稼ぐからさあ、いいやろ？

　あらそう、働いてよ、あたい助かるわあ。ケイは足をぶらつかせる。

　ケイが浮気しようとカマへんよ、ただあたいなんて言ったりさ、何かイライラしてるやろ。それ絶対欲求不満やと思うしな、そうやなくても俺はまた横浜で沖仲士やるから、な？

　ヨシヤマはケイの太股を握ってそう言った。ケイの太股はピッタリとしたズボンが貼りつき、少したるんだ腹の肉がベルトに乗っている。

　あんた何言っているの？　でたらめなこと言わないでよ、恥ずかしい。ほら、リュウだって笑ってるじゃないの、何言ってるのか全然わかんないわ、あたいはあたいよ、それだけよ。

　あたいなんて言うの止めろ！　まったく、いつそういう言い方憶えたんやもう。

　ケイは煙草を流しに捨てる。脱ぎ捨てていたシャツに腕を通しながらヨシヤマに言った。

　オフクロさん譲りよ、オフクロ自分のことあたいって言うのよ知らなかったの？　ほらあんた一ど家に遊びに来たじゃない、炬燵こたつで猫と一緒にせんべい齧かじっている女がいたでしょ？　あれあたいのママよ、あいつ自分の事あたいって言ってるわよ、聞かなかったの？

　ヨシヤマは下を向いて、リュウ、煙草くれやと言い、投げてやると床に落とした。慌てて拾ってビールで少し濡れたクールをくわえ火をつけながら、ケイに帰ろうや、と静かに言う。

　あんた一人で帰りなよ、あたいいやよ。

　僕はレイ子の口を拭いてやりながらヨシヤマに聞く。お前あしたパーティー来ないのか？

　いいのよリュウ、いいじゃない、こいつ働くそうだから、働けばいいのよ。ヨシヤマが来なくたって何も影響ないでしょ？　あんた早くアパート帰りなさいよ、早く寝なきゃ起きれないわよ。あした横浜でしょ？　早いんでしょ？

　おいヨシヤマ、本当に来ないつもりなのか？

　ヨシヤマは答えずに店の隅に行き、回り放しのプレーヤーにレフト・アローンのレコードを載せようとした。ビリー・ホリデイが幽霊のように写っているレコードジャケットから盤を出している時、ケイがカウンターから降りてきて、ストーンズにしてよ、とヨシヤマの耳許で言った。

　もうやめようやケイ、何も言わんでくれ。

　ヨシヤマは煙草をくわえたままケイを見る。

　バッカみたい、何よそのレコード、またしけたピアノ聞きたがるわねえ、まるで疲れきった老いぼれじゃないのよ、それニグロの浪花節よ。ね、リュウ何とか言ってよ、あなたこれローリングストーンズの一番新しいやつなのよ、まだ聞いたことないんでしょう？　スティッキーフィンガーズっていうんだから。

　ヨシヤマは何も答えずにマル・ウォルドロンをターンテーブルに載せた。

　ケイ、もう遅いしレイ子があまりボリューム上げるなって言ったろ？　ストーンズだと低い音じゃつまんないだろ？

　ケイはシャツの釦をはめ鏡を見て髪を直しながら、あしたどうなってんの？　と聞いた。

　高円寺、改札口で一時ってことにしたんだ。ケイは口紅を塗りながらうなずく。

　ヨシヤマ、きょうアパートには帰らないわよ、シャムのとこ行くから、猫にちゃんとミルクやってよ、冷蔵庫のやつじゃなくて棚にあるほうのミルクよ、間違えないでやってよ。

　ヨシヤマは返事をしない。

　ケイがドアを開けると湿って冷たい外の空気が流れ込んできた。あ、ケイ、そのまましばらく開けといてくれよ。

　レフト・アローンを聞きながらヨシヤマはジンをグラス一杯に注ぐ。僕は床に散ったガラスの破片を拾いレイ子の嘔吐物が染み込んでいる新聞紙の上に集めた。恥ずかしいけど最近はいつもこうなんや、ヨシヤマは天井を見ながらぼんやりと呟く。

　仕事で秋田行く前も同じや、夜も別々に寝るんやで、別に俺何もしてへんのになあ。

　冷蔵庫からコーラを飲む。ヨシヤマは、いらんと手を振ってジンを一気に飲み干した。

「あいつハワイ行きたい言うてたんや、もうだいぶ前やけど親父さんがハワイにいるかも知れんって話があったやろ？　俺、金貯めて行かせてやりたい思てるわけよ、まあ、そのハワイにおる奴が父親かどうかはわからんけどな。

　働いて金貯めよう思ってるけど、もうメチャクチャや、あいつ何考えてんのか全然わからん、いつも毎日この調子や」

　ヨシヤマは言い終わると胸を押さえて立ち上がり、急いで外に出た。下水に嘔吐する音が聞こえる。レイ子は本当に寝てしまった。口で息をしている。カーテンで仕切られた奥の物置きから毛布を出して体にかけてやった。

　ヨシヤマは腹を押しながら戻ってきた。口の回りを袖口で拭っている。ゴム草履の先にも黄色い汚物がついていて、体中から酸っぱい匂いが漂う。レイ子のかすかな寝息が聞こえる。

「ヨシヤマ、あした来いよ、パーティーだぞ」

「ああ、ケイは楽しみにしてるよ、またクロンボとやりたい言うて、俺は別になあ。　きょうレイ子どうしたんや？　荒れてたなあ」

　ヨシヤマの向かいに座る。ジンを一口飲む。

「きのう俺のとこでオキナワと喧嘩したのさ、レイ子のやつまた注射うまくいかなくてさ。

　太ってるから血管出ないだろう、それでまたオキナワがイライラして全部打ったんだ、レイ子の分までみんな打ってしまったのさ」

「全くアホやなあこいつらも、それでリュウもそれ見てたんか？　アホみたいに見てたの？」

「違うよ、俺はお先に打ってグッタリさ、のびてたよベッドで、死ぬかと思ったんだぞ。恐かった、ちょっと量多すぎてさ、恐かったよ」

　ヨシヤマはジンに溶かしてまたニブロールを二錠飲む。

　空腹を感じるが何も食べる気になれない。味噌汁だけでも吸おうかとガス台にあった鍋を見ると、一面に灰色のカビが生え、豆腐がドロドロに腐っていた。

　ミルクのたっぷり入ったコーヒー飲みたいなあ、とヨシヤマが言うので、味噌汁のひどい匂いを我慢してポットに入っていたコーヒーを暖めた。

　ミルクをカップの縁すれすれまで注いで両手でしっかりと持ち、口に運んだヨシヤマは、熱う、と叫んで口先を尖らせ、腹の中のいろいろな汚物を水鉄砲みたいにカウンターの上にボトボト吐き出してしまった。

　ああくそ、酒だけを飲めっちゅうことや。そう言うとグラスに残っていたジンを一息に飲んだ。軽く咳込んだので背中を擦ってやると、お前は優しいなあ、と振り向いて唇を歪めた。ヨシヤマの背中はべとついて冷たく酸っぱい匂いがする。

「あれから富山に帰ったよ、レイ子から聞いたやろ？　リュウのとこ行った後や、おふくろが死んだんや、聞いてたやろ？」

　僕はうなずく。ジンがまたヨシヤマのグラスに一杯になる。甘すぎるコーヒーはザラザラした舌をさらに鈍く刺激する。

「実際死んでみると変な気持ちしたよ、あんなのは初めてや。リュウなんか家族の人みんな元気してる？」

「元気してるよ、俺のこと心配してさ、いろんな手紙が来るよ」

　レフト・アローンの最後の曲が終わった。布を裂くような音でレコードはまだ回っている。

「いや、ケイがな、一緒に連れてけってな、富山に行くって言うわけよ、一人でアパートにいるのいやや言うて。まあそういう気持ちわかるじゃない？　旅館に泊めたんやけど素泊まりで二千円もしたよ、高いなあ」

　ステレオのスイッチを消した。レイ子の足は毛布からはみ出て足の裏が黒く汚れている。

「それで葬式の日にさあ、ケイが電話してきて寂しいからちょっと来てくれ言うんや。行けるわけないって言うと、じゃあ自殺するからねって驚かすからなあ、行ったよ。汚ない六畳の部屋で床の間に置いてある古そうなラジオ聞いてたよ。ここら辺はＦＥＮが入らないのねって、富山で米軍放送が聞けるわけないやないかなあ。おふくろの事をそいでいろいろ聞くわけよ、全くアホみたいなことをさ。変に作り笑いしてさ気色悪かったよ、ホントに。死んだ時、おふくろが死んだ時どないな顔してたかとか、棺桶に入れる時はやっぱり化粧するもんか、とかね。ああ化粧したよって言うと、どこのメーカーでやったの？　マックス？　レブロン？　カネボウ？　そんなこと俺知るわけないやろ？　シクシク泣き出しやがって、寂しかったの、なんて泣き出しやがってさあ」

「でもなあ、俺はケイの気持ちも解るような気がするよ、そういう日に旅館で待つっていうのはなあ、寂しいっていうのが解るよ」

　コーヒーの底に砂糖が沈んでいて、僕は思わずそれを飲んでしまった。口中に膜を張ったように砂糖がこびりつき吐きそうになる。

「いや俺も解るよ。解るけどお前、実際に自分のおふくろの死んだ日やで。ブツブツ何か泣きながら、その後、押し入れから布団出して裸になるんやからなあ。俺、死顔のおふくろにさよならしたばかりなのに、裸のあいのこに抱きつかれて見ろよ。ちょっとなあ、リュウ、解るやろ？　抱いても良かったんやけど、ちょっとなあ、ちょっとなあ」

「何もしなかったんだろう？」

「するわけないやないか。ケイ、シクシク泣いてさ、何や俺自分で恥ずかしくなってさ、ほらテレビでやるドラマあるやろ？　ＴＢＳかどっかでやるドラマ。何やそういうドラマ演ってるような気になってな、隣の部屋に聞こえるんやないかって心配やったんや、恥ずかしかったよすごく。あの時ケイ、何思てたんやろな、やっぱりあれ以来やなあ」

　レイ子の寝息だけが聞こえる。呼吸に合わせて埃を吸った毛布が上下に揺れる。時々酔っ払いが開き放しの入り口から中を覗いていく。

「やっぱりあれ以来や、おかしくなったんは。いや、喧嘩は前からしょっちゅうしてたんやで。でも何かさあ、こう前とは雰囲気が違うてるわけよ。何かなあ、何かなあ違うんやなあ。

　ハワイに行く話も前からあってずっと二人で計画してたのになあ、きょうもああやろ？

　お前、おめこもひどいもんや、あれよりトルコ行った方がまだましや」

「おかあさんだけどさあ、病気だったの？」

「病気って言えば病気やけど、体がなボロボロよ。疲れが目一杯溜まって、あれ昔より全然小さくなってたな、死んだ時は。まあ可哀そうなおふくろやったな、他人事みたいやけど本当に可哀そうかったよ。

　知ってるか？　富山の薬売り、あれの行商やってたんや。俺小さい頃一緒によく附いて回ったよ、あの冷蔵庫くらいの荷物背負って朝からずっと歩いて回るわけよ。全国におとくいさんがいてな、お前知ってるか？　おまけの紙風船、息吹いて脹ふくらませるやつや、知ってるやろ？　あれで俺なんかよく遊んだよ。

　今考えると不思議でしょうがないなあ。よくあんなで一日中遊べたもんやなあ。今やると退屈やろなあ、でもあの頃もあれで退屈はしてたんやできっと、面白いなんて思い出ないもんなあ。ある旅館でおふくろ待ってた時さあ、部屋の電球が切れてるわけよ、日が沈んで暗くなって気付いたわけやな。宿の人に言えないじゃない、まだ俺小学校にも行ってないのに、恐かったよ。部屋の隅に行って道の方から灯が少しもれてくるのを見てたけどあれは忘れんな。恐かったなあ、狭い道でさ、魚臭い町やったなあ。あれ、どこら辺なんやろ、町全体が魚臭かったな、どこやろかなあ」

　遠くを走る車の音がする。レイ子は時々口ごもる。ヨシヤマはまた外に出ていく。僕も続き二人並んで溝の中に吐いた。壁に左手をつき、右手の指を喉の奥へ突っ込むと、すぐに腹の筋肉が痙攣して生暖い液体が出てくる。胸や腹が波を打つたびに、喉と口に酸っぱい塊が溜まり、舌で押すと、歯茎を痺れさせて水の中にボトボト落ちていく。

　店に戻る途中でヨシヤマがこう言った。

「なあ、リュウ、こうやって吐いてさ、体の中はもうでたらめでフラフラで立ってるのもやっとやろ？　そう目もよう見えんよ。そういう時に限って女が欲しくなるわけよ。女がいてもさ、立たんし、もう股ひらくのも面倒臭いんやけどどうやっても女が欲しいわけよ。もうチンコとか頭じゃなくて、体のずうっと奥がムズムズしてくるんやけど、お前どう？　わかるやろ、言ってることは」

「ああ、殺したくなるんだろ？　抱くよりさ」

「そうそうそれそれ、首をこうぐっとしめてな、バッと裸にして、棒かなんか尻に突っ込んでさ、こう銀座なんか歩いてるような女な」

　店に入るとレイ子がトイレから出てくるところで、あらあいらっしゃい、と寝ぼけた声をあげた。パンタロンの前をはだけて腰にパンティが食い込んでいる。

　倒れそうになるのを走って近づき、支えた。

　リュウ、ありがと、静かになったわね。ねえ、お水ちょうだい。喉がべとついて、お水。首を垂れてそう言う。氷を砕いている時、またソファに横になったレイ子をヨシヤマは裸にしていた。







　ニコマートのレンズに暗い空と太陽が小さく映っている。顔を映してみようと後にさがっていると、やって来たケイにぶつかった。

　リュウ、あんた何やってるの？

　何だお前か、一番遅いよ遅刻しちゃだめだよ。

　バスの中に痰吐いたおじいちゃんにさあ、運転手が文句言うんだもん、わざわざバス止めてよ。二人共真赤な顔して口喧嘩してこの暑いのに、みんなどこ？

　眠そうな顔で道端に座り込んでいるヨシヤマに、あらヨシヤマ、きょうは横浜に行くんじゃなかったの？　ケイが笑ってそう言う。

　レイ子とモコがやっと駅前の洋服屋から出てきた。歩いている人達がみんなレイ子を振り返って見る。レイ子は買ったばかりのインドドレスを着ている。赤いシルクの布地に小さくて丸い鏡がびっしり埋められた、踝くるぶしまでもあるインドのドレス。

　またすごい服買ったもんだなあ、カズオが笑いながらニコマートを向ける。

　ケイが僕に耳打ちする。ツンとくる香水の匂い。ねえ、リュウ、レイ子わかんないのかしら、あんなに太っててあんなドレス買ってさあ。

　いいじゃないか、きっと気分を変えたいんだろ、すぐ飽きるはずだから。ケイ貰っちゃえよ、お前なら似合うよきっと。

　レイ子があたりを見回しながら小さい声でみんなに言う。

　レイ子びっくりしたわよ。モコったら店員の見てる前でやるんだもん、それも一度にごっそりよ、バッグに詰めちゃって。

　何だモコ、また万引きしたのか？　ラリってんだろ？　いいかげんにしないとやられるぞ。

　バスの排気ガスに顔をしかめてヨシヤマがそう言う。モコは僕の目の前に腕を突き出す。

　いい匂いするでしょ？　ディオールよ。

　ディオールもいいけど、あまり派手な万引きするなよ、みんなが困るんだからな。

　ヨシヤマとカズオがハンバーグを買いに行ってる間に三人の女達は化粧品を貸したり借りたりして、改札口の手摺りに寄りかかり、顔にベタベタ塗りつける。唇を尖らせてコンパクトの鏡を覗き込む。行き来する人々が不思議そうな顔をして彼女達を見ていく。

　年配の駅員が笑いながらレイ子に言う。

　ねえさんすごい服着てるね、どこ行くの？

　レイ子は真剣な表情で眉を描きながら、切符に鋏を入れる駅員に答えた。

「今からねパーティーなのよ、パーティー」







　オスカーの部屋では中央に拳程もあるハシシが香炉で焚かれ、立ち込める煙は呼吸のたびに否応なく胸に入ってくる。三十秒もたたないうちに完全に酪酎する。からだ中の毛穴から内臓がドロドロと這い出し、他人の汗やら吐く息が入り込んでくるような錯覚に陥いる。

　特に下半身は重い沼につかったように爛ただれ、口は誰かの器官をくわえたくて、体液を飲み込みたくてムズムズしている。皿に盛られた果物を食ベワインを飲むうちに、部屋全体が熱に冒され始めて、自分の皮膚を引き剥がして欲しいと思う。ツルツルした油にまみれている黒人達の肉体を体内に入れて揺すりたいと感じている。チェリーの載ったチーズパイ、黒い手の平を転がる葡萄、茹ゆでられて湯気をたてピクンと跳ねる蟹の足、薄紫色に澄みきったアメリカ製の甘いワイン、疣いぼが全体を被った死人の指に見えるピクルス、女の唇と舌のように重なり合っているパンとベーコン、サラダに垂らされるピンク色のマヨネーズソース。

　ボブの巨大なペニスをケイは喉の奥までくわえ込んだ。

　誰のが一番でかいか比べるわ、

　犬のように絨毯を這い転がって一人一人くわえて回る。

　サブローと呼ばれる日本人との混血児のが最大とわかって、ベルモットの空瓶にあったコスモスを記念に尿道に刺し込む。

　リュウ、あんたの二倍はあったわよ。

　サブローは上を向いてインディアンのように叫び、ケイは刺したコスモスをまた歯に挟んで抜き取り、スペインのダンサーみたいにテーブルに上がって尻を振る。青のストロボが天井で点滅し回転している。音楽はルイス・ボンファのゆったりとしたサンバ、ケイは濡れたコスモスに欲情して激しく体を震わせる。

　誰かあたいをやってよ、早くやってよ。そう英語で叫んだケイに、黒い腕が何本も伸びてソファに引き倒しスリップを破り、小さくなった黒い半透明の布はクルクル舞って落ちてくる。ねえ蝶々みたいねえ。その一枚を取って、レイ子はそう言い、ダーハムのペニスにバターを塗り付けている。ボブがケイの股に叫び声をあげて手を突っ込んでから、部屋は悲鳴とかん高い笑い声に包まれた。

　部屋のあちこちでからだをくねらせる三人の日本人の女を見ながら、僕はペパミントワインを飲み、蜂蜜を塗ったクラッカーを食べる。

　黒人達のペニスは長く、そのために細く見える。最大限に勃起した時でもレイ子が曲げるとかなりしなる。ダーハムが足を震わせて突然射精して、レイ子は顔中粘液で濡れそれを見た全員が笑う。レイ子も笑って目をしばたたかせ、顔を拭く紙を捜しているうちに、軽々とサブローから抱き上げられる。小さい子供に小便をさせる時みたいに太股を開かせて抱え自分の腹に乗せる。大きな左手でレイ子の首を、右手で両足首を重ねて持ち、体重が全部性器にかかるようにする。レイ子は痛いと叫び、手をバタバタさせてサブローから離れようとするが届かない。しだいに顔色が青くなっていく。

　サブローは、ペニスに擦りつけるように足を折り曲げたり、開いて伸ばしたりしながら、自分はソファにもたれてほとんど仰向けになり、レイ子の体を尻を支点にして回転させ始めた。

　最初の一回転でレイ子は全身を痙攣させて恐怖を訴えた。目をいっぱいに開き手を耳にあて、恐怖映画の主人公のような悲鳴をあげる。

　サブローはアフリカ原住民が戦う時に叫ぶ声で笑って、顔を歪め胸を掻きむしるレイ子に、もっと泣けよと日本語で言って、からだを回す速度を速める。モコの乳房を吸っていたオスカーも、萎えたペニスに冷たいタオルをおいたダーハムも、まだ裸になっていないジャクソンも、ケイに乗っていたボブも、みんなくるくる回るレイ子を見ている。ボブとダーハムが、神様こりゃあすごいや、と言ってレイ子を回すのを手伝う。ボブが足を、ダーハムが頭を持って、尻を強くサブローの方に押しつけながら、さっきよりうんと速くレイ子を回す。サブローは白い歯を剥き出して笑いながら両手を頭の下に組み、からだを反そらして、ペニスをさらに突き出すようにする。レイ子は火がついたように大声で泣き始める。自分の指を噛み髪を掴んで引っ張り、涙は頬を伝う前に遠心力で宙に飛んでいく。僕達の笑いも高まる。ケイはベーコンをひらひらさせてワインを飲み、モコは硬い毛の生えたオスカーの巨大な尻に赤い爪を食い込ませている。足の指が反って捩曲がりブルブル震える。レイ子の性器は強くこすりつけられるために赤く拡がって光る粘液が溜まっている。サブローは大きく息をついて回す速度を緩め、ルイス・ボンファのうたう黒いオルフェに合わせる。僕はレコードのボリュームを下げ一緒にうたう。足の指をケイが舐めている、ずっと笑い放しで絨毯に腹這いになって。レイ子はダーハムの精液が乾きかけた顔で泣き続ける。指には血の滲んだ歯形がつき時々腹の底からライオンみたいな声を出す、ああもう俺は出すぜ、この女どけてくれ、サブローが日本語で言い、レイ子を横に突きとばす。どきやがれ、この豚野郎め、レイ子はサブローの足を抱きしめるように前にのめる。真上に噴きあげ落ちてきた液体はレイ子の背中や尻で流れずに溜まる。レイ子がビクンと腹を震わせ小便をもらして、乳首に蜂蜜を塗りたくってケイが慌てて新聞紙を尻の下に押し込む。まあみっともない、ケイはそう言ってレイ子の尻を叩きかん高く笑う。体をくねらせて部屋の中を歩き回り、気が向いた相手の指やペニスや舌をからだに入れて。

　僕はここは一体どこなのだろうとずっと考えている。テーブルの上にばら撒かれた葡萄を口に入れる。舌でクルリと皮を剥いて皿に種を吐くと手が誰かの女性器に触れて、見るとケイが跨またがって笑いかける。ジャクソンがぼんやりと立ち上がって制服を脱ぐ。吸っていた薄荷はっか入りの細い煙草を揉み消してオスカーの上で揺らされているモコに向かう。茶色の小瓶からムッと匂う香水をポタポタモコの尻に垂らし、おいリュウ、俺のシャツから白いチューブ取ってくれよ、そう叫ぶ。モコは手をオスカーに固定されフルコートを塗り込められて悲鳴をあげる、冷たいいやあよ。ジャクソンはモコの尻を掴んで上を向かせ、自分の先端にもべっとりとフルコートを付けてやり始める。モコは背中を丸めてひどい声をあげ、そっちを見たケイがあらおもしろそうと近づいて、泣いて尻を突き出すモコの髪を掴んで顔を覗き込み、あとでメンソレータム塗ってあげるわよ、モコ、とオスカーに舌を絡ませながらまた大声で笑う。僕はポケットカメラで歪んだモコの顔をアップにして写す。ラストスパートの陸上選手のように鼻がヒクヒクと動いている。レイ子はやっと目をあけた。ベトベトするからだに気付いたのかシャワー室の方へ向かう。口を開き目は虚うつろで何度も足をもつれさせて転ぶ。抱き起こしてやろうと肩に手をかけた僕を見て、あ、リュウ助けてよ、と顔を近づける。レイ子の体からは変な匂いがして、僕はトイレへ駆け込んで吐いた。タイルに座ってシャワーを浴びているレイ子はどこを見ているのかわからない赤い目をしている。

　レイ子、バカ、あんた溺れて死ぬよ。ケイがシャワーを止め、レイ子の股に手を入れてレイ子が怯えてとび上がるのを見てキャッキャッ笑う。あ、ケイなのね、レイ子はケイに抱きついて唇を合わせる。ケイがトイレに座り込んだ僕に手招きをする。ねえ冷たくて気持ちいいわよ、リュウ。体の表面が冷えていき内部はさらに熱を帯びたような気がする。あんたの可愛いわあ、ケイが口に含みレイ子は濡れた僕の髪を引っ張って赤ん坊が乳首を欲しがるように舌を捜しあて強く吸う。ケイが壁に手をついて尻を突き出し、シャワーで粘液を失った乾いた穴に僕を埋める。ボブが手の先から汗を滴らせてシャワー室に入ってくる、女が足りないよ、リュウ、一人で二人も使うなこの野郎。

　僕の頬を軽く叩いて濡れたままの僕達を強引に部屋へ連れ戻し床に押し倒す。ケイの体にきつく入ったままのペニスが倒れた時曲がって僕は呻いた。レイ子がラグビーのパスみたいにベッドに投げ上げられ、ボブがその上に跳び乗る。レイ子は意味のわからない事を言って抵抗するが、サブローに手足を押さえつけられ口の中にパイの塊を詰め込まれて喉を震わせ息を詰まらせる。レコードはオシビサに変わっていてモコは顔をひきつらせ尻を拭いている。紙には薄い血が付いて、それをジャクソンに見せ、ひどいわ、と呟く。ねえレイ子、そのチーズパイおいしいでしょ？　ケイがテーブルに腹這いになったまま聞く。ねえ、お腹で何か暴れてるみたいなのよ、生きた魚かなんか呑み込んじゃってさあ。そう言うレイ子の写真を撮ろうとベッドに上がった僕をボブが歯を剥き出して突き落とす。僕は床に転がってモコにぶつかった。リュウ、あの人いやよ、切れたのよ。あの人ホモなんでしょ？　モコはオスカーの上にいる、オスカーはチキンを齧りながらモコを揺する。モコはまた泣き始める。

　モコ、大丈夫か？　痛いことないか？　もう何が何だかわからないのよ、リュウ、わからないの。

　オシビサに合わせてモコが揺れる。ケイはジャクソンの膝の上に座りワインを飲みながら何か話している。ジャクソンはベーコンをケイの体に擦り付けバニラエッセンスを振りかける。しゃがれた声で誰かがおおベイビイと叫ぶ。赤い絨毯にはいろいろな物が落ちている。下着や煙草の灰、パンやレタスやトマトの屑、さまざまな色の毛、血の付いた紙、タンブラーや瓶、葡萄の皮、マッチ、ゴミにまみれたチェリー、モコがよろけながら起き上がる。尻に手をやって、ああお腹ペコペコよ、とテーブルまで歩く。ジャクソンがかがみ込んでバンドエイドを貼ってやり、キスする。

　テーブルに顔をくっつけて餓死寸前の子供みたいに蟹にかじりつく。モコは息を弾ませて蟹の殻を割る。その目の前に誰のかわからない黒いペニスが差し出され、モコはそれもいちいち口に含む。舌で撫でるように押しやりまた蟹に向かう。赤い殻を音をたてて歯で砕き白い身を手で取り出す。皿に溜まったピンクのマヨネーズにたっぷりと浸して、ポトポト胸にこぼしながら舌の上に乗せる。蟹の匂いが部屋の中を流れる。レイ子がベッドの上でまだ叫んでいる。ダーハムがモコを後ろから突き上げる。尻を浮かせて蟹を持ったまま顔を歪め、ワインを飲もうとして体を揺すられ鼻に入れてしまった涙を出してむせぶ。それを見たケイが大笑いする。ジェイムズ・ブラウンが歌いだした。レイ子が這ってテーブルにたどり着き、ペパミントワインを一息に飲み干して、おいしい、と大声をあげた。







「ジャクソンとはあまり親しくするなって何度も言ってるじゃないの、あの人ＭＰから睨まれてるのよ、いつか捕まるわ」

　若い男がうたっていたテレビを消してリリーが言った。

　もう終わりにしようぜ、そう言ったオスカーがベランダを開けて傷口に染みるように入ってきた冷たい風、僕はあの心臓が凍りつくような新鮮な風を思い出している。

　ボブの恋人でタミという女が、みんなまだ裸でぐったりしてる時に入ってきて、ボブに殴りかかり止めようとしたケイと大喧嘩になってしまった。タミのおにいさんは有名なやくざで、タミはその事務所へ駆け込もうとしたので、仕方なく友達だと聞いたリリーに説得してもらうためここに連れて来た。ついさっきまでタミがそこのソファに座って殺してやる、とわめいていた。ケイの爪で脇腹を引っ掻かれて。

「横田のこと知らないチンピラ連れて来るなっていつも言ってるでしょう？　私いなかったらどうするつもりだったの？　リュウもただじゃ済まないのよ、タミのにいさん恐いのよ」

　レモンを浮かせたコーラを一口飲んで僕に渡す。髪を梳かして黒いネグリジェに着替える。イライラした様子で歯を磨き、歯ブラシを口に含んだまま台所でヒロポンを打った。

「ああごめんよ、リリー、機嫌直してくれよ」

「もういいわよ、どうせあしたもやるくせに。それより、うちのウェイターがね、横須賀の子なんだけどメスカリン買わないかって。リュウ、どうする？　やりたいでしょ？」

「いくらだよ、カプセル？」

「それが知らないのよ、五ドルだって言ってたけど、買っとこうか？」

　リリーは陰毛まで髪と同じ色に染めていた。ここの毛を染める薬は日本にはないのよ、私取り寄せたんだものデンマークから。

　目に被かぶさった自分の髪の毛の隙間から天井の電球が見える。

「ねえ、リュウの夢見たわよ」

　左手で僕の首を巻いて話しかける。

「公園で俺が馬に乗ってるってやつだろう？　それ前に聞いたよ」

　生えかけているリリーの眉毛を舌でなぞる。

「違う、また新しいやつよ、公園の続き。私達がね、海に行くの、きれいな海岸にね。とても広い砂浜なのにリュウと私しかいないのよ。

　二人で泳いだり砂で遊んだりするんだけど海の向こうに町が見えるのよ、遠くの町だからよくは見えないはずなのに住んでいる人の顔まで見えちゃってやっぱり夢ね。最初お祭やってるのその町で、何か外国の祭よ。でもさ、しばらくして戦争が始まっちゃうのよ、その町でボカンボカンって大砲が鳴ってね。本当の戦争、遠くの町なのに兵隊や戦車が見えるの。

　砂浜で二人してそれ見てるのよ、リュウと私が、ぼんやりと。ああ、あれは戦争だななんてリュウが言ってさ、私もそうねなんて言って」

「変な夢見るんだなあ、リリーは」

　ベッドは湿っている。枕から羽がとびだしていて首筋を刺す。一本引き抜いて僕はその小さな羽でリリーの太股を撫でていった。







　部屋は薄暗い。台所の方からぼんやりと光が差し込んでいる。リリーはマニキュアを落とした小さな手を僕の胸に置いてまだ眠っている。冷たい息が腋にかかる。天井に吊るしてある楕円形の鏡には裸の僕達が映っている。

　きのうの夜、セックスの後、リリーは白い喉を鳴らしてまた注射を打った。

　どうしても量が多くなってしまうわ、そろそろまた減らしていかなきゃ中毒になるわね。

　残りの量を確かめてそう言った。

　リリーが僕の上でからだを震わせている時、リリーの話してくれた夢のこともあって、僕はある女の顔を思い出した。リリーの細い腰がグルグル回るのを見ながら。

　陽が沈もうとする広い農場で、囲んである鉄条網のすぐ脇に穴を掘っている痩せた女の顔。若い兵士に銃剣を突きつけられて葡萄が一杯詰まった桶の側で、下を向いたままスコップを土に突き刺す女の顔。髪が顔にかかり手の甲で汗を拭う女の顔。喘いでいるリリーを見ていてそんな女の顔が浮かんできた。

　湿った空気が台所の方から流れてくる。

　雨が降っているのだろうか。窓から見える外の景色は乳色に煙っている。玄関のドアが少し開いているのに気付いた。きのうは二人共酔っていたので閉め忘れて寝てしまったのかも知れない。ハイヒールの片方が台所の床に転がっている。尖っている踵は横に突き出て、足先を包む硬い革の曲線は女の一部分のように滑らかだ。

　ここから見える外に通じるドアの狭い隙間に、リリーの黄色いフォルクスワーゲンが停まっている。車体に鳥肌のような雨粒がつき、重くなった水玉が冬の虫みたいにゆっくりと下へ垂れていく。

　人が影のように通り過ぎる。自転車を押した青い制服の郵便配達夫が、鞄を下げた数人の小学生が、グレートデンを連れた背の高いアメリカ人が、狭い隙間を通り過ぎる。

　リリーは大きく息を吸うとからだを反転させた。低く呻いて体にかけていた軽い毛布を床に落とす。背中に長い髪の毛がＳ字形に貼り付いている。腰の窪みに汗が溜まっている。

　床にリリーのきのうの下着が落ちている。まるで絨毯にできた小さな焦げ跡か染みのように、小さく丸められて遠くにある。

　日本人の婦人が黒い鞄を下げてすでに開いていたドアから中を見回した。会社のマークを入れた帽子を被っている。紺の上着の肩口が濡れてガスか電気の検針だと思う。目が慣れてこの部屋の僕に気付き、何か言おうとしたが思い直したようにまた外に出た。もう一度裸で煙草を吸っている僕を見て、首をかしげながら右の方へ行ってしまった。

　また少し広くなった隙間、手を拡げて話しながら小学生の女の子が二人通る、赤いゴム長靴。制服を着た黒人兵が、ガードをかわしてシュートするバスケット選手そっくりの動作で、泥濘ぬかるみを避けとび跳ねながら走っていく。

　リリーの車のさらに向こう側に黒い壁の小さな家がある。ペンキはところどころ剥げ落ちて、Ｕ─37とオレンジ色で表示されている。

　その黒い壁の部分で、細い雨は、はっきりと降っているのがわかる。その屋根の上に灰色の絵具を何度も重ね塗りしたような重そうな雲に被われた空がある。あの限られた長方形の視界の中で、その空の部分が最も明るい。

　厚い雲は熱を孕はらんでいる。空気を湿らせ、僕とリリーに汗を掻かせる。そのためにべとつく皺の寄ったシーツ。

　狭い空を黒くて細い線が斜めに走っている。

　恐らく電線か木の枝だろうと思ったが雨が強くなってすぐに見えなくなった。道を歩いていた人達が慌てて傘をさし走り始める。泥濘るんでいた道には見る間に水溜まりができ、波紋を次々に作りながら広がっていく。白い大きな車が雨を弾きながら道路すれすれにゆっくりと進んでいる。中には外人の女が二人、一人はルームミラーで髪に被せたネットの位置を直し、運転する女はフロントガラスに鼻をくっつけるようにして前方を注意していた。

　二人共粉をふく程乾いた肌にべっとりと化粧をしていた。

　女の子がアイスクリームを舐めながら通り過ぎまた戻って来て中を覗き込んだ。金色の柔かそうな髪が頭にぴったり貼り付いて、台所の椅子にかかったリリーのバスタオルを取って体を拭き始める。アイスクリームのついた指を舐めていてくしゃみをした。そして顔を上げた時、彼女は僕に気付いた。毛布を拾ってからだにかけ、僕は手を振った。女の子は微笑み外を指差す。僕は指を口にあてて静かにしろよ、と示した。リリーを見て頭を傾け、手の平を下にあてがって寝てるんだよ、と教える。だから静かに、ともう一度指を口にあてて笑いかけた。女の子はアイスクリームを持った手を外に向けて何か言いたげだ。僕は手の平を上に向け、上を見て雨に気付く時の仕種しぐさをした。女の子は濡れている髪を振ってうなずく。そして外にとびだして行き、ずぶ濡れになって戻ってきた。雫が垂れているリリーの物らしいブラジャーを持って。

「リリーほら雨だよ、洗濯物干してるのか？　起きろよ、リリー、雨が降ってるんだよ」

　目を擦りながら起き上がったリリーは、前を毛布で隠して女の子を見、あらシャーリーどうしたの？　と言った。

　女の子は持っていたブラジャーを投げて、「レイニイ」と大声で叫び僕と目を合わせ笑った。







　肛門に貼りつけられたバンドエイドをそっと剥いでもモコは目を覚まさなかった。

　レイ子は台所の床にくるまって転がり、ベッドの上にケイとヨシヤマ、カズオはニコマートをしっかり握ったままステレオの側で、モコは絨毯に枕を抱えて俯うつぶせに寝ている。剥がしたバンドエイドにはうっすらと血がついて、ゴムのチューブのようなモコの引き攣れは、呼吸に合わせて開いたり閉じたりする。

　背中はべっとりと汗で濡れていて、その匂いは性器から出る粘液の匂いと同じだった。

　モコはつけまつげが片方だけ残っている目をあけて笑いかけた。僕が尻に手を差し込むと体を半転させて呻く。

　お前雨で良かったな、雨は傷にいいんだよ、雨だからあんまり痛くないだろう。

　モコの股はヌルヌルしている。柔かい紙で拭いてやり、指を入れると裸の尻が浮いた。

　ケイが目を覚まし、あんた、きのうのパン助のとこに泊まったの？　と聞いてくる。

　バカ、お前パン助なんて言うなよ、そんな女じゃないんだぞ。回りを飛んでいた小虫を潰して僕は言う。

　まあどうでもいいけど、リュウ、病気に注意しなきゃだめよ、ジャクソン言ってたけどここら辺のやつはすごいってよ、ボロボロに腐っちゃうんだってよ。ケイはパンティだけ穿き、コーヒーを入れ、モコが、ねえ煙草ちょうだいよ、薄荷入りのサレム、と手を伸ばす。

　モコ、これセーラムって言うんだ、サレムじゃないよ、カズオが起き上がってモコに教える。

　ヨシヤマが目を擦りながら台所のケイに、俺ミルクなしやからなあ、と大声をあげ、モコの尻に指を入れたままの僕に向かって、

「きのうお前らが上でデタラメやってる時、俺ストレートフラッシュだしたよ。バカ本当や、ハートのストレートフラッシュ、なあカズオ、お前証人やからな」

　そう言った。

　カズオはそれに答えず、ストロボがどっかいっちゃったんだよ、誰か隠したりしてない？　と眠そうな声で言った。







　ジャクソンはまたいつかのように僕に化粧するよう言った。あの時俺はフェイ・ダナウェイが遊びに来たのかって思ったぞ、リュウ。

　サブローがプロのストリッパーからもらったという銀色のネグリジェを着る。

　オスカーの部屋に集まる前に、全然知らない黒人がやって来て何かわからないカプセルを百錠近く置いていった。ジャクソンにＭＰか厚生省のＧメンじゃないかなと聞いたが、首を振って笑いながら、そりゃ、グリーンアイズだ、と答えた。

　緑色の目してただろう？　誰も本当の名前は知らないんだ、昔高校の先生やってたって聞いたけど本当かどうかそれもわからん。グリーンアイズは狂ってるんだ、どこに住んでるのか家族もいるのかどうか、ただあいつは俺達よりずっと古いな、ずっと前から日本にいるらしいな。チャリ・ミンガスに似てただろう？　リュウの噂を聞いて来たんだろうよ、何かお前に言ったのか？

　その黒人はとても怯えた顔をしていた。これだけやるよあんたに、そう言って部屋をキョロキョロ見回し逃げるように帰っていった。

　裸のモコを見ても顔色を変えずに、ちょっと遊んでいけばとケイが誘っても唇を震わせただけで何も言わなかった。

　いつか君にも黒い鳥が見えるさ、まだ見てないんだろう、君は、黒い鳥を見れるよ、そういう目をしてる、俺と同じさ、そう言って僕の手を握った。

　オスカーが、カプセルは絶対飲むなよ、いつかグリーンアイズは下剤配ったからなあ、そう言って捨てるよう教えた。

　ジャクソンが戦場用の注射器を消毒する。俺は衛生兵だからな注射のプロさ。僕はまず最初にヘロインを打たれた。

　リュウ、踊れよ、ジャクソンが尻を叩く。

　立ち上がり鏡を見ると、モコの入念で完璧な化粧のテクニックで別人になった僕が映っていた。煙草と薔薇の造花をサブローが渡して、ミュージックは何にする？　と聞き僕がシューベルトにしてくれと言うとみんなが笑った。

　目の前を甘い匂いの霧が流れ頭が重く痺れる。手や足をゆっくりと動かすと、関節に油を差したように、そのヌルヌルした油が全身に回るように感じる。呼吸するたびに自分のことを忘れていく。からだからいろいろなものがどんどん出ていき、自分は人形だと思う。部屋は甘い空気に充ちて煙草が肺を掻きむしる。

　自分は人形なのだという感じがますます強くなる。あいつらの思うままに動けばいい、俺は最高に幸福な奴隷だ。ボブがエロティックだと呟き、ジャクソンが静かにしろと言う。オスカーは灯りを全部消してオレンジのスポットを僕に向ける。時々顔が歪んで恐怖の表情になる。目を大きく開き体を震わせる。叫んだり、低く喘いだり、ジャムを指で舐めワインを啜すすり髪をかきあげ笑いかけ、また目を吊り上げて呪いの言葉を吐いたりする。

　ジム・モリソンの詩を叫ぶ。

「音楽が終わった時、音楽が終わった時、灯りをみんな消すんだ、兄弟は海の底で生き、俺の妹は殺された、まるで魚を陸に上げてその腹を裂くように俺の妹は殺された、音楽が終わった時みんな灯りを消すんだ、灯りを消すんだ」

　ジュネの小説に出てくる優しい男達のように、唾液を口の中でぐるぐる回し白く濁らせ水飴のようにして舌に乗せ、足を擦り胸を掻きむしる。腰と足先がべとべとする。鳥肌が突然の風のように全身を包み体中の力が抜ける。

　膝を折ってオスカーの隣に座っていた黒人女の頬を撫でる。汗を掻いた黒人女の銀色に塗られた長い足の爪。

　サブローが連れてきたブクブクに太った白人の女が欲情し濡れた目で僕を見ている。レイ子はジャクソンから手の甲にヘロインを打たれ痛いのか顔を引き攣らせている。黒人女は何かですでに酔って、僕の腋を支えて立たせ、自分も立ち上がって踊り始める。ダーハムがまた香炉にハシシを投げ込む。紫色の煙があがりケイがしゃがみ込んでそれを吸う。黒人女の匂いは汗と一緒に僕にくっつき、それを嗅ぐと倒れそうになる。内臓が発酵してしまったような強烈な匂いだ。僕より背が高く腰は張り出ているが手足はとても細い。歯だけはいやに白く笑いながら裸になっていく。白っぽい乳房は尖っていて体を震わせても余り揺れない。僕の顔を両手で挟み込み舌を差しいれてくる。腰をこすりつけてネグリジェのホックを外し、汗を掻いた手で腹をなぞる。ザラザラした舌が歯茎を舐め回す。黒人女の匂いは完全に僕を包み吐きそうになる。

　露出させた僕のペニスを這ってきたケイが握り、しゃあんとしな、リュウ、しゃんと、と声をかける。口の端からドロリとした固まりが顎までいっきに流れ出て僕は目が見えなくなった。

　全身を汗で光らせている黒人女が裸の僕を舐め回している。僕の目を覗き込み、ベーコンの匂いの舌で太股の肉を吸い上げる。目は真赤で潤み、大きな口でずっと笑い続けている。

　僕のすぐ横では、ベッドの縁に手をついたモコがサブローに突き上げられて尻を振る。他の全員も床に低く這い、動いたり震えたりして声をもらしている。僕はひどくゆっくり打つ心臓に気付く。その鼓動に合わせるように黒人女が握るペニスもヒクヒク動く。まるで心臓とペニスだけがべっとりくっついて活動し、他の器官は熔けてしまったかのようだ。

　黒人女は僕の上に座り込んだ。同時にものすごい速さで尻を回し始める。顔を真上に向けてターザンそっくりの声をだし、オリンピックの映画で見た黒人のヤリ投げ選手みたいに荒い息をして、灰色の足の裏でマットレスに反動をつけ、僕の尻の下に長い手を差し入れ、きつく抱きかかえながら。引きちぎられるような痛みを感じて僕は叫び声を上げる。体を離そうとするが黒人女のからだはグリスを塗った鋼鉄のようにヌルヌルして硬い。痛みにかぶさるように体の中心をきり揉みされるような快感が下半身に起こる。渦を巻いて頭まで昇り詰める。足の指が焼ける程熱い。肩がブルブル震え始め、大声を出しそうになる。ジャマイカの原住民が好む血と油で煮つめたスープのようなものが喉の奥に詰まっていて、それを吐き出したいと思う。黒人女は大きく息をついてペニスに触れ深く達しているのを確かめて笑い、とても長くて黒い煙草を一服吸う。

　その香水を染ませた黒い煙草を僕にくわえさせて、意味のわからない早口で何か聞き、うなずくと顔を寄せて唾液を吸い、また尻を回し始める。女の股からヌルヌルした液体が出てきて僕の太股と腹が濡れる。回転のスピードがだんだん速くなる。声をだして調子をあげていく。しっかりと目を閉じ頭を空にして足先に力を入れると、巡る血液と一緒に鋭い快感が全身を駆け、こめかみに溜まっていく。一度からだに起こりこびりついた快感はどこにも出ていかない。火花に触れて火傷する皮膚と同じにこめかみの裏側の頭蓋に貼りつく薄い肉の層が音をたててただれる。そのただれに気付き感覚をそこに集中すると、体中が全て巨大なペニスになったような錯覚に陥いる。女の中に入り込み、全身で暴れて女を歓ばせる小人になったみたいだ。黒人女の肩を掴もうとする。女は尻を回す速度を緩めずに身を屈め、僕の乳首を血が出るまで噛んだ。

　ジャクソンが歌いながら僕の顔に跨がる、ヘイベイビイと平手で頬を軽く叩きながら。ジャクソンの肛門は巨大で捲めくれ上がりまるで苺いちごのようだと思う。ジャクソンの厚い胸から落ちる汗が顔にかかりその匂いは黒人女の尻からの刺激をより強める。おい、リュウ、お前は全く人形だな、俺達の黄色い人形さ、ネジを止めて殺してやってもいいんだぜ。

　歌うようにそうジャクソンが言うと、耳を塞ふさぎたくなるような大声で黒人女が笑う。壊れたラジオのような大声で笑う。尻を回すのを止めずに笑い続け、唾液がポトポト僕の腹に落ちる。ジャクソンと女は舌を吸い合う。女の中で死にかけた魚のようにペニスが跳ね回る。からだは女からの熱で粉をふく程乾燥していく。乾ききった口の中にジャクソンが熱いペニスを差し込んできた。焼けた石のように舌をただれさせる。舌に擦りつけて回しながら、女と一緒に呪文のような言葉をしゃべりだす。英語ではなく意味はわからない。まるでコンガが打ち出すリズムのような読経だ。黒人女は僕のペニスが痙攣し射精しそうになると尻を浮かせ、僕の尻の下に手を差し入れて肛門をつねり指を強く押し込んできた。僕が涙を溜めているのに気付くと、さらに深く入れて指を回した。女の両股に白い刺青がある。笑いかけているキリストの像が下手くそに彫られてある。

　脈を打って震えている僕のペニスを握りしめて、唇が僕の腹に触れる程深く含んだ。舌で押さえつけて舐め回し、噛み、ザラザラしたちょうど猫のように尖った舌で尿道を撫でる。射精しそうになるとまた舌を離す。女の尻はこちらを向いている。はちきれそうに拡がり滑らかで汗に光っている。僕は手を伸ばし片方の肉に思いきり爪を食い込ませる。黒人女は呻いて尻を左右にゆっくりと振る。ブクブクに太った白人の女が僕の足元に座った。薄い金色の陰毛の下に赤黒い性器が垂れている。まるで切り取られた豚の肝臓だ。ジャクソンは荒っぽく白人女の巨大な乳房を掴み僕の顔を指差す。白い腹にかぶさった乳房を揺すって僕を覗き込み、ジャクソンのペニスで割られた唇に触れ、プリティと小さな口で笑う。僕の片足を持ち、べとついた豚の肝臓に擦りつける。足の指はたまらなくいやな感触で動かされ、白人の女からは腐った蟹の肉そっくりの匂いがして、僕は吐こうとした。喉が痙攣してジャクソンのペニスをちょっと噛んでしまい、ものすごい声を出して引き抜いたジャクソンは、僕の頬を強く殴った。鼻血が流れるのを見て白人の女はまあ恐しいと笑い、さらに強く足に股を擦りつける。黒人女が舌で血を拭ってくれた。野戦病院の看護婦のように優しく笑いかけ、もうすぐあれが来るようにしてあげる、いかせてあげる、と耳許で囁く。僕の右足は白人女の巨大な性器に埋まり始める。切れている口の中にジャクソンはまたペニスを差し込んでくる。僕は必死で吐気に耐えた。血でヌルヌルの舌に刺激されてジャクソンは生温い液体を吐いた。痰そっくりのねばねばした精液が喉に詰まる。血と混じったそのピンク色の液体を思いきり吐き出し、僕は黒人女にいかせてくれと叫んだ。







　湿った空気が顔を撫でる。ポプラの葉がそよぎ雨はゆっくりと降っている。コンクリートや草が濡れ冷やされていく時の匂いがする。

　ヘッドライトに浮かび上がる雨は銀色の針に見える。

　ケイやレイ子達は黒人達と一緒に基地の中にあるクラブへ行った。黒人女、彼女はルディアナという名前のダンサーだったが、自分の部屋に来いとしきりに僕を誘った。

　銀色の針はしだいに太くなって、病院の中庭には街灯を反射する水溜まりが拡がる。風が水溜まりに波を起こし弱々しい光の帯が小刻みに震動する。

　ポプラの幹に止まっていた硬い殻をもった虫が、風で強められた雨にとばされ、流れる水に逆らって進もうとしている。ああいう甲虫には帰りつく巣があるのだろうか。

　街灯に照らされたその黒い背中を、最初ガラスの破片と間違えた。虫は石に這い上がって方向を決めている。安全だと思ったのか草の茂みに降り、それらを薙なぎ倒して流れてくる雨水に呑まれてしまった。

　雨はいろいろな場所で弾ねて様々な違った音をたてる。草と小石と土の上に、吸い込まれるように落ちる雨は、小さな楽器を思わせる音で降る。手の平に乗る程の玩具のピアノみたいなその音は、まだ残るヘロインの余波がたてる耳鳴りに重なる。

　女が道路を走っている。靴を手に持って裸足で水飛沫しぶきをあげる。濡れたスカートが体に貼り付くのか、裾を持って拡げ、車がはね上げる水を避けながら。

　雷が光り雨はさらに激しくなった。僕の脈はひどく遅く体はとても冷たい。

　ベランダにある枯れた樅の木、去年のクリスマスにリリーが買ってきたものだ。そのてっぺんに一つだけ残っていた銀紙の星がなくなっている。ケイが踊るのに使ったと言っていた。太股が痛くないように角をうまく切ってゴムを取り付け、ストリップに使ったのだそうだ。

　冷たい僕のからだで足の先だけが熱を持っている。時々その熱がゆっくりと頭まで昇ってくる。果肉を剥がした桃の種たねのような熱の核は、昇ってくる時、心臓や胃や肺や声帯や歯茎に引っ掛かる。

　濡れている外は優しい。風景の輪郭は雨粒を乗せて霞み、人間の声や車の音は落ち続ける銀の針に角を削られて届く。外は僕を吸い込むように暗い。ちょうどからだの力を抜いて横になった女のように湿っていて暗い。

　火の付いた煙草を投げると地面に着かないうちに音を出して消えた。

「あなたあの時枕から羽が出てるのを見てたわ、終わってからそれを引っ張り出して、羽って柔かいんだなって、あたしの耳の後ろや胸を撫でて床に捨てたのよ、憶えてる？」

　リリーはメスカリンを持って来た。何してたの一人で？　と抱き寄せ、ベランダで雨を見ていたよ、と答えるとそういう話を始めた。

　僕の耳を軽く噛んでバッグからアルミ箔に包まれた青いカプセルを出しテーブルに置く。

　雷が鳴り雨が降り込んでくるのでベランダの戸を閉めるように僕に言う。

　ちょっと外を見ていたいんだ。小さい頃雨見なかった？　外で遊べなくてさ、窓からよく雨を見たよ、リリー、いいもんだよ。

「リュウ、あなた変な人よ、可哀想な人だわ、目を閉じても浮かんでくるいろんな事を見ようってしてるんじゃないの？　うまく言えないけど本当に心からさ楽しんでたら、その最中に何かを捜したり考えたりしないはずよ、違う？

　あなた何かを見よう見ようってしてるのよ、まるで記録しておいて後でその研究する学者みたいにさあ。小さな子供みたいに。実際子供なんだわ、子供の時は何でも見ようってするでしょ？　赤ちゃんは知らない人の目をじっと見て泣き出したり笑ったりするけど、今他人の目なんかじっと見たりしてごらんなさいよ、あっという間に気が狂うわ。やって見なよ、通り歩いてる人の目じっと見てごらんなさいよ、すぐ気が変になるわよ、リュウ、ねえ、赤ちゃんみたいに物を見ちゃだめよ」

　リリーは髪を濡らしている。冷たいミルクと一緒にメスカリンを一カプセルずつ飲む。

「俺は別にそんなに考えたことないよ、結構楽しんでるんだけどな、外を見るのは楽しいよ」

　タオルでからだを拭いてやり、濡れた上衣をハンガーに吊るす。レコードかける？　と聞くとリリーは静かな方がいいと首を振った。

「リリー、車でドライブしたことあるだろう。何時間かかけて海とか火山に行くんだ、朝まだ目が痛い時に出発して途中景色のいい所で水筒からお茶飲んだり、昼には草っ原で握り飯食べたりしてそういうありふれたドライブだけど。

　その走ってる車の中でね、いろいろ考えるだろう？　きょう出発の時カメラのフィルターが見つからなかったけど、どこにしまったのかなとか、きのうのお昼テレビに出てたあの女優の名前なんていうんだったかなとかさ。靴の紐が切れそうだとか事故でもやったら恐いなとか、もう俺の身長も止まったなとかね、いろいろ考えるだろう？　するとその考えが車から見る動いていく景色と重なっていくわけ。

　家とか畑がどんどん近くなって、また後ろに遠去かるだろう？　それで風景と頭の中が混じり合うんだよ。道路の停留所でバス待ってる人達やヨロヨロ歩いてくるモーニング着た酔っ払いとか、リヤカーにみかんをいっぱい積んだおばさんとかさあ、花畑や港や火力発電所がね、目に入ってすぐにまた見えなくなるから頭の中で前に思い浮かべていたことと混じっちゃうんだよ、わかるか？　カメラのフィルターのことと花畑や発電所が一緒になるんだ。それで俺は自分の好きなようにその見る物と考えていたことをゆっくり頭の中で混ぜ合わせて、夢とか読んだ本とか記憶を捜して長いことかかって、何て言うか一つの写真、記念写真みたいな情景を作り上げるんだ。

　新しく目にとび込んでくる景色をどんどんその写真の中に加えていって、最後にはその写真の中の人間達がしゃべったり歌ったり動くようにするわけさ、動くようにね。すると必ずね、必ずものすごくでっかい宮殿みたいなものになるんだ、いろんな人間が集まっていろんな事をやってる宮殿みたいなものが頭の中ででき上がるんだよ。

　そしてその宮殿を完成させて中を見ると面白いんだぞ、まるでこの地球を雲の上から見てるようなものさ、何でもあるんだから世界中の全てのものがあるんだ。どんな人でもいるし話す言葉も違うし、宮殿の柱はいろんな様式で建てられていて、全あらゆる国の料理が並んでる。

　映画のセットなんかよりはるかに巨大でもっと精密なものなんだ。いろんな人がいるよ、本当にいろんな人が。盲人や乞食や不具者や道化や小人、金モールで飾りたてた将軍や血塗まみれの兵士や女装した黒人やらプリマドンナや闘牛士とかボディビルの選手とか、砂漠で祈る遊牧民とかね、全部の人が会場にいて何かしてるんだ。それを俺は見るわけさ。

　いつも宮殿は海の辺にあってきれいなんだ、俺の宮殿なんだよ。

　自分で自分の遊園地を持ってて好きな時におとぎの国に行って、スイッチを入れて人形が動くのを見るようなものさ。

　そうやって楽しんでるうちにね、車は目的地に着いてしまってさあ、荷物を運んだりテントを張ったり水着に着替えたり他の人が話しかけたりしてね、せっかく作った宮殿を守るのに苦労するんだ。他の人が、おい、ここの水はきれいだな、汚れてないね、なんて言うと台無しになるのリリーにもわかるだろう？

　ある時、火山に行った時ね、九州の有名な活火山に行った時ね、山頂まで行って噴き上げる火の粉や灰を見てたら急に宮殿を爆発させたくなったんだ。いや火山の硫黄の匂い嗅いだ時にはもうダイナマイトに繋いだ導火線には火がついてたよ。戦争さ、リリー、宮殿がやられるんだ。医者が駆け回り軍隊が道を指示するけどもうどうしようもないんだ、足元が吹っ飛ぶんだ、もう戦争は起こったんだから俺が起こしたんだから、あっという間に廃墟だよ。

　俺がかってに作った宮殿なんだから別にどうなったっていいからな、いつもこんな風にね、俺はやってきたのさ、ドライブの時ね、だから雨の日に外を見ておくと役に立つんだ。

　この前さあ、ジャクソン達と河口湖行った時ね、俺ＬＳＤやってたんだけど、その時また宮殿作ろうとしたらさ、今度は宮殿じゃなくて都市になったんだ、都市さ。

　道路が何本も走って、公園や学校や教会や広場や無線塔や工場や港や駅や市場や動物園や役所や屠畜場がある都市さ。その都市に住んでいる一人一人の顔付きや血液型まで決めたよ。

　俺は思うんだ、俺の頭の中みたいな映画を誰か作らないかなあっていつも思うんだ。

　女が妻のある男を好きになって、その男が戦争に行って外国の子供を殺して、その子供の母親が嵐の中で知らずに男を助けて、女の子が生まれて、その女は大きくなってギャングの情婦になって、ギャングは優しかったけど地方検事にピストルで撃たれて、その地方検事の父親は戦争中ゲシュタポで、最後に女の子が並木道を歩いてブラームスの曲が流れるっていうような映画じゃなくてさ。

　大きな牛を切ってこれくらいのステーキ食うのと同じようにさ。いやわかりにくいかな、いいや小さいステーキでもやっぱり牛を食ったわけなんだからさ。俺の頭の中の宮殿や都市を細かく切ってさ、牛を切るみたいに、一つの映画にしたような映画を見たいよ、絶対作れると思うんだ。

　でっかい鏡みたいな映画になると思うな。見てる人が全部映し出されるような大きな鏡みたいな映画になると思うよ、俺その映画見たいな、そういうのがあればぜひ見たいよ」

「その映画の始まりのシーンを教えてあげようか？　ヘリコプターがね、キリストの像を運んでくるのよ、どう？　いいでしょ、

　あなたもう効いてきたのね、リュウ、ドライブしようよ、火山に行こうよ、また都市を作ってあたしに話して聞かせてよ、きっと雨が降ってるわね、その都市には。雷の鳴る都市をあたしも見たいわ、ねえ、行くわよ」

　運転は危険だと何度言ってもリリーは承知しない。キーを掴むと激しく降る雨の中へととびだして行った。




　目を刺すネオンサインや体を真二つに引き裂く対向車のヘッドライト、巨大な水鳥の叫び声そっくりの音で追い抜いていくトラック、突然立ちふさがる大木や誰も住んでいない道端の壊れた家、わけのわからない機械が並び煙突から炎を噴き上げる工場、鎔鉱炉から流れ出る液体の鉄に見える曲がりくねった道路。

　生き物のように鳴きながらうねる暗い河、道路の脇に生えた踊っているように風で揺れる背の高い草、有刺鉄線に囲まれ湯気を上げて喘ぎ震えている変電所、そして狂ったように笑い続けているリリーとそれを見ている僕。

　全ては自ら発光している。

　雨で増幅されて光が作り出す影は、眠っている家々の白い壁に青白く伸び、怪物が一瞬歯を剥き出すように僕達を驚かせる。

　きっと地中に潜っているのよ、大きなトンネルよ、ここはきっと、星も見えないし地下水が落ちてくるもの。冷んやりして、何かの裂け目よ、知らない生き物ばかりじゃないの。

　無茶苦茶な蛇行と急停止をくり返し、どこを走っているのか二人共全然わからない。

　ライトで全体を浮かび上がらせ、音をたてて聳そびえている変電所の前でリリーは車を止めた。

　太いコイルが渦を巻き張り巡らされた金網。切り立つ崖のような鉄塔を眺める。

　きっとここ裁判所よ、リリーはそう言って笑い始め、灯りに照らされて拡がった変電所を囲む畑を見回す。風に揺れるトマト畑。

　まるで海だわ。

　トマトは雨に濡れて暗闇の中で唯一赤い。クリスマスに樅の木や窓辺に飾られる小さな電球のように、トマトは点滅している。火花を散らしながら揺れる無数の赤い実は、まるで暗い深海に泳ぐ発光する牙を持つ魚のようだ。

「あれ何なの？」

「トマトだろう、トマトには見えないなあ」

「まるで海だわ、行ったことのない外国の海よ。何か浮いてるのよ、その海に」

「きっと機雷さ、入っちゃいけないんだ、守ってるんだ。あれに触ると爆発して死んじゃうよ、海を守ってるんだ」

　畑の向こうに建物がある。横に長く学校か工場だと思う。

　雷が光り車の中に白い火花が充ちて、リリーは悲鳴をあげた。剥き出しの足に鳥肌が立ち、ハンドルを揺すり、歯をガチガチ鳴らす。

　ただの雷だ落ち着けよ、リリー。

　リリーは、何言ってるのよ、と叫びドアをいきなり開けた。怪物の吠声が車に入ってくる。

　あたし海に入るわ、この中にいると息が詰まるのよ、手を離してよ、離してよ。

　あっと言う間にずぶ濡れになったリリーは、ドアを思い切り閉めた。フロントガラスを髪をなびかせたリリーが横切る。ボンネットからピンクの煙が空へ向かい、ヘッドライトが照らす道路から湯気が立ち昇る。リリーはガラスの向こうで歯を剥き出して何か叫ぶ。あそこは本当に海なのかも知れない。リリーは発光する深海魚だ。

　リリーは手招きをする。いつか夢で見た真白なボールを追いかける少女そっくりの表情と仕種で。

　ワイパーがガラスを軋きしませる音は、人間を挟んで溶かす巨大な貝のことを思い出させる。

　閉じられた金属の部屋、白いシートはその巨大な二枚貝の肉と同じくヌルヌルと柔かい。

　襞が震え、強い酸液を出し、僕を包んで溶かしてしまう。

　早くいらっしゃいよ、そこにいると溶けちゃうわよ。

　リリーは畑の中に入っていく。鰭ひれのように手を拡げ、からだを濡らす、雨粒は光る鱗だ。

　僕はドアを開けた。

　風は地面全体が震えて音を出しているように鳴っている。ガラスを通さずに見るトマトは赤ではなかった。陽が沈む時、一部の雲が帯びる独特のあのオレンジ色に近かった。真空のガラス箱を走る、目を閉じても網膜に焼きつく白っぽいオレンジ色。

　僕はリリーの後を追う。腕に触れるトマトの葉にはうっすらと毛が生えている。

　リリーがトマトをちぎる。ねえ、リュウ、ほら電球そっくりね、光ってるもの。僕は駆け寄り、取り上げて空へ投げる。

　リリー伏せろよ、あれは爆弾だぞ、伏せろよ。リリーは大声で笑い地面に二人で倒れる。

　海に潜ったみたい、恐いくらい静かね。リュウ、あなたの息が聞こえるわよ、あたしのも。

　ここから見上げるトマトもひっそりと呼吸している。僕達の息と混じり合い、茎の間を霧のように移動していく。水を溜めた黒い土の中には、肌を刺す草の破片と休息している何万匹の小さな虫がいる。彼らの息遣いが地中深くからここまで届く。

　あれ見て、きっと学校よ、プールが見えるわ。

　灰色の建物は音と水分を吸い込んで僕達を引き寄せる。暗い中に浮かぶ校舎は、長い洞窟の果てに見える金色の出口のようだ。泥で重くなった体を引き摺って、熟れ過ぎて落ちたトマトを踏み潰しながら僕達は畑を横断する。

　校舎の屋根の下に入り、雨と風を避けると、空に浮いた飛行船の影に包まれているような感じがした。静かすぎて寒気が襲ってきた。

　広いグラウンドの端にプールがありそのまわりには花が植えられている。腐乱死体に吹き出た発疹のように、増え続ける癌細胞の血漿のように、花は咲いている。白い布のように揺れる壁を背景に、地面に散ったり急に風で舞い上がったりして。

　あたし寒いわ、死人になったみたい。

　リリーは震えて車に戻ろうと僕を引っ張る。窓から見る教室は僕達の消去を準備しているようだ。規則正しく並んでいる机と椅子は、無名戦士の共同墓地を思わせる。リリーは静けさから逃がれようとしている。

　僕はグラウンドの対角線を全力で走り出した。後ろでリリーが叫んでいる。

　戻って来てお願いだから、行っちゃだめよ。

　僕はプールを囲む金網に辿り着き、上ぼり始める。見降ろす水面は、波と波紋が交錯し、ちょうど番組が全て終了した後のテレビそっくりに、雷を反射して光り輝いている。

　あなた何やってるのかわかってるの？　戻ってらっしゃいよ、死ぬわよ、死んじゃうわよ。

　体を両手で包み込み、足を捩るように交差させてリリーがグラウンドの真ん中で叫ぶ。

　僕は脱走兵のように緊張してプール際に降り立ち、何万の波紋が次々に生まれ、半透明のゼリーに見える水の中に飛び込んだ。




　雷がハンドルを握るリリーの手の中を照らす。青い線が透き通った肌に埋められた、泥だらけの腕に水滴が転がる。曲がりくねった金属のチューブに見える道路を、車は基地の鉄条網に沿って走っている。

「あ、俺はすっかり忘れてたぞ」

「何を？」

「頭の中の都市にさ、飛行場を付け加えるのを忘れてたんだ」

　リリーの髪は泥に塗まみれて何本かの束になっている。顔は青ざめて首に細い血管が走り、肩は鳥肌で被われている。

　フロントガラスを転がる水滴が、夏の丸い虫そっくりだと思う。背中の球面に森全体を映す小さな虫そっくりだと思う。

　リリーはアクセルとブレーキをよく間違え、そのたびに白い足は硬く伸びきり、我に返るように激しく首を振る。

「ねえ、都市が大部分できたよ、でも海中都市なんだよ。飛行場どうしようかな、リリー何かいいアイデアないかい？」

「ねえ、そんなバカな事言うのもう止めてよ、恐いのよ、早く部屋に戻らなきゃ」

「リリーも泥を落とすべきだったんだ、乾いちゃって気持ち悪いだろ？　プールの中はきれいだったなあ、水が光ってたよ。あの時俺は海中都市にしようと決めたのさ」

「止めてって言ってるでしょ、ねえリュウ、今どこにいるのか教えてよ。どこ走ってるのかわからないのよ、よく見えないし、ねえちょっとまともに考えてよ。死ぬかも知れないのよ、あたしさっきから死ぬことばかり考えてるわ。どこにいるのよ、リュウ、あたし達どこにいるのか教えてよ」

　突然、金属的なオレンジの光が車の中で爆発するように閃めいた。リリーはサイレンのように叫び、ハンドルを離してしまう。

　咄嗟に手ブレーキを引くと車は軋みながら横に滑り、鉄条網を引っ掻き電柱に打つかって止まった。

　ああ飛行機だ、見ろよ飛行機だ。

　滑走路は全ゆる種類の光に充ちていた。

　探照灯が束になって旋回し、建物の窓という窓は輝き、等間隔で並ぶ誘導灯が点滅する。

　ジェット機はあたりを震わす轟音をあげ、ピカピカに磨かれて滑走路の端に待機している。

　探照灯は高い塔の上に三台ある。恐龍の首みたいな光の筒は僕達を通過した後、遠くの山々を照らし出している。光の束で切り取られた彼方の雨の一塊は、一瞬凝固し、輝く銀色の部屋となる。最も強烈な探照灯はゆっくりと一定の場所を照らして回転する。僕達から少し離れた引き込み線路の上に一定の間隔で回ってくる。僕達はさっきの衝突で意志を失くし、ネジを巻かれ歩く方向を決められた安物のロボットみたいに、車を出て、大地を震わせるジェット機の爆音の中をその線路まで歩いて行った。

　光は今、反対側の山の中腹を照らしている。巨大なオレンジの円は夜を次々に引き剥がしていく。様々なものに貼り付き包んだ夜を簡単に剥がしていく。

　リリーは靴を脱いだ。泥だらけの靴を鉄条網に投げつける。光はすぐ側の林を走り抜けている。寝ていた鳥達が驚いて飛び立つ。

　もうすぐよ、リュウ、恐いわ、もうすぐよ。

　鉄条網が金色に際立ち、近くで見るライトは光と言うより熱く真赤に焼かれた鉄の棒だと思う。光の円がすぐそこに迫る。地面から水蒸気が昇る。土と草と線路がガラスが熔ける時の白になる。

　まずリリーがその中に入った。すぐに僕も。一瞬何も聞こえなくなる。何秒か経ってから耐えられない痛みが耳を襲った。焼けた針を突き刺されたようだ。リリーも耳を押さえて後ろに倒れる。胸に焦げ臭い匂いが詰まる。

　雨が肌を刺す。冷蔵庫に凍りついて吊られ、皮を剥がれたあげく尖った鉄棒で突かれるように、雨が肌を刺す。

　リリーは地面の上で何か捜している。戦場で眼鏡を失くした近視の兵士のように、狂ったように捜し回っている。

　何を捜しているのだろうか。

　厚く垂れた雲、途切れることなく落ちてくる雨、虫達が休む草、灰色の基地全体、基地を映す濡れた道路、そして波のように揺れている空気、巨大な炎を吐く飛行機がそれら全てを支配している。

　ゆっくりと滑走路を滑り始めた。地面が震えている。銀色の巨大な金属は徐々にスピードを増す。ピッチの高い音で空気が燃えているように感じる。僕達のすぐ前で胴体の脇に付いたさらに巨大な四機の筒が青い炎を吐いた。重油の匂いと共に突風が僕を吹き飛ばす。

　顔が歪み、地面に叩きつけられる。霞んだ目で僕は必死で見ようとする。飛行機は白い腹が浮いたかと思うと、あっという間に雲の中に吸い込まれた。

　リリーが僕を見ている。歯の間に白い泡を溜めて、口の中を噛んだらしく血が流れている。

　ねえリュウ、都市はどうなったの？

　飛行機は空中に静止しているように見えた。

　デパートの天井から、ワイヤーで下げられた玩具のように、あの時、飛行機は止まっているように見えた。恐ろしい勢いで離れていくのは僕達の方だと思った。僕の足元から拡がる地面や草や線路の方が、下の方へ落ちていったのだと思った。

　ねえ、あなたの都市はどうなったの？

　リリーは道路に仰向けに寝そべりそう聞く。

　ポケットから口紅を取り出し、着ている服を破って、からだに塗り始める。笑いながら腹や胸や首に赤い線を描く。

　僕は何もないただ重油の匂いだけが充ちた頭の中に気付く。都市なんかどこにもない。

　祭で踊り狂うアフリカの女みたいに口紅で顔に模様を描いたリリー。

　ねえ、リュウ、あたしを殺してよ。何か変なのよ、あなたに殺して欲しいのよ。

　目に涙を溜めてリリーが叫ぶ。僕達は放り出された。鉄条網にからだをぶつける。肩の肉に針が食い込む。僕はからだに穴をあけたいと思っている。重油の匂いから解放されたい、とただそれだけを思っている。そのことだけを考え続け周囲が全くわからなくなる。地面を這ってリリーが僕を呼ぶ。足をなげだし裸で地面に赤く縛られ、殺してくれと言い続けている。僕はリリーに近づいた。リリーは激しく身を震わせながら声をあげて泣き出す。

　早く殺して、早く殺して。僕は赤い縞のある首に触れる。

　その時空の端が光った。

　青白い閃光が一瞬全てを透明にした。リリーのからだも僕の腕も基地も山々も空も透けて見えた。そして僕はそれら透明になった彼方に一本の曲線が走っているのを見つけた。これまで見たこともない形のない曲線、白い起伏、優しいカーブを描いた白い起伏だった。

　リュウ、あなた自分が赤ん坊だってわかったでしょう？　やっぱりあなた赤ん坊なのよ。

　僕はリリーの首にかけた手を外し、リリーの口の中に溜まっていた白い泡を舌ですくった。リリーが僕の服を脱がし抱きしめる。

　虹のような色の油がどこからか流れてきて僕達のからだで左右に別れた。







　朝早く雨が上がった。台所の窓、磨り硝子が一面銀色に輝いている。

　暖められていく空気の匂いを嗅ぎながらコーヒーを入れている時、急に玄関のドアが開いた。汗臭い制服で厚い胸を包み白い紐を肩から吊るした三人の警察官が現われた。驚いて砂糖を床にこぼした僕に若い一人が聞く。

　お前らここで何やってんだ？

　何も答えず突っ立っている僕を押しのけて、先頭の二人が部屋に入って来る。ケイやレイ子が寝ているのを構わずに、ベランダの戸の前に腕を組んで立ち、乱暴にカーテンをあけた。

　ケイがその音と差してきた強い光に跳ね起きる。逆光の警察官はとても大きく見えた。

　一人玄関先に残った年配の太った男は、散らばっている靴を足先でどけてゆっくりと上がって来た。

　いや令状ないけどね、別にどうってことないだろ？　君の部屋なのか？　そうだな？

　僕の腕を掴んで注射の跡を調べる。

　君学生か？　太っている男の手は指が短く爪が汚れている。それ程強く掴んでいないのに僕は振り解くことができなかった。

　朝日を浴びて無造作に僕を捕えた男の手を、僕は生まれて初めて手というものを見るように眺めた。

　部屋ではほとんど裸に近い格好をしていたみんなが、急いで服を着ているところだ。若い二人は顔を寄せてひそひそ話している。豚小屋とかマリファナとかいう言葉がここまで聞こえる。

　早く服着なさい、ほら、君ズボンはいて。

　ケイはパンティ一枚のままで口を尖らせ、太った警察官を睨みつけている。ヨシヤマとカズオは硬張こわばった顔付きで窓際に立ち、目を擦りながら警官に注意されて、鳴っていたラジオを止めた。レイ子は壁の前でハンドバッグを掻き回し、ヘアブラシを捜し出して髪を直す。眼鏡をかけた警察官がハンドバッグを取り上げて中身をテーブルにばら撒く。

　ああ何すんのよ、やめてよ。

　レイ子が小さい声で抗議すると、フンと鼻を鳴らしただけで無視した。

　モコはぐったりとベッドで裸のまま起きようとしない。汗で濡れた尻を光にさらしている。若い警官はモコの尻からはみ出た黒い毛をじっと見ている。僕はモコに近寄り、起きろ、と肩を揺すって毛布をかけてやった。

　君、ズボンはきなさい、何だその目は、え？　ケイは何か低く言って横を向いたが、カズオがジーパンを投げて渡すと、舌打ちして足を通した。ケイは喉をブルブル震わせている。

　三人は腰に手をやって部屋を見回し、灰皿の中を簡単に調べる。モコがやっと目を覚まし、いや、何よ、この人達どうしたの？　と縫もつれた舌で言い、警官がクスクス笑う。

　お前らな、あまりかってやるなよ、困るんだよ、みんなが昼間っから裸でウロウロしやがって、お前らはいいかも知れんが、恥ずかしい人間もいるんだからな、お前らと違ってよう。

　年配の警官がベランダの窓を開ける。シャワーの飛沫しぶきそっくりの埃が流れ出ていく。

　朝の町は眩しくて濁って見える。通りを走る車のバンパーが光り僕は吐気を感じた。

　警官達はこの部屋の中で僕達より一回り大きく感じる。

「あの、煙草喫ってもいいですか？」

　カズオがそう聞いたが、眼鏡の奴がまあ止めとけ、と抜いて指に挟んでいた一本を取り上げて箱に戻した。レイ子がモコに下着をつけてやる。モコは真青になって震えながらブラジャーのホックをとめる。

　込み上げてくる吐気を我慢して僕は聞いた。

「何かあったんですか？」

　三人は顔を見合わせ声を出して笑った。

　何かあったって、お前よく言うよ、いいか？　人前でなあ、尻なんか出すとだめなんだよ、わかんないかも知れないけどなあ、犬とは違うんだ。

　お前らも家族いるんだろ？　そんな格好して何も言わないのか？　平気なんだろ、え？　知ってるぞお前ら平気で相手を取り換えてやるんだってな。おいお前、お前なんか自分のオヤジとでもやるんじゃねえのか？　お前だよ。

　大声でケイに向かって言う。ケイは目に涙を溜めている。ケッ、バカ野郎、くやしいのか。

　モコはずっと震えが止まらないらしくて、シャツの釦をレイ子が填はめてやった。

　台所に行こうとしたケイを、太った警官が腕を掴んで制した。







　埃臭い警察署で最年長のヨシヤマが始末書を出した後、僕達はアパートへは戻らずに、日比谷野外音楽堂にバーケイズの公演を聞きに行った。全員寝不足で疲れている。電車の中で誰も口をきかなかった。

「いやあハシシようばれんかったなあ、リュウ。あいつらの目の前にあったのになあ、知らんかったんやきっと、駐在所の下っ端やろ、よかったなあ、保安係じゃなくてよかったよ」

　駅に降りる時ニヤニヤしながらヨシヤマが言い、ケイはいやな顔をしてホームに唾を吐いた。駅のトイレでモコはみんなにニブロールを配る。

　カズオがレイ子に聞いている。ニブロールをガリガリ噛み砕きながら。

「ねえあそこでさあ、あの若い奴と何話してたの？　廊下のとこで」

「あのおまわりさん、レッドツェッペリンのファンだって話しかけてくるのよ。デザイン学校出てるんだって、いい人だったわよ」

「そうかあ、僕ストロボの盗難届け出してくれば良かったなあ」

　僕もニブロールを噛んだ。

　会場の森が見えてくる頃にはみんなもうフラフラに酔っていた。森に囲まれた音楽堂からは木の葉を震わす大音響でロックが聞こえてくる。ローラースケートを履いた子供達が、会場に張られている金網越しにステージで跳びはねる髪の長い人間を見物している。ベンチに座った男と女がヨシヤマのゴム草履を見てそっと笑い合った。赤ん坊を抱き上げた若い母親が顔をしかめて僕達を見ていく。大きな風船を手に持って走る女の子達が、突然聞こえたボーカルの叫び声に驚いて立ち止まった。一人は風船を放してしまい、泣きそうな顔をした。

　赤い大きな風船がゆっくりと舞い上がっていく。

「俺、金ないよ」

　入口でチケットを買っていた僕にヨシヤマが言った。モコはフェスティバルの関係者に友人がいると言って、ステージの方に回っていく。ケイは一人でチケットを買い、さっさと中に入って行った。

「俺もお前の分出してやる程はないぞ」

　僕がそう言うと、じゃあまた金網をよじ昇って入るさ、と同じく金のないカズオを誘って裏の方へ回る。

　あいつら大丈夫かなあ？　僕はそう言ったが、ものすごいボリュームのギターソロで、レイ子には聞こえなかったようだ。ステージにはまるで積木の見本みたいに様々なアンプやスピーカーが並んでいる。青いラメのジャンプスーツを着込んだ女が、聞きとれない声でミーアンドボギーマギーを歌っている。ピカピカに光る大きなシンバルが揺れるたびに女はビクンと腰を伸ばす。前の方の座席の連中は手を叩きながら口をあけて踊っている。音は会場全体に渦を巻いて空へ昇っていく。ギターの男が右手を振り降ろすごとに耳がビリビリ震える。音はバラバラだが分厚く束になって地面を横切る。扇状の会場、ステージから最も遠い外周を僕は歩いている。夏一斉に蝉が鳴く午前中の林そっくりだと思いながら。最後列の座席に沿って歩く。白い息で濁ったボンドのナイロン袋を振って、口を大きく開けて笑っている女の肩に腕を回し、ジミ・ヘンドリックスを染め抜いたＴシャツを着て、地面をいろいろな履き物が鳴らす。革の草履、革紐で足首をぐるぐる巻きつけたサンダル、拍車の付いた銀色のビニールブーツ、裸足、エナメルのハイヒール、バスケットシューズ、さまざまな色の口紅がマニキュアがアイシャドウが髪の毛が頬紅が音に合わせて揺れ、巨大な一つのざわめきを作る。ビールが泡を吹いてこぼれ、コーラの瓶が割れる、ひっきりなしに煙草の煙が昇り、額にダイヤモンドを埋めた外人の女の首を汗が流れ、髭の男が巻いていた青いスカーフを振って、椅子に立ち上がり肩を震わせる。帽子に羽を剌した女が唾を吐く、女は縁が金色のサングラスをかけ大きく唇を開き、口の中の頬の裏側の肉を歯で噛んでいる。手は後ろに組み尻を振る。汚れた長いスカートが波のように揺れる。空気の震動を一身に集めて反り返りまた前へのめる。

「おいリュウ、リュウじゃないか」

　通路の隅の水飲み場の側で地面に黒いフェルトを敷き、手製の彫金細工や動物の牙や骨を下げたブローチ、ネックレス、インドの香とヨガや麻薬に関するパンフレットをその上に並べて売っている男が僕に声をかけた。

「何だ商売始めたのか？」

　昔、僕達が溜まっていた喫茶店で、ピンク・フロイドがかかるときまって両手を拡げ、クルクル回ったこのメイルという綽名あだなの男は、近づいた僕に笑いかけた。

「いいや、友達に頼まれて手伝ってるだけだ」

　そう言って痩せた顔を振る。黒く汚れた足の指にサンダルを引っかけ前歯が一本折れている。

「ひどいだろ、最近はどこでもこんなもんだぜ、この前なんかジュリーとかショーケンが出てさ、俺石投げてやったよ、お前横田基地にいるんだって？　あっちはどうだい面白いか？」

「まあな、黒人がいるからな、黒人といると面白いよ、あいつらすごいからな、グラス喫ってウォッカがぶ飲みしてフラフラしながら抜群のサックス吹くからなあ、すごいよ」

　ステージのすぐ前でモコがほとんど全裸になって踊っている。カメラマンが二人モコに向けてシャッターを押している。火のついた紙きれを客席に投げていた男が、数人のガードマンに囲まれ連れ出される。ステージにボンドの袋を持った小さい男がフラフラと上がり、うたっている女に後ろから抱きついた。係員が三人で男を引き離そうとする。男はラメのジャンプスーツの腰にしがみつきマイクを奪おうとしている。ベースギターの奴が怒って男の背中をマイクスタンドで殴った。男は腰に手をやって反り返り、倒れそうになるのを、またベースギターから客席に突き落とされた。踊っていた連中が何か叫んで横に避ける。ボンドの袋を持ったまま顔から墜落した男は、ガードマンに両腕を引きずられて会場から出された。

「リュウ、メグって憶えてるだろ？　ほら京都でオルガン弾かせてくれって来た女いただろう？　目が大きくてさ、芸大中退だなんて大ウソついてさ」

　メイルは僕の胸から煙草を抜き取り、火をつけながら言った。抜けた歯の間から煙を吐く。

「憶えてるよ」

「東京に来たんだ、俺のとこにさ、お前にも教えようって思ったけど住所知らなかったからなあ。リュウにも会いたいって来たんだから、お前が引っ込んでからすぐの頃だよ」

「本当かよ、俺も会いたかったなあ」

「しばらく一緒に住んでたんだ。あいついい娘だったよ、リュウ、本当にいい娘だったよ。優しかったよなあ、売れ残ったウサギ可哀想だって腕時計と換えてきやがった。金持ちの娘でさあ、オメガしてたんだぜ、汚ないウサギにさあ、もったいない、そんな女だったんだ」

「まだいるのか？」

　メイルは答えずにズボンを上げて左足のふくらはぎを出した。ピンクのケロイドがずっと上の方まで皮膚を引き攣らせている。

「何だ、やけどか？　どうしたんだよ、ひどいな」

「ああひどいよ、ラリって踊っててさ、俺のアパートで。ストーブがスカートに燃え移っちゃって、長いスカートだったんだよ。よく燃える布地だったなあ、あっという間にボッって、顔も見えねえんだから」

　振りかかる髪を指で払って、短くなった煙草を草履の裏に擦りつけて消す。

「黒焦げだよ、お前焼死体だけは見るもんじゃないぞ、ひどいもんだ。親父さんが飛んで来てさ、あいつ年幾つだったと思う？　十五だってよ、十五だぜ、十五とは驚いたよ」

　ポケットからガムを出して歯の欠けた口に入れる。僕は手を振っていらないと断わった。

「初めから十五って知ってたら俺、京都に帰したよ。二十一だって、言ったんだ、しっかりしてたし信じてたよ、すっかり」

　メイルはもう田舎へ帰るかも知れないからその時は遊びに来てくれ、と言った。

「あん時のあいつの顔、いつも思い出すんだ、親父さんにも悪くてなあ、もうミナハイなんか一生飲めないよ」

「ピアノ大丈夫だった？」

「火事か？　燃えたのはあいつだけさ、ピアノは焦げもしなかった」

「弾いてないのか？」

「いや、やってるよ、やってるけどなあ、リュウはどうなんだ？」

「錆びてきたよ」

　メイルは立ち上がって売店からコーラを二本買ってきた。半分残っていたポップコーンを差し出す。時々生暖ぬるい風が吹いてくる。

　ニブロールで感覚の鈍くなった喉を炭酸が刺激する。黒いフェルトに置かれた飾り縁のある小さな鏡に、黄色く濁った僕の目が映っている。

「ドアーズの〝水晶の船〟昔演やっただろ？

　あれ今聞くと涙出るな、あのピアノ聞くとまるで自分が弾いてるような気分になってさ、たまらなくなるよ。もうすぐ何聞いてもたまらなくなるようになるかも知れないな、みんななつかしいだけになってさ。もう俺はいやだよ、リュウはどうするんだ？　もうすぐお互いにはたちになるんだからなあ。メグみたいになるのはいやだよ、メグみたいな奴を見るのももうごめんだな」

「またシューマン弾くのか？」

「そんなことはないさ、でもこんな汚ならしい生活とはもうおさらばしたいよ、何をしていいのかなんてわからないけどな」

　小学生が黒の制服を着て三列に並び下の道を通って行く。旗を持った先生らしい女が大声で何か注意している。金網に寄りかかった長い髪と疲れた格好の僕とメイルを、立ち停まってじっと見ている一人の女の子がいる。赤い帽子を被って、追い越していく友達に肩を押されながら僕達を見ている。先生に頭を押されて慌てて歩き出した。白いリュックを揺らして列に戻ろうと走る。見えなくなるまでに一回だけまた振り向いて僕達を見た。

　修学旅行かなあ、と呟くと、小学生が修学旅行するかよ、とメイルがガムを吐き捨てて笑う。

「おいメイル、うさぎはどうしたんだ？」

「うさぎか、しばらく飼ってたけどな、何かいやだろう思い出してさ、もらってくれる人もいないし」

「俺、飼ってみようかなあ」

「何だ、もう遅いよ、俺、食ったんだ」

「食った？」

「いや近所の肉屋に頼んでさ、子供のうさぎって、肉これくらいしかないんだぜ。ケチャップかけてさ、ちょっと硬かったよ」

「食ったのか、そうか」

　巨大なスピーカーからの音はステージで動いている連中とは関係ないように聞こえる。

　この地面の上に初めから音があって、それに合わせて化粧した猿が踊っているように見える。

　汗だくのモコがやって来て、メイルの方をちょっと見て抱きついてくる。

「ヨシヤマ呼んでたわよ、あっちで。カズオがガードマンにやられて怪我したって」

　メイルはまた黒いフェルトの前に座り込んだ。おいメイル、田舎帰る時は知らせてくれよ。

　クールを一箱投げてやる。

「ああ、お前も元気でな」

　透明な貝で作られたブローチを投げて寄こした。

「やるよリュウ、それ水晶の舟だぞ」




「何だモコ、そんなに汗掻いてこんなバンドで踊っておもしろいか？」

「何言ってるのよ、楽しまなきゃ損じゃないの」

　吸い口がビショビショに濡れたジョイントを音をたてて吸いながら、ヨシヤマが手招きしている。

「カズオあほや、ガードマンの見ているすぐ前でやりやがって。可哀そうに逃げようとしたとたん足やられたよ。くそ、まったくインケンなガードマンやなあ。バットでやで」

「病院連れて行ったか？」

「ああケイとレイ子がな、レイ子はちょっと店に戻ってみる言ってたよ。ケイがカズオのアパートまで送って行ったはずや、しかし腹立つなあ、頭にくるよなあ」

　ジョイントを隣にいた厚化粧の女に渡す。頬骨が張り出て目の縁に青をべっとり塗った女は、あら何これ、とヨシヤマに聞いた。その女の手を握っていた連れの男が、バカ、マリファナだよ、と耳許で教える。女はヨシヤマにまあ、ありがとう、と目を輝かせて言い、男と一緒にチューチュー音をたてて吸った。

　モコは水飲み場でまたニブロールを二錠呑む。体は汗でべとつきホットパンツが食い込んだ腹が波を打っている。抱きついてくるモコを腕章をつけたカメラマンが写す。ぼくは首に巻きついた腕を掴んでからだを離した。

「ほらモコ、いいからまた踊ってこいよ」

「何よ、あなたせっかくまたディオールまでふってきたのに、大嫌いよ、リュウ、白ける」

　舌を出してフラフラしながら踊りの中に入っていく。とび跳ねるたびに片方に染みのあるモコの乳房は揺れる。

　ヨシヤマが走って来て、カズオやりやがった奴を捕まえたぞ、と耳打ちした。

　上半身裸の混血のヒッピーが坊主頭の男を羽交い締めにして、もう一人が口を細い皮紐できつく縛っている。会場の奥にある薄暗いトイレの中。壁は落描きと蜘蛛の巣で汚れ小便の匂いが鼻を突く。割れた窓ガラスから蝿が外に出て行く。

　足をバタバタやってもがいているガードマンの腹をヨシヤマが肘で突いた。

「おいお前、ちょっと見張ってろ」

　もう一度ヨシヤマの肘が半分程もみぞおちにめり込んで男は黄色いものを吐いた。一文字に紐が食い込んだ口の隙間から首筋を伝って流れ、ミッキーマウスが刷り込んであるＴシャツが汚れる。男は目をしっかりと閉じて痛みに耐えている。嘔吐物はあとからあとから出てきて太いベルトに引っかかり、ズボンの中にもこぼれ落ちる。腕の筋肉が盛り上がった混血のヒッピーが、ヨシヤマに、ちょっとやらせろやと言って前に回り、うなりをあげて腕が振られると垂れていたガードマンの顔が引きちぎれる程横を向いた。鮮血がゴボゴボと溢れ出て、歯が折れたのだろうと僕は思った。男は気を失ってズルズルと床に伸びる。何かでひどく酔っていた混血のヒッピーは、ヨシヤマが制止するのを振りきり赤い目をギラギラさせてガードマンの左腕を折ってしまった。木の枝でも短くするように乾いた音をさせて。男が呻いて顔を起こした。グニャリと伸びきった腕を見て大きく目を開き、小便で汚れたコンクリートを転がる。一回、二回とゆっくりと反り返りながら転がる。混血のヒッピーは手をハンカチで拭き、血の付いたハンカチを床で呻いている男の口に突っ込んだ。耳を突き破るようなギターの合間に、男の喘ぎがここまで聞こえる。男はヨシヤマ達が出て行くと転がるのを止めて這って進もうとした。暗い場所で何かを捜すように右の手で床を引っ掻く。

「おい、リュウ、行くぞ」

　黒いマスクをしているように、鼻から下は血に塗れてドロドロだ。額に太い血管を浮かせすぐ前方の床を見て這おうとする。ヌルヌルのコンクリートを肘で進もうとする。新しい痛みが襲ったのか、何か言って仰向けになり足先を震わせた。嘔吐物が乗っている腹が上下に揺れている。




　電車の中はキラキラ光っていた。轟音と酒の匂いに充ちて胸がムカムカしてくる。ヨシヤマはニブロールで酔った赤い目をして歩き回り、モコは入り口付近の床に座り込んでいる。地下鉄の駅で僕達はまたニブロールを二錠ずつ噛んだ。僕はモコの横で手摺りにもたれて立ち、ヨシヤマが胸を押さえて嘔吐し付近の乗客がわっと逃げるのをぼんやりと見ている。酸っぱい匂いがこちらにも流れてくる。網棚にあった新聞でヨシヤマは口を拭う。

　電車の震動で薄い液体だけの嘔吐物は床に広く拡がり、この車両に新しい乗客は入って来なかった。バカ野郎、そう呟いてヨシヤマは窓を手で叩く。僕は頭が重くしっかりと手摺りに掴まらないと倒れそうになる。モコが顔を上げて手を握っているが、感覚が鈍くて他人の手に触れているという反応がない。

「ねえ、リュウ、疲れちゃって死にそうよ」

　モコはタクシーで帰ろうと言い続けている。車両の端で背中を見せて本を読んでいる女の前にヨシヤマが立った。唇から涎を垂らすヨシヤマを見て女は逃げようとした。ヨシヤマは悲鳴をあげる女の腕を掴み体を振り回すようにして抱きついた。女の薄いブラウスを裂く。悲鳴が電車の音より高く響く。乗客が他の車両に逃げる。女は本を落としハンドバッグの中身を床にばら撤く。モコはいやな顔をしてそっちを見て、おなか空いたわ、と眠そうな目で呟く。

　リュウ、ピザ食べたくない？　アンチョビのピザ、タバスコたっぷりかけてさ、ヒリヒリするようなやつ食べたくない？

　女がヨシヤマを突き放してこちらに走って来る。床の汚物を避けて顎を突き出しはだけた胸を押さえながら。僕は足をかけた。転んだ女を立たせて唇を吸おうとする。女は歯を食いしばり首を振って体を離そうとする。

　ヨシヤマが、こちらを向いている乗客にバカ野郎と小さく言う。ガラスの向こうの乗客は動物園の檻を覗き込むような格好で僕達を見ている。

　駅に着くと僕達は女に唾を吐いてホームを走った。おいそいつらだ、捕まえてくれ。ネクタイをひらひらさせて中年の男が電車の窓から身を乗り出し叫んでいる。ヨシヤマは走りながら吐いた。シャツがドロドロに汚れ、ゴム草履の音がホームに響く。モコは真青な顔でサンダルを手に持ち裸足で走る。階段でつまずきヨシヤマが転ぶ。目の上を手摺りで切りスーッと血が流れる。ヨシヤマは走りながら咳込み何かブツブツ呟く。改札口でモコが駅員から腕を掴まれヨシヤマがそいつの顔を殴る。僕達は通路に溢れている人混みに突っ込んだ。しゃがみ込もうとするモコを抱き起こす。目が痛くこめかみを揉むと涙が出てくる。猛烈な吐気が波のように通路のタイルから立ち昇ってきて、口を手でしっかりと押さえる。

　足を縺れさせて歩いているモコのからだから今朝まであった黒人の匂いがすっかり消えている。







　総合病院の中庭には水溜まりがまだ残っている。タイヤの跡がついた泥濘を避けて新聞の束を抱えた子供が走る。

　鳥がどこかで鳴いているが姿は見えない。

　きのうの夜、この部屋に帰りついた時僕はパイナップルの匂いを嗅いで激しく吐いた。

　電車の女は唇を吸った時、僕の目をじっと覗き込んで一瞬だが不思議そうな顔をした。あの時どんな顔をしてたのだろう。

　鳥がアパートの庭に舞い降りて来た。一階に住んでいるアメリカ人の夫婦が撤くパン屑を突ついている。あたりを慌ただしく見回して嘴くちばしで摘まむと急いで呑み込む。パン屑は小石の隙間に落ちていて上手にそれを啄ついばむ。すぐ側を病院に向かう頭に布を被せた掃除婦が通ったが、鳥は逃げなかった。

　ここからは鳥の目が見えない。僕は円い縁どりだけの鳥の目が好きだ。頭に冠のような赤い羽をもつ灰色の鳥。

　僕はまだ捨てていないパイナップルを鳥にやろうと考えた。

　雲が東の方で切れて光が差してくる。空気は光に触れると白く濁る。一階のベランダの戸がカラカラと開くと、鳥はすぐに飛び立った。

　部屋に戻りパイナップルを持ってくる。

「あの、これ鳥にやろうと思うんだけど」

　顔を出した優しそうな夫人にそう言うと、ポプラの根元を指差し、あそこに置いとくとよく突つくわよ、と教えてくれた。

　放り投げたパイナップルは地面に落ちて潰れ形がくずれたが、それでもゆっくりと転がってポプラの脇に止まった。パイナップルが地面に落ちた音は、きのうのトイレでの私刑を思い出させる。

　アメリカ人の夫人はプードルを連れて散歩に出ようとしている。パイナップルを見て眩しいのか手を目の上にかざして僕を見上げ、鳥が喜ぶと思うわ、とうなずいて笑った。







「オキナワあの時お前どこへ行ったんだ、心配したんだよ」

「こいつホテル泊まったんだってさ、連れ込みに一人でよ。ひどい、この格好で、怪しまれてさ、窓から逃げたんだって、お金払っといてみっともない。レイ子の金なのよ、いいけどさ」

　午後になってレイ子がオキナワを連れてきた。オキナワはまた酒で酔っていてひどい匂いがしたから、すぐにヘロインを打たせろと言うのを無理に風呂に入れた。レイ子が僕の耳に口をあてて、パーティーでサブローなんかとあれしたのオキナワには内緒よ、レイ子殺されちゃうからね、そう小さな声で言い、僕が笑ってうなずくと自分も服を脱いで風呂場へ入っていった。

　きのうの夜、ケイがこの部屋に来なかったことでヨシヤマは怒っている。オキナワがドアーズの新しいレコードを持ってきて見せようとしても興味を示さなかった。

　風呂場からレイ子の呻き声が聞こえて、モコがうんざりした顔で言う。

「リュウ、何か音楽かけてよ、私ファックだけなんていやよ、もっと他にあると思うけどな、楽しむことがもっと他にあると思うな」

　ドアーズに針を落とした時、足をひきずったカズオとその肩を支えたケイが現われて、パーティーのお土産もらいに来たけどある？　と言った。ケイ達はニブロールですでに酔っている。ヨシヤマの見ている前で舌を吸い合う。

　唇を合わせたままカズオは、おかしくてたまらないといった表情でヨシヤマを見ている。

　ヨシヤマはベッドで隣に寝ころんで雑誌を見ていたモコに突然抱きつき、キスしようとする。何すんのよ、朝から止めてよ、あんたこういうことしか知らないの。モコは大声をあげて拒否し、それを笑ったケイをヨシヤマが睨みつける。読んでいた本を絨毯に放り投げて、リュウ、あたし帰るわ、もう疲れちゃってだめ、モコが言う。来た時に着ていたベルベットのワンピースに腕を通しながら。

「ケイ、お前きのうどこに泊まったんや？」

　ヨシヤマはベッドから降りてケイに聞く。

「カズオのアパートよ」

「レイ子も一緒か？」

「レイ子はオキナワとホテル行ったのよ。新大久保のラブパレスジョイネックって全部天井が鏡だったんだってさ」

「カズオとやったんやろ？」

　ヨシヤマとケイの言い争いを、首を振ってモコは聞いている。簡単に化粧をし髪を整えて僕の肩を叩く。ハシシちょうだいよ、リュウ。

「あんたやったやろなんて恥ずかしいことよく言うわね、みんな聞いてるのに」

「ヨシヤマほんとにそういうことを言わないでよ、怪我してたから付いててくれただけじゃないか。みんなの前で変な事言わないでよ」

　カズオはニヤニヤしながらヨシヤマにそう言った後、ストロボなかっただろう？　と僕に聞く。首を振ると、二万円もしたのにまだ買ったばかりだったんだ、と下を向いて足首に巻いた包帯を撫でながら呟いた。

「ねえ、リュウ、駅まで送ってよ」

　玄関で靴を履きながらモコが言う。鏡を見て帽子の位置を直しながら。

　あら、モコ帰っちゃうの？　体にバスタオルを巻いて冷蔵庫からコーラを飲んでいたレイ子が言った。




　途中の店でモコは少女雑誌と煙草を買って欲しいとねだった。煙草屋の女の子が店先に水を撤きながら顔見知りの僕に、あらあ、デイトいいわねえ、と声をかけた。明るいクリーム色のぴったりしたズボンをはいてパンティの線が浮きあがって見える。濡れた手をエプロンで拭いて煙草を渡す時、彼女は赤く塗られたモコの足の爪に目をやった。

「まだお尻痛いか？」

「トイレでちょっとね、でもあの人、ジャクソンったら優しいのよ、このスカーフ基地の中にあるお店で買ってくれたの、ランバンよ」

「モコまた来るかい？　疲れたなあ」

「うんちょっと騒々しいわね、でもあたしはまたパーティーがあれば来ると思うわ、だって遊べる時は滅多にないじゃない？　面白いことなんてないもん、どうせ結婚するんだし」

「何だモコ結婚するつもりなの」

「当り前よ、しないと思った？」

　交差点でトラックが無茶な右折をやり、砂埃がもうもうと舞い上がった。口や目に入った細かい砂を吐き出す。何てひでえ運転しやがんだ、自転車から降りて目を擦りながら郵便配達夫が呟く。

「ねえリュウ、ヨシヤマだけどさあ注意しててよ、あいつケイをよく殴るから注意しててよ。酔っ払ってひどいことするのよ、よく、蹴ったりさ。言ってやってね」

「本気でやるの？　本気じゃないだろ？」

「何言ってんの、いつかケイ、歯折られたのよ。ヨシヤマもわかんない人よ、酔うと人が変わるからね、とにかく注意しててね」

「モコは家族の人なんか元気なんだろ？」

「うん、おとうさんちょっと病気してるけどね、うちは兄貴が、ほらリュウも知ってるじゃない、まじめすぎるのよ。だからあたしがこんななっちゃって、でももう最近は諦めてるみたいね、アンアンに写真出たって言ったら、おかあさん喜んでたわ、うれしいのかしらね」

「もう夏だな、雨が少なかったって思わない？」

「そうね、リュウ、ウッドストックの映画だけどさ、あなた観た？」

「ああ、なぜだい？」

「今また観たくない？　今観ると白けるかしらどうかしらね、どう思う？」

「白けるよきっと、でもジミヘンは凄いだろうなあ、凄かったからなあ」

「やっぱり白けるわよねえ、でもやっぱり感動するかも知れないわよ、でもまた後で白けるんだろうなあ、ちょっと見てみたいなあ」

　ヤーヤーヤーと叫びながらタミとボブが黄色のスポーツカーで追い抜いて行った。モコは笑って手を振り喫っていた煙草をハイヒールの細い踵で踏みつけた。




「あんたにそんなこと言う権利あるの？　一体何のつもりよ、結婚してないからとかそんなのじゃないわ一体どうすればいいのよ、どうして欲しいわけ？　愛してるって言って欲しいの？　そうなの？　じゃあ言うわよ、でもからだにだけは触らないで、そいでもういろいろ言うのやめてよ、お願いだから」

「ケイ、違うんや怒らんでくれよ違うんや、俺の言ってるのはさあお互いに疲れるようなことは止めようってことよ、な？　疲れさせることばっかりやってるやろ？　な？　もう止めようやわかるやろ？　聞いてるのか？　ケイ」

「聞いてるわよ、早くしてよ、早く済ませて」

「俺はケイと別れる気はないよ、俺働くし港で沖仲仕やるしさ、横浜やと一日六千円やからなすごいやろ？　ちゃんとやっていけるよケイにはもう迷惑かけへんよ、俺はケイが他の男とやってもいいんや、クロンボとやっても文句なんか言わんかったやろ？　とにかく相手を疲れさすのだけは止めよ、こんなこと言い合っててもしょうがないやないか、俺あしたからでも働くよ、俺ちからつよいんやで」

　ケイはカズオの肩に回した手をどけようとしない。カズオはヨシヤマの目の前でニブロールを噛んで呑み二人の言い合いをニヤニヤして見ている。

　オキナワはパンツ一枚の姿で体から湯気を出し台所の床に座り込んでヘロインを打った。

　レイ子は顔を歪めて手の甲に針を入れ、おいレイ子お前そんなとこに打つのいつ憶えたんだ？　とオキナワに言われ、慌てて僕を見て、リュウによ決まってるじゃないと片目をつぶった。オキナワがレイ子に言う。

「何かレイ子のは拡がってたぞ」

「変なこと言わないでよレイ子セックス嫌いだもん、オキナワ信じてくれないの？　オキナワと以外はやらないよ」

　ケイが立ち上がりバーズのファーストアルバムをかけてボリュームをうんと上げた。

　ヨシヤマが何か言うが聞こえないふりをしている。ヨシヤマがアンプに手をのばして音量を下げ、ちょっと話し合うんや、と言った。

「話すことなんか何もないじゃないの、バーズ聞きたいのよほら音大きくしてよ」

「ケイ、その首のキスマークカズオか？　そうやろ？　カズオやな？」

「バカねえ、パーティーの時やったんじゃないクロンボが、ほらここのも見る？　クロンボが吸ったんだから」

　ケイはスカートを捲って太股にある大きなキスマークを見せる。そんなことやめなよケイ、カズオがスカートを降ろしてやる。

「それ、足のは知ってるよ、けど首のはきのうまでなかったやないか。なあリュウ、きのうまでなかったよなあ。カズオお前やったんやろ、やったならやったでいいから言えよ、カズオ」

「僕のくちびるこんなにでかくないじゃない、やったならやったでいいんなら、ヨシヤマそんなにムキになることないだろ？」

「ねえリュウ、ボリューム上げてよ。きょう起きた時からこれ聞きたかったんだから、わざわざアパート寄ってきたのよ、ボリューム上げてよ」

　僕はベッドに横になってケイの言葉は聞こえないふりをした。起き上がってアンプまで歩くのも面倒臭かった。足の爪を切る。レイ子とオキナワは台所に毛布を敷いて俯うつぶせに寝ている。

「俺が言ってるのはキスマークなんかの事やないんやで、いつも言ってる事と同じや。もっと本質的なことを言ってるわけよ。もう少しさ、優しくさ、労いたわり合ってさ、そういう事なんや。俺達は世間の奴らとはちょっと違う次元で生きてるんやからもっと労わりあってさ」

　カズオが足を擦りながら、何だよヨシヤマ、世間の奴らって、違う次元もくそもないよ、どういう意味だよ、そうヨシヤマに聞く。

　ヨシヤマはカズオの方を見ないで、お前は関係ない、と低い声で言った。

　僕の爪からはパイナップルそっくりの匂いがする。腰に何か触れる物があって、枕をどけて見るとモコの忘れたブラジャーだった。

　針金が通っていて花の刺繍がしてある。洗剤の匂いがする。押し入れに放りこむ。銀のネグリジェが下がっていてジャクソンの生温い精液の味を思い出し吐気がした。口のどこかに少しこびりついていて、舌を回すと時々その味が戻ってくるような感じがする。切り終わった爪をベランダに投げた。病院の中庭をシェパードを連れて歩いている女の人が見える。女はすれ違った人に挨拶し、立ち話を始めた。犬は鎖をピンと張って先へ進もうとする。ここから見える女の口の中は、江戸時代の女みたいに黒くてひどい虫歯なのだろうと思う。笑う時に大きく口を隠す。犬は前方を見て吠え、しきりに進みたがっている。

「俺達はさあ、お互いを必要としてるわけよ。俺にはよくわからないんや、もう俺にはケイしかおらんし、おふくろももうおらんしなあ、俺達って敵が多いやろ？　ケイもあの保護司に見つかるとやばいしさあ、俺ももう今度やられるとネリカンじゃ済まんしなあ。助け合うべきなんや昔みたいにさあ、あの京都の河で二人して泳いだやろ？　知り合った頃さあ、あの頃に俺は戻りたいなあ。何で俺達がこんな言い合いせなあかんのかわからんよ、もっと仲良くして頑張ろうよ、金なんて問題やないよ、ちゃんとやってきたし俺また働くし。ほらモコが教えてくれたあの六本木のとこからテーブルや棚なんか拾ってくるしさあ、ドレッサーとかオーブンなんかまであるらしいよ。それにまたケイ、ペンキ塗りなよ。

　金貯めてさ、俺働くから金貯めてさ、ケイ猫飼えばいいよ。東急に一匹いたやろ灰色のペルシャ猫、あれケイ欲しい言うてたやろ、あれ買ってやるよ。それでアパートも移るんや、気分新しくしてなトイレが部屋の中にあるとこな。

　そうや、リュウみたいに福生に来てもいいよ、ハウス借りてモコやオキナワなんかと住んでもいいやろ？　この辺は部屋のたくさんある米軍用のハウスがあるから、グラスもあるしパーティーなんか毎日やれるで。安い中古の車をさ、リュウの友達の外人が売りたがってるそうやから、それ買って俺免許取るよ。すぐ取れるよ、そしたら海行ったりできるやないか、楽しくやれるよ、なあケイ、楽しくやれるよ。

　おふくろが死んだ時さあ、あれ冷たくしたわけやないんやで、わかってくれよケイおふくろの方が大事やったわけちゃうんや、とにかくもうおふくろはおらんし、もうケイしかおらんし、な？　帰って二人でまたやり直しや。

　わかってくれたやろケイ、わかったやろ？」

　ヨシヤマはケイの頬に触ろうとした。ケイはその手を邪険に払い、下を向いて笑う。

「よくあんたそんなこと真面目な顔して言うわね、恥ずかしくないの？　みんな聞いてるのよ、あんたのおふくろどうしたって？　関係ないわよ、あんたのおふくろなんて知らないもん、関係ないわよ、あたしはあんたといるともう自分がいやなのよ、わかる？　自分がたまんなくなるのよ、みじめな気分になるのよ、あんたといると、自分がみじめになってそれが我慢できないのよ」

　カズオは笑いをこらえている。ヨシヤマが話している時口を押さえて必死で笑いをこらえていた。僕と目が合いケイがまた文句を言うのを聞いて、こらえきれずに笑いだした。ペルシャ猫だってさ、何だよ、笑っちゃうよ。

「ヨシヤマ、いい？　言いたいことあったらねえ、いつか質屋に入れたあたしのネックレス出してから言ってよ。パパがくれた金のネックレス出してから言ってよ。それからにしてよ。

　あんたが入れたのよ、ハイミナール買うからって、酔っ払ってあんたが」

　ケイは泣きだした。顔がブルブル震えている。カズオはそれを見てやっと笑うのを止めた。

「あ、何言ってるんや、ケイが質入れてもいいって言ったんやないか。ハイミナール飲みたいわって、ケイが先に言ったんやで、ケイの方から質入れようって言ったんやで」

　ケイは涙を拭う。

「もう止めてよ、あんたはそういう人よ、もういいわよ。知らなかったでしょう、あたしあの後泣いたのよ、帰り道で泣いたの知らなかったでしょう。あんた歌うたってたわね」

「何言ってるんや、泣くなよケイ、すぐ出すよ、すぐ出せるよ。沖仲仕やるからすぐ出すよ、まだ流れてへんよ、泣くなよケイ」

　鼻をかみ涙を拭くと、ヨシヤマが何を言ってもケイは返事をしなくなった。カズオにちょっと外に出ようと言う。カズオは足を指差して疲れてるからと断わっていたが、無理に立たせられて、まだ涙の溜まっているケイの目を見るとしぶしぶ承知した。

　リュウ屋上にいるからあとでフルートでも吹きにきてよ。

　ドアが閉まるとヨシヤマはケイと大声で呼んだが、外からは何も返事がなかった。

　オキナワが青い顔をしてブルブル震えながら、コーヒーを三杯入れて持ってきた。揺らして少し絨毯にこぼす。

「まあヨシヤマ、コーヒーでも飲めよ、お前すこし見苦しいぞ。いいじゃねえか、どうでもどうってことないよ。ほらコーヒー」

　ヨシヤマはコーヒーを断わり、かってにしろ、とオキナワが呟く。ヨシヤマは背中を丸めて壁を見て時々溜め息をついたり、何か言おうとしてやめたりした。台所の床に横になっているレイ子が見える。胸がゆっくりと波を打って死んだ犬みたいにぐったりと足を開げ、投げ出している。時々ビクンと体を震わせる。

　ヨシヤマが僕達をちらっと見て立ち上がり、外へ出て行こうとする。寝ているレイ子に目をやり、水道から水を飲んでからドアを開ける。

　おいヨシヤマ行くな、ここにいろよ。僕が言ったがドアの閉まる音だけがした。

　オキナワが苦笑いして舌打ちする。

「もうあいつらどうしようもないよ、どうしようもないってことがヨシヤマにはわかってないんだな、あいつバカだからな。

　リュウ、ヘロイン打つか、これすごくピュアだな、まだ残ってるぞ」

「いいよ、きょうは疲れてるんだ」

「そうか、お前フルート練習してる？」

「やってないなあ」

「だってこれから音楽でやっていくんだろ」

「そんなこと決めてないよ、とにかく今何もしたくないんだ、やる気みたいのがないからなあ」

　オキナワが持ってきたドアーズを聞く。

「何だ白けるのか？」

「まあね、でもちょっと違うけどな白けるって言うのとはちょっと違うけどな」

「この前クロカワに会ったよ、あいつなんか絶望してるって言ってたな、話はよくわからなかったが絶望してるんだってよ。アルジェリアに行くんだってよ、ゲリラになってな。まあ俺みたいのにそんな話するんだから本当に行きゃしないんだろうが、ああいう奴なんかの考えともリュウは違うんだろ？」

「クロカワさん？　うん、あの人とは違うよ、俺はただなあ、今からっぽなんだよ、からっぽ。

　昔はいろいろあったんだけどさ、今からっぽなんだ、何もできないだろ？　からっぽなんだから、だから今はもうちょっと物事を見ておきたいんだ。いろいろ見ておきたいんだ」

　オキナワの入れたコーヒーは濃すぎて飲めなかった。もう一度湯を沸かして薄める。

「じゃあ、インドにでも行くんだろ」

「え？　インドがどうしたって」

「インドに行っていろいろ見てくるんだろ」

「何でインド行かなきゃいけないんだ、そうじゃないよ、ここで十分さ。ここで見るんだ、インドなんか行く必要ないよ」

「じゃあＬＳＤで？　いろいろ実験したりするのか？　どうするんだか全然わからんな」

「うん俺にもよくわかってないんだ、自分でもどうしたらいいのかよくわからないからなあ。ただインドなんかには行かないよ、行きたいところなんてないなあ。最近さあ、窓から一人で景色を見るんだよ。よく見るなあ、雨とか鳥とかね、ただ道路を歩く人間とかね。ずうっと見てても面白いんだ、物事を見ておくって言ったのはこういう意味だよ、最近どういうわけか景色がすごく新鮮に見えるんだ」

「そんな年寄り臭いこと言うなよ、リュウ、景色が新鮮に見えるなんてそれ老化現象だぞ」

「バカ違うよ、俺の言ってるのは違うよ」

「違わないよ、お前は俺よりずっと若いから知らないだけさ、お前な、フルートやれよ、お前フルートやるべきだよ、ヨシヤマみたいなアホとつき合わないでちゃんとやって見ろよ、ほらいつか俺の誕生日に吹いてくれただろ。

　レイ子の店でさあ、あの時うれしかったよ。あの時何かこう胸がムズムズしてきてさ、何とも言えない気分になったんだ、すごく優しい気分にな。うまく言えないけど喧嘩した奴とまた仲直りしたみたいなそんな気分さ。あの時俺思ったんだ何てお前は幸せな奴なんだって思ったよ、お前がうらやましかったよ、あんな気分にさせるお前がさ。俺はよく知らないけど俺は何もできないからな。あれからまだああいう気分になったことないもんな、まあ実際に何かやる奴にはそいつにしかわからないことがあるかも知れないけどな。俺はただのジャンキーだけど、もうヘロインが切れてさあ、打ちたくて打ちたくてたまんない時あるんだよ、手に入れるためだったら人殺しでもするような時、そういう時に俺考えた事あったんだ。何かあるような気がしたんだ、いや俺とヘロインの間にさあ、何かがあってもいいような気がしたんだ。本当はもうガタガタ震えて気が狂う程ヘロインを打ちたいんだけど、俺とヘロインだけじゃあ何か足りないような気がしたな。打ってしまえばもう何も考えないけどな。それでその足りないものって言うのはさあ、よくわかんないけど、レイ子とかおふくろじゃないんだな、あの時のフルートだって思ったんだ。それでいつかお前に話そうと思ってたんだ。リュウはどういう気持ちで吹いたのか知らないけど俺はすごくいい気分になっただろう？　あの時のリュウみたいなのがいつも欲しいと思うんだよ。注射器の中にヘロインを吸い込むたびに思うよ、俺はもうだめさ、からだが腐ってるからなあ。見ろよ、頭の肉がこんなにブヨブヨになって、もうすぐきっと死ぬよ。いつ死んでも平気さ、どうってことないよ、何も後悔なんか何もしてないしな。

　ただ、あの時のフルート聞いたあの気分がどういうものかもっとよく知りたいな。それだけは感じるよ、あれ何だったのか知りたいよ。もし知ったらヘロイン止めようって思うかな、思わないだろうな。だからって言うわけじゃないけど、お前フルートやれよ、俺ヘロインさばいて金入ったらフルートのいいの買ってやるよ」

　オキナワの目は赤く濁っている。コーヒーを持ったまま話しパンツを雫が少し汚している。

「ああ、頼むよ、ムラマツがいいな」

「え？　何だ？」

「ムラマツさ、フルートのメーカーだよ。ムラマツのやつが欲しいんだ」

「ムラマツだな、わかった。お前の誕生日に買ってやるよ、それでまた俺に吹いてくれよ」




　ちょっと、リュウ、行って止めてきてよ、僕もうあの二人と付き合うのごめんだよ、ほんともう足が痛いっていうのに。

　カズオが息を弾ませてドアを開け、ヨシヤマがケイを殴ってる、そう言った。

　オキナワはベッドに横になり何も言わない。

　屋上の方からケイらしい悲鳴が確かに聞こえる。人を呼ぶ声ではなくて、殴られた瞬間に出る押さえのきかない重い悲鳴。

　カズオは残っていたヨシヤマの分の冷めたコーヒーを啜すすり、煙草を吸いながら足の包帯を取り換え始めた。早く行かないとヨシヤマ殺しちゃうかも知れないな、あれマトモじゃないんだよ。

　そう呟くカズオにオキナワが身を起こして言う。

「いいよいいよ、やらせとけよ、もう好きにさせてやろうぜ、うんざりするな、全く。ところでカズオ、その足どうしたんだ？」

「ああバットでね、ガツンさ」

「誰が？」

「日比谷のガードマンさ、もう説明するのも面倒臭いくらいいやな事件だよ、行かなきゃよかったな」

「お前打撲だろ？　打撲なら包帯せずにサロンパスがいいよ、骨でも折れたのか？」

「うん、でもあいつバットに釘を打ち込んでたからなあ。だから消毒しなきゃあ、知ってるだろ？　釘っていちばん化膿しやすいんだ」




　風に揺れる洗濯物の向こうでヨシヤマはケイの髪を掴み腹を蹴っている。ヨシヤマの膝がめり込むたびにケイは腫れあがった顔で呻く。

　血を吐いてぐったりとなったケイをヨシヤマから離す。ヨシヤマのからだには冷たい汗がびっしりとついて、触れた肩の肉はカチンカチンに硬張っていた。




　ベッドの上でケイは苦しそうに呻いている。歯をガチガチ鳴らしシーツを掴んだり蹴られたところを押さえたりして。レイ子が台所からよろけながら起きてきて、泣いているヨシヤマの頬を思いきり張った。

　カズオはいやな顔をして傷口を消毒し、きつい匂いの薬を塗っている。オキナワがニブロールをお湯に溶かしてケイに飲ませる。

　こりゃやばいな、腹やる奴があるかよ。ヨシヤマ、お前ケイ死んだら殺人だぞ。オキナワがヨシヤマにそう言い、俺も一緒に死ぬんや、と泣き声の返事が聞こえるとカズオがクスクス笑った。レイ子が冷やしたタオルを額に乗せ顔の血を拭いてやる。腹を調べると緑色に内出血している。ケイはどうしても病院には行かないと言い張った。ヨシヤマが近づいて来て、涙をケイの腹にこぼしながら顔を覗き込む。ケイはこめかみに太い血管を浮き出させて黄色い汁を吐き続ける。右の目はまぶたから白目から瞳まで真赤だ。レイ子は切れている唇を開き、折れた歯から溢れる血をガーゼを詰めて止めようとする。

　ゴメン、ゴメンなケイ、ヨシヤマが声を嗄からして小さな声で言う。カズオが包帯を換え終わって、ゴメンはないだろ、自分でやっといて、そりゃひどいよ、そう言った。

「顔洗っといでよ」

　レイ子がヨシヤマの肩を押して台所を指差す。その顔見てるとたまんないわ、いいから顔洗ってきてよ。

　ケイは腹を押さえた手を離し、ヘロイン打ってやろうか？　と聞いたオキナワに首を振って喘ぎながら言った。

「悪いわねみんな、せっかくいい気持ちでいたのにね。でもこれで終わりよ、終わりになると思って、あたし我慢したんだもん」

　そんなにいい気持ちでもなかったから気にするなよ、オキナワが笑いかける。

　ヨシヤマがまた泣き始めた。

「ケイ、終わりだなんて言わんでくれ、ケイ、別れんでくれ、頼む、許してくれ、何でもするよ」

　オキナワがヨシヤマを台所の方に押しやる。

　ほら、もうわかったから顔洗って来いよ。

　ヨシヤマはうなずいて顔を袖で拭いながら台所へ向かい、水道の音が聞こえた。

　戻ってきたヨシヤマを見て、カズオが大声をあげた。こいつもうだめだ、とオキナワが首を振る。レイ子は見た瞬間悲鳴をあげ目をつぶった。ヨシヤマの左手首がパックリ割れて血が絨毯に溢れ出ている。カズオは立ち上がって、リュウ、救急車呼んで来いよ、と叫ぶ。

　ヨシヤマはブラブラ揺れている傷口から先の部分を右手で支え、ケイ、わかってくれたやろ？　と鼻声で言った。

　僕が救急車を呼びに行こうとするのをケイが腕を掴んで引き止めた。ケイはレイ子に支えられて起き上がり、血をボトボトこぼして立っているヨシヤマの目をじっと見た。ヨシヤマに近づき、そっと傷口に触れた。ヨシヤマはもう泣いていない。ケイはヨシヤマの割れた手首を持ち上げて目の前にかざし、腫れ上がった口を歪めてしゃべりにくそうに言った。

「ヨシヤマ、あたし達今から食事に行くわ、みんなお昼まだだから食べに行くわ。あんたね、死にたかったら一人で死ぬのね、リュウに迷惑かけないように外に出てって一人で死ぬのよ」







　ワックスで磨かれた廊下を、花束を持った看護婦が通る。看護婦は靴下を片方だけはき、もう一方の足首には黄色い染みのある包帯を巻いていた。僕の前で、退屈そうに足をブラブラさせていた女が、キラキラしたセロファンに包まれたその大きな花束に目をやり、隣の母親らしい女の肩を叩いて、あれ高いだろうね、と耳打ちした。

　左手に何冊かの週刊誌を抱えた松葉杖の男が薬の順番を待つ人の列を横切っている。右足は太股からすでに棒のように伸びきって、足首は内側に捩曲がり、足の甲から指に白い粉がふき出ている。その中でも小指と薬指は足型の肉塊から突き出た疣いぼのようにしか見えなかった。

　僕の隣には首を硬い包帯で幾重にも巻かれた老人がいる。その向かい側で編み物をしている女の人に、あたしゃね、と話しかけている。

　あたしゃね、首を引っ張ってもらうんだ。顎に白い枯れた毛をパラパラと垂らして、皺とあまり見分けがつかない切り傷のような目で、規則正しく動く女の人の手許を見ながら。

　それが痛くてねえあなた、死んだ方がましだって何で死ななかったかと思う程痛いんだ。いやになっちまうねえ、実際、他にないのかねえ、やり方が年寄り向きのねえ。

　首に手をやって空気が漏れるように笑う老人を、色の黒い太い首の女の人は手を休めずに見る。

　まあ大変ですねえ。

　老人はそう言われて笑い、赤や茶色の染みのある顔を撫でながら空咳をした。

　いやいやもう年寄りが車なんぞ運転するもんじゃないねえ、あたしも嫁にもう乗るなってね、おとりあげですよ。

　白い頭巾を被った掃除婦が、床に点々と落ちているヨシヤマの血を拭きにやってきた。

　モップとバケツを持ち腰の曲がった、丸い顔の女は、自分が出てきた廊下の奥を振り返って、あらあ、カシさんカシさんあたしはやっぱりいいよう、止めとくよう、と大声で言った。

　待合所に座っていたみんなが、その声で顔を上げた。女は昔流は行やった歌をうたいながら拭き始める。

　何だ自殺したの？　まあ死ななかったから未遂だなあ、でもねえ、あんたこんなことやってもまずだめよ。手首ってもねえ、人間ってのは死なないようにって、からだがうまくできてんだもん。こう壁かなんかにきつく押しあててさ、皮膚を引っ張って薄くするわけよ、血管を脹らしてさそいでスパリ。でもまあ狂言じゃなくて本気で正直に死ぬんだったらここだなあ、ほらここ、耳の下あたりを剃刀かみそりでスパリね。まずいっちゃうよ、私のとこに救急車ですぐ持って来られてもどうしようもないですね。

　ヨシヤマの手首を見た医者はそう言った。診療室でヨシヤマはしきりに目を擦っていた。

　泣いていたことをこの中年の医者に知られたくなかったのだろうと思った。

　首に包帯の老人が掃除婦に話しかける。

「落ちますか？」

「え？　ああ濡れてるうちにやると、うんすぐ落ちるんだけどねえ、これ」

「大変ですね」

「え？　何が？」

「いや血を拭き取るなんて大変ですねえ」

　車椅子に座った子供達が黄色いボールを投げ合って中庭で遊んでいる。三人、みんな首がとても細い。捕球しそこなうと一人の看護婦がボールを拾う。一人よく見ると手首から先がツルンとして何もない子供がいて、彼は看護婦がそっと浮かせたボールを腕で打ってゲームに参加している。打ったボールは必ずよそへ逸それるが、子供は歯を見せて笑っていた。

「へえ血ってやつも面倒なもんなんですねえ。いやあね、あたしゃ戦争行ってないもんでね、血が付いたのをあまり見たことなかったんだがいやこれは驚いた大変なもんだ」

「あたしだって戦争なんか行ってないよ」

　掃除婦はこびりついて残った血に白い粉をかけた。床に膝をついて手にした刷は子けで擦る。

　ボールが水溜まりに転がり、看護婦が持っていたタオルで拭く。手首のない子供は待ちきれないのか何か声をあげて短い腕を振る。

「塩酸か何かでやると落ちるっていうねえ」

「ありゃ便器だけだよ。こんなとこやった日にゃ、床全体ダメにしちまう」

　遠くの木が揺れている。看護婦は子供の目の前にボールを放る。下腹を突き出した多勢の妊婦達が、ぞろぞろとバスから降りてこちらに向かう。花束を持った若い男が階段を駆け上がり、編み物の女の人がそちらを見る。掃除婦はさっきと同じ歌をハミングし、老人は曲がらない首のため高く持った新聞を読んでいる。

　ヨシヤマの血は白い粉を混ぜられて、ピンクの泡になって床にまだある。

「リュウ、本当に悪かったな、俺、金貯めてインド行くよ、沖仲仕やって金貯めてさ、もうわずらわしいことごめんや、インド行くよ」

　病院からの途中ヨシヤマは一人で話し続けた。ゴム草履にも足の指にも血がついて時々包帯に触れる。顔がまだ青白いが、痛みはないといった。捨てたパイナップルはポプラの側にちゃんと転がっている。夕方だし鳥は姿が見えなかった。




　カズオは部屋にいなくて、あの後すぐ帰ったとレイ子が言った。

　あいつヨシヤマの勇気も買うべきだって、バカじゃないのかしら何もわかってないのね。

　オキナワは三回目のヘロインを打って床に転がり、ケイは顔の腫れがだいぶひいた。ヨシヤマはテレビの前に座る。

　ゴッホの伝記映画やな、リュウも見なよ。

　レイ子はコーヒーを頼んでも返事しない。ヨシヤマはインドに行く決心をしたとケイに言うが、ケイは、そう、と一言だけ返事をした。

　レイ子は立ち上がり、煙草をくわえて動こうとしないオキナワの肩を掴んで揺すり、ねえ残りはどこにやったのよう、と聞き、バカ野郎もうないよ、あれで終わりだあ、お前打ちたいんなら買って来いよ、そう言ったオキナワの足を思いきり蹴りつけた。煙草の灰がオキナワの裸の胸にこぼれる。オキナワは小さく笑って動こうとしない。レイ子はオキナワの注射器をベランダのコンクリートに叩きつけて割った。

　おいちゃんと掃除しろよ。僕が言っても何も答えずにニブロールを五錠も噛んで飲んだ。オキナワはからだを揺すってずっと笑い続けている。

「ねえ、リュウ、ちょっとフルート吹かないか？」

　僕を見てそう言った。テレビではカーク・ダグラスの扮するヴァン・ゴッホがブルブル震えて耳を切り落とそうとしている。

　ヨシヤマったら、この人の真似したのね、あんたのやることいつも真似ね、ケイが言う。

「フルート吹く気分じゃないよ、オキナワ」

　ゴッホがものすごい叫び声を上げオキナワを除く全員がテレビの方を見た。

　血の滲んだ包帯に触りながらヨシヤマは時々ケイに話しかける。もう腹は本当に大丈夫か、俺もふっきれたよ、インド行きの件では、ケイはシンガポールまで来ればいいとか、そしたら俺が迎えに行くからハワイにも行けるとか、ケイは一切返事をしなかった。

　オキナワの胸はゆっくり浮き沈みする。

「レイ子、からだ売ってヘロイン買うよ、ジャクソンが教えてくれたんだ。リュウ、ジャクソンのハウス連れてってよ。いつでも来いって言ったのよ、オキナワには頼まないわ、ジャクソンのとこ連れてってよ」

　突然レイ子が大声で叫ぶ。オキナワがまた身をよじって笑う。

「ふん笑ってなよ、何がジャンキーよ、乞食じゃないの、汚ならしい格好して、乞食と一緒じゃないよ。臭いしグニャグニャのあんたのチンコしゃぶるのはもうイヤよ、インポ！　レイ子もう店売るわ、リュウ。そいでこっち来るから車買ってさ、ヘロインも買う、それでジャクソンの女になるわ。サブローでもいいよ。

　キャンピングカー買って、その中に泊まれるようなバス買って、毎日パーティーするよ。ねえ、リュウ、そういう車捜してよ。

　オキナワ、あんた黒人のがどんなに長いか知らないでしょ。ヘロイン打ったってずっと長いままよ、うんと奥まで届くわ。フン、あんたのなんか何よ、乞食、どんだけあんたが臭いか知ってるの？」

　オキナワは起き上がって煙草に火を付けた。どこを見ているのかわからない目をして弱々しく煙を吐く。

「レイ子、お前沖縄に帰れよ、俺が附いていってやるよ。その方がいいよ、また美容師の勉強しろよ、おふくろさんには俺から話してやるよ、お前こんなとこいるとダメだ」

「ふざけんじゃないよ、オキナワ、いいからあんた寝てなよ、今度切れようが泣いて頼もうが金なんか貸さないから、あんたこそ帰りなよ。帰りたいのはあんたの方じゃないの、帰りたくても旅費なんかやらないよ。もうヘロインないんだから苦しみ抜いてレイ子に泣いて頼みなよ。また泣いて頼みなよ、金貸してくれって、千円でいいからって頼んでみなよ、一円だってやらないよもう。あんたこそ沖縄に帰りなよ」

　オキナワはまた横になって、かってにしろと呟き、おいリュウ、フルート吹けよ、そう僕に言う。

「フルート吹く気分じゃないって言ったろ？」

　ヨシヤマはもう何も言わずにテレビを見ている。ケイはまだ少し痛むらしくニブロールを噛む。テレビでピストルの音がしてゴッホが首を折り、ああやりやがった、とヨシヤマが呟いた。







　柱に蛾が止まっている。

　最初染みかと思ったが、じっと見ていると、かすかに位置をずらした。灰色の羽に薄すらと産毛うぶげが生えている。

　みんな帰っていった後の部屋はいつもより暗く感じる。光が弱くなったのではなくて、光源から僕が遠去かったようだ。

　床にいろいろ落ちている。絡まって丸くなった髪の毛、きっとモコの髪だ。リリーが買ってきたケーキの包み紙、パン屑、赤や黒や透明の爪、花びら、汚れているちり紙、女の下着、ヨシヤマの乾いた血、靴下、折れた煙草、グラス、アルミ箔の切れ端、マヨネーズの瓶。

　レコードジャケット、フィルム、星形の菓子箱、注射器のケース、本、本はカズオが忘れていったマラルメの詩集だ。僕はマラルメの背表紙で、黒と白の縞模様がある蛾の腹を押し潰した。蛾は脹らんだ腹から体液が漏れる音とは別の小さな鳴き声をだした。







「リュウ、あなた疲れてるのよ、変な目をしてるし、帰って寝た方がいいんじゃない？」

　蛾を殺した後、妙に空腹を感じて冷蔵庫にあった食べ残しの冷たいローストチキンを齧った。それが完全に腐っていて、舌を刺す酸味が頭の中にまで拡がった。喉の奥に詰まったねばつく塊を指で出そうとした時、寒気が全身を包んだ。殴られたような激しい寒気だった。鳥肌がどんなに擦っても首筋にずっと残り、何度うがいをしても口の中が酸っぱく、歯茎がヌルヌルした。歯の隙間に引っ掛かった鳥の皮がいつまでも舌を痺れさせた。吐き出したチキンは唾液に塗れ、ドロドロになって流しに浮いた。流しの排水孔には角切りの小さなじゃがいもが詰まって、表面に油が渦を巻く汚ない水が溜まっていた。そのヌルヌルして糸を引くじゃがいもを爪で挟んで取り出すと、水がようやく減り始め、鳥肉の屑は円を描いて穴に吸い込まれていった。

「帰って寝た方がいいんじゃない？　あの変な連中はもう帰ったの？」

　リリーはベッドを直している。半透明のネグリジェを通して尻が盛り上がって見える。天井の赤いライトで左手の指に嵌められた指輪が時々光る。カットされたそれぞれの面に同じ大きさの灯りが光る。

　ローストチキンの大きな固まりは排水孔に引っ掛かって流れきれなかった。じゅうっという音で小さな四つの穴に貼り付いた。僕の歯で砕かれ唾液で溶かされたねばつく固まりには、それでも鳥の毛穴がはっきりと見え、何本かプラスチックみたいな毛も生えていた。手にいやな匂いの油が付き、洗ってもその匂いは消えなかった。そして台所から居間に戻り、テレビの上の煙草を取りに歩いているうちに、言いようのない不安感が僕を取り巻いた。皮膚病の老婆から抱きつかれたような感じがした。

「あの変な連中もう帰ったの？　リュウ、あなたコーヒーでも入れてあげるわ」

　リリーがいつも自慢するフィンランドの徒刑囚が作った白くて丸いテーブル、それが光を反射している。表面にはわずかに見分けられる緑色が見える。一度その色に気付くと、目の中で色相を強めていく独特の緑色、陽が沈む海面では揺れるオレンジ色の隣に、ひっそりとこの種の緑色が見えるものだ。

「コーヒー飲むでしょう？　ブランデーでも落としてぐっすり寝なきゃだめよ。あたしもあの日以来からだおかしくて店にも出てないのよ。車の修理もしなきゃだし、あれひどく引っ掻いたものねえ、衝突のところはへっこんでなかったけど、今塗装高いから本当に困るわ。でももう一度やってみたいね、リュウ」

　ソファから立ち上がってリリーが言う。その声が曇っている。古い映画を見ているような、遠くにいるリリーが長い筒でも使って声を送ってきているような感じだ。今ここにいるのは、口だけを動かす精巧なリリーの人形で、ずっと以前に録音されたテープが回っているようなそんな感じだ。

　僕の部屋でからだを被った寒気は、どうやっても消えなかった。セーターを出して着ても、ベランダの戸を閉めカーテンを引いても、汗は出てきたが寒気はずっと残ったままだった。

　閉めきった部屋では風の音が小さくなり、耳鳴りだけが聞こえるようになった。外が見えなくなると閉じ込められている感じになった。

　外など気にかけていなかったけれど、まるでずっと見ていたかのように道路を横切る酔っ払いや、走っていく髪の赤い女や、走る車から投げられる空缶や、黒々とのびるポプラや、夜の病院の影と星が不思議にありありと目に浮かんできた。同時に外界と遮断され自分が切り捨てられたような気になった。部屋にいつもとは違う気体が充ちて、息苦しさを感じた。煙草の煙が上がりどこからかバターの焦げる匂いがした。

　その匂いが漏れ込む穴を捜しているうち、死んだ昆虫を踏んでしまい、体液と鱗粉が足の指を汚した。犬の吠声を聞きラジオをつけると、ヴァン・モリソンが歌っていたドミノという歌。

　テレビをつけると、いきなり怒り狂う坊主頭の男がアップで映り「当然じゃないですか！」と彼は怒鳴り、消すと吸い込まれるように暗くなった画面に、歪んだ僕の顔が現われた。口をパラパラ動かして暗い画面の僕は、何か一人言を言った。

「リュウ、そっくりの男が出てくる小説を見つけたわ。本当にあなたに似てるの」

　リリーは台所の椅子に座って、丸いガラスの中の水が沸騰するのを待っている。小虫が回りを飛ぶのを手で払う。さっきまでリリーのからだが沈んでいたソファに深く腰掛け、僕は絶えず唇を舐めている。

「ねえ、その男って言うのはね、ラスベガスで売春婦を何人か持ってるのよ、いろんな金持ち相手にパーティーをやって女を提供するわけ、リュウと同じじゃない？　でも若いの、リュウと同じだと思ったな。あなた十九でしょ？」

　ガラスの表面が白く濁り湯気が昇り始めた。ランプの炎が揺れて窓に映っている。壁にできたリリーの大きな影が動く。天井の電球による小さくて濃い影とアルコールランプによる薄い巨大な影の重なった部分は、まるで生き物のような複雑な動き方をする。分裂する時のアミーバそっくりだ。

「リュウ、聞いてるの？」

　僕は、ああ、と答える。自分の声は熱く乾いた舌の上で止まり、全く別人の声に変わって出てくる感じだ。何か自分の声ではないような不安な気持ちになって、しゃべるのが恐くなる。羽飾りのついた帽子を持ち、時々ネグリジェをはだけて胸を掻きながらリリーは話す。

「男はさ、自分の高校の時の親友の女をね、売春婦にしちゃうのよ」

　最後に残ったオキナワは、臭く匂う作業服を着て、さよならを言わずにドアを閉めた。

「その男も売春婦の私生児なのよ、でも相手はどこか小さな国の皇太子なの、ラスベガスにおしのびで遊びに来た皇太子の落とし子なの」

　リリーは一体何をしゃべっているのだろう。

　視界が正常ではない。見ているものは微妙に霞んで目に入ってくる。リリーの横の調理台にある牛乳瓶には、その表面にびっしりと発疹が広がっているようだ。背を丸めたリリーにもその発疹がある。表面に付着すると言うよりも、皮膚を削り取って生まれたような発疹。

　肝臓を悪くして死んだ友達を思い出す。そいつがいつも言ってたこと。ああ俺は思うけど本当はいつも痛いんだ痛くない時だってただ忘れてるだけなんだ、痛いってことを忘れてるだけさ俺の腹におできできてるってそのせいじゃないよ、誰だっていつも痛いのさ。だからキリキリ痛みだすと何だか安心するね、自分に戻った感じでつらいけど、安心するんだ俺は。生まれた時からずっと腹が痛かったからなあ。

「その男が砂漠に行くのよ夜明けに、車を飛ばしてネヴァダ砂漠に行くの」

　泡を吹いて沸騰しているガラスの中へ、リリーは茶色の缶の中の黒い粉をスプーンで入れる。香りがここまで漂う。ジャクソンとルディアナがからだに跨がっていた時、自分のことを黄色い人形だと本当に思った。あの時どのようにして人形になっていったのだろうか。

　今、赤い髪を背中に垂らし腰を曲げたリリーは人形に見える。古くなってカビの匂いのする人形、紐を引くと同じ台詞せりふをしゃべる人形、胸の蓋をこじ開けると銀色の電池が何個か入っていて話す時目が光るように作られた人形。パサパサした赤い髪を一本一本埋められ、口にミルクを飲ますと下腹の穴からねばねばした液を垂れ流し、床に叩きつけても内蔵されたテープレコーダーが壊れない限りしゃべり続ける人形。リュウ、おはよう、あたしリリーよ、リュウ、あなた元気？　あたしリリーよ、おはよう、リュウ、元気？　あたしリリーよ、おはよう。

「その男はさあ、ネヴァダ砂漠で水爆の基地を見るのよ。ビルディングみたいに大きな水爆が並んでるの、夜明けの基地よ」

　僕の部屋、あの時まとわりついた寒気はどんどんひどくなっていった。服を着込み、毛布に潜り、ウイスキーを飲み戸を開けたり閉めたりして寝ようとした。濃いコーヒーを飲み、体操をしたり、何本も煙草を吸った。本を読んで灯りを全て消しまた点した。目を開けて天井の染みを長いこと見続け目を閉じて数を数えた。昔見た映画のストーリーを思い出し、メイルの欠けた歯を、ジャクソンのペニスを、オキナワの目を、モコの尻とルディアナの短い陰毛を思い出した。

　閉めきったベランダの戸の外で、数人の酔っ払いが昔の歌を大声で唱いながら通った。僕は鎖に繋がれた囚人の合唱か、重傷を負い戦闘不能になった日本兵が、岸から飛び込む前に合唱する軍歌のようだと思った。暗い海を前にして顔中に包帯を巻き、痩せ細ったからだのあちこちに穴があき、そこから膿が吹き出し蛆うじが這い回り、東を向いて敬礼する目に全く光のない日本兵が唱う、悲しい曲のように聞こえた。

　その歌を聞きながら、テレビにぼんやりと映る歪んだ自分を見ていると、どうあがいても浮かび上がることのできない深い夢の中に沈んでいく感じがした。テレビに映る僕と僕の目の裏側で歌う日本兵が重なって見えた。重なる映像を作り出す黒点は、その密度の差によって像を浮かび出す黒い点は、まるで桃の木に密生して蠢うごめく無数の毛虫のように、うじゃうじゃと頭の中を這い回った。ギザギザのある黒点はざわざわと音をたてしだいに形のない不安な形を作り、僕はびっしりとからだを被う鳥肌に気付いた。暗い画面に映る濁った目が、熔けるように歪み崩れて、僕はその自分にお前は一体誰なんだと呟いた。

　お前は一体何に怯えているんだ、そう言った。

「ミサイルよ、あれほらＩＣＢＭ、それが並んでるのよ、広々として何もないネヴァダの砂漠にね。人間がまるで虫みたいに見える砂漠によ。そのミサイルがあるわけよ、まるでビルみたいなミサイルがあるのよ」

　球体のガラスの中が沸騰している。黒い液体が跳ねて、リリーは飛んでいた虫を叩き殺す。手の平で一本の線になって死んだ虫を剥ぎ取り、灰皿に捨てる。灰皿からは紫色の煙が昇っている。黒い液体から出る湯気と混じって上へ昇っていく。リリーの細い指が煙草を摘まみ、ランプの炎に蓋をして消す。壁にあった巨大な影が、部屋全体に一瞬拡がってから萎む。まるで脹らんだ風船が漂って針に触れる時そっくりに影は消える。天井の電球が作る、より小さな濃い方の影に吸い込まれる。

　カップに移したコーヒーをリリーは僕に渡した。覗き込むと、表面に揺れて僕が映っている。

「そして男はね、丘の上からミサイルに叫ぶのよ、いろいろな事があって、もうわけがわからなくなってたのよ。今まで自分がしてきたことや、今の自分や、これからどうしたらいいかって事がわからないし、誰にも聞けないし、うんざりしてとても孤独だって思ってたのよ。それでミサイルに向かって心の中で叫ぶの、爆発しろって、爆発してくれって」

　僕は黒い液体の表面にも発疹があることに気付く。小学生の頃、祖母が癌で入院した。

　医者が与えた痛み止めの薬に祖母はアレルギーを示し、顔の形が変わる程の湿疹で全身がただれた。見舞いに行った僕に、その湿疹を掻きむしりながら祖母が言った事、リュウ坊、もうおばあちゃん死ぬよ、あの世のできものができてしもうた、もうおばあちゃん死ぬよ。祖母にできたあの湿疹そっくりの何かが、黒い液体の表面に浮いているのだ。リリーに促されて僕はそれを飲む。熱い液体が喉を流れ込んだ時、僕は僕の中で、それまであった寒気と外の物体についていた発疹が混じり合ったと感じた。

「ねえ、何となくリュウに似てるでしょ？　あたし思ったんだもん、読んだ最初からリュウに似てるなって思ったのよ」

　リリーはソファに座って話している。リリーの足は不思議なカーブを描いて赤いスリッパへと吸い込まれている。いつか公園でＬＳＤをやった時、今と同じような気持ちになったことがある。夜の空にのびる木と木の間に外国の町が見え、そこを僕は歩いていた。その幻の町は人通りがなく家々はみんな戸を閉めて、僕は一人で歩いていた。町外れまで歩くと痩せた男がいて、この先に行ってはいけないと僕を止めた。構わず進むと僕のからだは冷え始め、自分を死人だと思った。その死人となった僕は青い顔をしてベンチに座り、夜のスクリーンに映る幻覚を見ている僕の方へと向かい始めた。まるで本物の僕と握手でもしたがっているように近づいてきた。あの時僕は恐怖を感じて後ろに逃げた。それでも死人の僕は追ってきて、ついに僕を捕え、僕の中に入り込み僕を支配した。その時今と全く同じ気分になったのだ。頭に穴があいて意識と記憶が漏れ出ていき、代わりに腐ったローストチキンみたいな寒気と発疹が詰まっていくそんな気分。しかしあの時、湿ったベンチに震えながらしがみついて自分に言い聞かせた。

　いいかよく見ろ、まだ世界は俺の下にあるじゃないか。この地面の上に俺はいて、同じ地面の上には木や草や砂糖を巣へ運ぶ蟻や、転がるボールを追う女の子や、駆けていく子犬がいる。

　この地面は無数の家々と山と河と海を経て、あらゆる場所に通じている。その上に俺はいる。

　恐がるな世界はまだ俺の下にあるんだぞ。

「その小説読んでリュウのこと考えたわ。あたしリュウもこれからどうするんだろうって考えたわ、その男のことはわからないのよ。だってまだ全部読んでないんだもの」

　小さい頃走って転んだりすると、ヒリヒリする擦り傷ができて、その傷一面に強い匂いの染みる薬を塗ってもらうのが好きだった。こすれて血の滲んだ傷口には必ず土や泥や草の汁やつぶれた虫がこびりついて、泡と共に染みる薬の痛さが好きだった。遊び終わって沈んでいく太陽を見ながら、顔をしかめて傷口にフーフー息を吹きかけていると、夕方の灰色の景色と自分が許し合っているような安心感を覚えた。ヘロインと粘液で女と溶け合うのとは反対に、痛みによって周囲から際立ち、痛みによって自分が輝くように感じた。そういう輝く自分は沈んでいく美しいオレンジの光とも仲良くできるのだと思った。あの時、僕の部屋でそのことを思い出した僕は、我慢できない寒気を何とかしようとして、死んで絨毯に転がる蛾の羽を口の中に入れた。蛾は表面が硬張り、腹からは緑色の汁が出て少し固まっていた。金色の鱗粉が指紋に沿って光り、目は黒い小さな球で胴体から離れる時糸を引いた。羽を破り舌に乗せると、薄い産毛が歯茎を刺した。

「コーヒーおいしい？　何か言ってよ、リュウ、リュウ、どうしたの？　何考えてるの？」

　リリーのからだは金属で作られているように見える。あの白い皮を剥がすとピカピカの合金が現われるのかも知れない。

　ああ、あ、うまいよ、リリー、うまいよ、僕はそう答える。左手が痙攣する。大きく息を吸う。壁に女の子のポスターがある。空地で縄飛びをしていて足をガラスで切った女の子のポスター。変な匂いが流れてくる。手にした熱くて黒い液体のカップを床に落とした。

　何やってるのリュウ、一体どうしたの？

　白い布を持ってリリーが近づいてくる。白いカップは床で割れ絨毯が湯気をたてて液体を吸い込む。足の指の間で液体は温ぬるくなってべとつく。

　何？　震えてるの？　一体どうしたって言うの。リリーのからだに触れる。ザラザラして硬くまるで古くなったパンみたいだ。リリーの手は僕の膝に置かれている。ちょっと足洗ってらっしゃいよ、まだシャワーでるから、早く洗ってきて。リリーの顔は歪んでいる。リリーは身をかがめて割れたカップの破片を拾い上げている。若い外人の女が表紙で笑っている雑誌の上へ摘まみ上げる。液体が溜まっていた破片があって、それを灰皿へ滴らせる。燃えていた煙草が音をたてて消える。リリーが突っ立っている僕に気付く。クリームを塗って光っている額。最初から何か変だと思ってたのよ。あなた何かやってるわね、とにかく足洗ってきてよ、そんな足で絨毯汚されたんじゃかなわないわ。ソファに掴まって、僕は足を踏み出す。こめかみが熱く部屋が回転して傾くような眩暈めまいがする。早く洗ってきてよ、何見てるの？　早く洗ってきてよ。

　シャワー室のタイルは冷たく、放り出されたホースはいつか写真で見た電気椅子のある死刑室を思い出させる。洗濯機の上に赤く汚れた下着がある、黄色のタイルの壁には蜘蛛が糸を引き、摺りながら走り回っている、音をたてずに足の甲を水が流れる。金網が被せられた水を吸い込む穴に紙屑が詰まっている。僕のアパートを出てここに来る途中、灯りが消えた病院の中庭を通った。その時僕は握りしめていた蛾の死骸を植え込み目がけて投げた。朝太陽があの緑の体液を乾燥させ、餓えた昆虫が餌にするだろうと思って。

　何してるの？　もうリュウ、あなた帰ってよ、付き合ってられないわ、リリーが僕を見ている。柱に寄りかかって持っていた白い布をこのシャワー室に投げ入れる。布は黒い液を少し吸って汚れている、僕は生まれて初めて目を開いた赤ん坊のように、リリーとその白くてキラキラ光るネグリジェを見る。あのフサフサしたものは何だろう、その下でクルクル回る光る球は何だろう、その下の二個の穴を持つ隆起は何だろう、柔かそうな二枚の肉で縁取られた暗い穴は何だろう、その中の白い小さな骨は何だろう、ヌルヌルした赤い薄い肉は何だろう。

　赤い花模様のソファ、灰色の壁、赤い髪の毛が絡み付いたヘアブラシ、ピンクの絨毯、ドライフラワーが吊るされたところどころに染みのあるクリーム色の天井、直線になって降りている電線をくるんだ布製のコード、その捩れたコードの下で揺れている閃めく光の球、球の中には水晶のような塔がある。塔はものすごい速さで運動している、目が焼けるように痛くて閉じると笑っている何十人という人間の顔が見えて息が詰まる。一体どうしたって言うのよ、おどおどして、気でも狂ったの？　リリーの顔に赤い電球の残像が重なる。残像は熔けていくガラスのように拡がったり捩曲がったりして砕け、斑点になって視界の端から端へと散っていく。リリーが赤い斑点のある顔で近づき僕の頬に触れる。

　ね、何で震えてるの？　何か言ってよ。

　ある男の顔を思い出す、あの男の顔にも斑点があった。昔、田舎で叔母さんの家を借りていたアメリカ人の軍医の顔。リュウ、鳥肌たてて本当にどうしたの？　何か言ってよ恐いわ。

　軍医は叔母さんの使いで家賃を取りに行く僕に、猿みたいに痩せて毛の濃い日本人の女の股をいつも見せてくれた。大丈夫だよリリー、大丈夫さ、何でもないんだ、ただちょっと落ちつかなくてさ、パーティーが終わるといつもこうなるんだ。

　軍医の部屋、先端に毒が塗られたニューギニアの槍が飾ってある部屋で、厚化粧の日本人の女は足をバタバタさせて股を見せた。

　ラリっているのね？　そうでしょう？

　リリーの目の奥に吸い込まれる、リリーから呑み込まれるような気がする。軍医は女の口を開けて見せ、歯を溶かしてしまったよ、と日本語で言って笑った。リリーはブランデーを取り出す、あなた正常じゃないわよ、病院連れてってやろうか？　女はぽっかりとあいた穴のような口で何かわめいていた。リリー今ちょっとわけがわからないんだ、ヒロポンあったら打ってくれないか落ちつきたいんだ。

　リリーはブランデーを無理に飲ませようとする。僕はグラスの縁を強く噛んだ、濡れたガラスを透かして天井の灯りが見える、斑点の上にさらに斑点が重なり眩暈はひどくなって吐気がしてくる。今なにもないのよ、あの後あのメスカリンの後みんな打ったから、あたしもひどく不安になったからみんな打ったの。

　痩せた女の尻の間に軍医はいろいろな物を突っ込んで僕に見せた。女はシーツに口紅を擦りつけて呻き僕を睨んでウイスキーを片手に笑い転げる軍医に向かって、ギミーシガーと大声をあげた。リリーは僕をソファに座らせる。リリー、本当に何もやってないんだ、あの時とは違うよ、ジェット機の時とは全然違うよ。

　あの時はさ、からだの中にいっぱい重油が入ってしまったけど、あの時も恐かったけど今は違うんだ、からっぽなんだよ、何もない。頭は熱くてたまんないし、寒気がするんだ、どうやっても寒気が引かないんだよ。うまく思うように動けないんだ、こうやってしゃべってても変なんだ、まるで夢の中で話してるみたいさ。

　手のつけられない恐い夢の中で話してるみたいなんだ、恐いよ。こうやって今しゃべってても頭の中では全く別のこと考えてるんだ、頭の足りない日本人の女と、リリーじゃないよ他の女だよ。その女とアメリカ人の軍医のことをずっと考えてるんだ。でもこれが夢じゃないってことはよくわかってるんだ。目を覚ましてて、ここにいるってことは知ってるんだ、だから恐いんだよ。死ぬ程恐いんだ、リリーに殺して欲しいくらいだよ。本当に殺して欲しいよ、ここに立っているだけで恐いんだ。

　リリーはまたブランデーのグラスを歯の間に差し込んでくる。熱い液は舌を震わせて喉に滑り込んでいく。耳鳴りは頭に詰まって出ていかない。手の甲に静脈が浮き出てその色は灰色だ、灰色で震えている。汗が首を流れる、リリーが冷たい汗を拭いてくれる。あなたは疲れているだけよ、一晩休めばすぐ直るわ。

　リリー、俺帰ろうかな、帰りたいんだ。どこかわからないけど帰りたいよ、きっと迷子になったんだ。もっと涼しいところに帰りたいよ、俺は昔そこにいたんだ、そこに帰りたいよ。リリーも知ってるだろ？　いい匂いのする大きな木の下みたいな場所さ、ここは一体どこだい？　ここはどこだい？

　喉の奥が焼けるように乾いている。リリーは首を振って残ったブランデーを自分も飲み、もうだめだわ、と呟く。僕はグリーンアイズのことを思い出した。君は黒い鳥を見たかい？　君は黒い鳥を見れるよ、グリーンアイズはそう言った。この部屋の外で、あの窓の向こうで、黒い巨大な鳥が飛んでいるのかも知れない。黒い夜そのもののような巨大な鳥、いつも見る灰色でパン屑を啄む鳥と同じように空を舞っている黒い鳥、ただあまり巨大なため、嘴にあいた穴が洞窟のように窓の向こう側で見えるだけで、その全体を見ることはできないのだろう。僕に殺された蛾は僕の全体に気付くことなく死んでいったに違いない。

　緑色の体液を含んだ柔かい腹を押し潰した巨大な何かが、この僕の一部であることを知らずに死んだのだ。今僕はあの蛾と全く同じようにして、黒い鳥から押し潰されようとしている。グリーンアイズはこのことを教えにやって来たのだろう、僕に教えようとして。

　リリー、鳥が見えるかい？　今外を鳥が飛んでるんだろう？　リリーは気が付いてるのか？　俺は知ってるよ、蛾は俺に気が付かなかった、俺は気が付いたよ。鳥さ、大きな黒い鳥だよ、リリーも知ってるんだろう？

　リュウ、あなた狂ってるわ、しっかりしてよ。わからないの？　狂ってるわ。

　リリー、ごまかすなよ、俺は気が付いたんだ。もうだまされないぞ、俺は知ったんだ、ここはどこだかわかったよ。鳥に一番近いとこなんだ、ここから鳥がきっと見えるはずだよ。

　俺は知ってたんだ、本当はずっと昔から知ってたんだ、やっとわかったよ、鳥だったんだ。これに気付くためにこれまで生きてきたのさ。

　鳥だよ、リリー、見えるかい？

　止めてよ！　止めてよ、リュウ、止めてよ！

　リリーここはどこだかわかるか？　俺はどうやってここに来たんだろう。鳥はちゃんと飛んでるよ、ほらあの窓の向こう側を飛んでるよ、俺の都市を破壊した鳥さ。

　リリーは泣きながら僕の頬を打つ。

　リュウ、あなたは狂ってるのよ、それがわからないの？

　リリーには鳥が見えないのだろうか、リリーは窓を開ける。泣きながら思いきり窓を開ける、夜の町が横たわっている。

　どこを鳥が飛んでいるって言うのよ、よく見なさいよ、どこにも鳥なんかいないのよ。

　僕はブランデーのグラスを床に叩きつける。リリーが悲鳴をあげた、ガラスは散らばり床で破片がキラキラと光る。

　リリー、あれが鳥さ、よく見ろよ、あの町が鳥なんだ、あれは町なんかじゃないぞ、あの町には人なんか住んでいないよ、あれは鳥さ、わからないのか？　本当にわからないのか？　砂漠でミサイルに爆発しろって叫んだ男は、鳥を殺そうとしたんだ。鳥は殺さなきゃだめなんだ、鳥を殺さなきゃ俺は俺のことがわからなくなるんだ、鳥は邪魔してるよ、俺が見ようとする物を俺から隠してるんだ。俺は鳥を殺すよ、リリー、鳥を殺さなきゃ俺が殺されるよ。リリー、どこにいるんだ、一緒に鳥を殺してくれ、リリー、何も見えないよリリー、何も見えないんだ。

　僕は床を転げ回る。リリーは走って外へ出た、車の音がする。

　電球がぐるぐる回っている。鳥が飛んでいる、窓の外を飛んでいる。リリーはどこにもいない、巨大な黒い鳥がこちらへ飛んで来る。僕は絨毯の上にあったグラスの破片を拾い上げた。握りしめ、震えている腕に突き刺した。







　空は曇っていて、白く柔かい布のように僕と夜の病院を包んでいる。風がまだ熱をもった頬を冷やすごとに、木の葉の擦れ合う音がする。風は湿気を帯びて、夜の植物の匂い、ひっそりと呼吸する夜の植物の匂いを運んでくる。

　病院は玄関とロビーにだけ非常用の赤い灯りがあって、他は眠っている患者達のために暗い。細いアルミニウムの枠で区切られたたくさんの窓には夜明けを待つ空が映っている。

　紫色の線が屈折して走り、そこは雲の切れ目だろう、と思う。

　時々通る車のヘッドライトが、子供の帽子のような植え込みを照らす。捨てた蛾はそこまで届いていなかった。地面の上に小石や枯れてちぎれた草と一緒に転がっていた。拾い上げて見ると、全身を被う産毛に朝の露がびっしりと降りている。まるで死んだ昆虫が冷たい汗を掻いたように。

　あの時、リリーの部屋を出る時、血が溢れる左腕だけが生きている気がした。血だらけの薄いガラスの破片をポケットに入れて、霧に霞んでいる道路を走った。家々は戸と窓を閉ざして動く物は何もなく、僕は巨大な生物に呑まれて、腸の中をぐるぐる回る童話の主人公なのだと、自分のことを思った。

　何度も転び、そのたびにポケットの中のガラスが細かく砕けた。

　空地を横切る途中僕は草むらに倒れた。その時、湿った草を噛んだ。苦みが舌を刺し草の上で休んでいた小さな虫が口の中に入った。

　虫はギザギザのある細かい足でもがいた。

　指を入れてやると背中に模様のある丸い虫が僕の唾液に濡れて、這い出てきた。濡れた足を滑らせて草の上に戻った。虫が引っ掻いた歯茎を舌で撫でているうちに、草に乗っていた露が、僕のからだを冷ましていった。草の匂いが全身を包み、からだを犯していた熱がゆっくりと地面に逃げるのを感じた。

　ずっと僕はわけのわからない物に触れていたのだ、と草の上で思った。きっと今でも、この優しい夜の病院の庭にいる今でも、それは変わらないのだろう。巨大な黒い鳥は今でも飛んでいて、僕は苦い草や丸い虫と一緒に胎内に閉じ込められている。小石と同じになったこの蛾のようにからだを硬く乾燥させてしまわない限り、鳥から逃れることは出来ない。

　ポケットから親指の爪程に細かくなったガラスの破片を取り出し、血を拭った。小さな破片はなだらかな窪みをもって明るくなり始めた空を映している。空の下には病院が横に広がり、その遠くに並木道と町がある。

　影のように映っている町はその稜線で微妙な起伏を作っている。その起伏は雨の飛行場でリリーを殺しそうになった時、雷と共に一瞬目に焼きついたあの白っぽい起伏と同じものだ。波立ち霞んで見える水平線のような、女の白い腕のような優しい起伏。

　これまでずっと、いつだって、僕はこの白っぽい起伏に包まれていたのだ。

　血を縁に残したガラスの破片は夜明けの空気に染まりながら透明に近い。

　限りなく透明に近いブルーだ。僕は立ち上がり、自分のアパートに向かって歩きながら、このガラスみたいになりたいと思った。そして自分でこのなだらかな白い起伏を映してみたいと思った。僕自身に映った優しい起伏を他の人々にも見せたいと思った。

　空の端が明るく濁り、ガラスの破片はすぐに曇ってしまった。鳥の声が聞こえるともうガラスには何も映っていない。

　アパートの前のポプラの側に、きのう捨てたパイナップルが転がっている。濡れている切り口からはまだあの匂いが漂っている。

　僕は地面にしゃがみ、鳥を待った。

　鳥が舞い降りてきて、暖い光がここまで届けば、長く延びた僕の影が灰色の鳥とパイナップルを包むだろう。


リリーへの手紙─あとがき

　小説を本にするという話があった時、装幀をやらせて欲しいと頼んでみた。だって俺はこれを書きながら、もし本にできるならリリーの顔で表紙を飾ろうとずっと思っていたんだから。

　この写真を憶えているかい？　〝ナイアガラ〟で最初に会った時、撮ったやつだよ。あの時俺達はアブサンを何杯飲めるか競争しただろう？　俺が３杯目の途中で店にいたオランダ人のヒッピーのライカを借りて写したんだ。リリーはこの写真の後、９杯目で倒れてしまったから憶えていないかも知れないなあ。

　リリー、今どこにいるんだ？　４年前だったか、一度ハウスに行って見たけどいなかった。この本をもし買ったんなら連絡してくれ。

　ルイジアナに帰ったオウガスタから一度だけ手紙がきた。タクシーの運転手をやってるそうだ。リリーにもよろしくって書いてあった。ひょっとしたらリリーはあのハーフの絵描きさんと結婚でもしたのかも知れないなあ。結婚しててもいいからできたらもう一度だけ会いたいと俺は思っている。二人でもう一度、ケ・セラ・セラを歌いたいよ。

　こんな小説を書いたからって、俺が変わっちゃってるだろうと思わないでくれ。俺はあの頃と変わってないから。

　　リュウ


限かぎりなく透とう明めいに近ちかいブルー




著者　村むら上かみ龍りゅう





装丁　村上龍

企画制作販売　村上龍電子本製作所/G2010




©Ryu Murakami

©G2010 Co., Ltd.

http://ryumurakami.com

OEBPS/js/adjust_still_cover.js
window.addEventListener("DOMContentLoaded", function() {
	var isiPhone = navigator.userAgent.match(/iPhone/i) != null;
	var isiPod = navigator.userAgent.match(/iPod/i) != null;
	if (window.screen.height >= 568 && isiPhone) {
		var isiPhone5 = true;
	} else {
		var isiPhone5 = false;
	}
	
	if (isiPod) {
		isiPhone = false;
	}
	if ((isiPod || isiPhone5) && (window.orientation == 0 || window.orientation == 180)) {
		document.querySelector('#cover').style.marginTop = "16%";
	} else if (isiPod || isiPhone5) {
		document.querySelector('#cover').style.marginTop = "0";
	}
	window.addEventListener("orientationchange", function() {
		if ((isiPod || isiPhone5) && (window.orientation == 0 || window.orientation == 180)) {
			document.querySelector('#cover').style.marginTop = "16%";
		} else if (isiPod || isiPhone5) {
			document.querySelector('#cover').style.marginTop = "0";
		}
	}, false);

}, false);



OEBPS/js/utilities.js
const SupportsTouches = ('createTouch' in document);
const StartEventType = SupportsTouches ? 'touchstart' : 'mousedown';
const MoveEventType = SupportsTouches ? 'touchmove' : 'mousemove';
const EndEventType = SupportsTouches ? 'touchend' : 'mouseup';
const LeaveEventType = SupportsTouches ? 'touchleave' : 'mouseout';

//These aren't mine, but I've been using them for so long I forgot where I got them from.

Element.prototype.hasClassName = function (className) {
  return new RegExp('(?:^|\\s+)' + className + '(?:\\s+|$)').test(this.className);
};

Element.prototype.addClassName = function (className) {
  if (!this.hasClassName(className)) {
    this.className = [this.className, className].join(' ');
  }
};

Element.prototype.printFunctions = function(theObject){
	var functions = '';
	for (var functionName in theObject) {
		// Check if it’s a function
		if (theObject[functionName] instanceof Function) {
			functions += functionName + ', ';
		}
	}
	console.log(functions);
}
Element.prototype.printProperties = function(theObject){
	var functions = '';
	for (var functionName in theObject) {
		// Check if it’s a function
		if (!(theObject[functionName] instanceof Function)) {
			functions += functionName + ', ';
		}
	}
	console.log(functions)
}

Element.prototype.removeClassName = function (className) {
  if (this.hasClassName(className)) {
    var curClasses = this.className;
    this.className = curClasses.replace(new RegExp('(?:^|\\s+)' + className + '(?:\\s+|$)', 'g'), ' ');
  }
};

Element.prototype.toggleClassName = function (className, condition) {
  if (condition == null) {
    condition = !this.hasClassName(className);
  }
  this[condition ? 'addClassName' : 'removeClassName'](className);
};

NodeList.prototype.contains = function(obj) {
    var i = this.length;
    while (i--) {
        if (this[i] === obj)
			return true;
    }
    return false;
}
NodeList.prototype.toArray = function()
{
	var ary = [];
	for(var i=0, len = this.length; i < len; i++)
	{
		ary.push(this[i]);
	}
	return ary;
};
var uniqueRandomFromList = function(current, list){
  var random = null;
  do{
    random = list[Math.floor(Math.random() * list.length)];
  } while(random == current);
  return random;
}

function randomInRange(min, max, whole){
  if (whole) {
    return Math.floor(Math.random() * (max - min + 1)) + min;
  } else {
    return (Math.random() * (max - min)) + min;
  }
}
function getDistance(x1,y1,x2,y2){
	var xs = (x2-x1)*(x2-x1);
	var ys = (y2-y1)*(y2-y1);
	return Math.sqrt(xs+ys);
}

function getPosition(element) {
    var xPosition = 0;
    var yPosition = 0;
  
    while(element) {
        xPosition += (element.offsetLeft - element.scrollLeft + element.clientLeft);
        yPosition += (element.offsetTop - element.scrollTop + element.clientTop);
        element = element.offsetParent;
    }
    return { x: xPosition, y: yPosition };
}

var cumulativeOffset = function(element) {
    var top = 0, left = 0;
    do {
        top += element.offsetTop  || 0;
        left += element.offsetLeft || 0;
        element = element.offsetParent;
    } while(element);

    return {
        top: top,
        left: left
    };
};

/* Polyfill bind*/
if (!Function.prototype.bind) {
  Function.prototype.bind = function (oThis) {
    if (typeof this !== "function") {
      // closest thing possible to the ECMAScript 5 internal IsCallable function
      throw new TypeError("Function.prototype.bind - what is trying to be bound is not callable");
    }
 
    var aArgs = Array.prototype.slice.call(arguments, 1), 
        fToBind = this, 
        fNOP = function () {},
        fBound = function () {
          return fToBind.apply(this instanceof fNOP && oThis
                                 ? this
                                 : oThis,
                               aArgs.concat(Array.prototype.slice.call(arguments)));
        };
 
    fNOP.prototype = this.prototype;
    fBound.prototype = new fNOP();
 
    return fBound;
  };
}
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